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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ｒｅｆｅｉａ




ＣＯＮＴＥＮＴＳ









序章．　日常のスタートライン


第一章．彷徨さまよえる力


第二章．動く、思う、動き


第三章．逡巡する竜の子


第四章．二人、思うままに。


終章．　二人のスタートライン







　あとがき







　神とは──。


〝神〟それは伝承。それは象しよう徴ちよう。それは権力。それは記き憶おく。


　答えは、今となっては曖あい昧まいもいいところだ。


　術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイアの二世界が謎なぞの統合を果たしてしまったこの世界。今ならば一種族であると、そう答えることもできよう。彼らは地域の交わりによって、その存在が統合されまさしく交わりあっていく。人が活動地域の広がりにより血が混じりあっていくように。


　そして神の子も、人々と同じように闘とう争そうの時代を迎むかえることとなる。


　神々や天使などが善とされるように。邪じや神しんや悪あく魔まなどが悪とされるように。


　その間に中ちゆう庸ようも中立も存在しはしない、彼らは止まること無い戦いへと進む。


　何な故ぜ真っ二つなのか。何故彼らは忌いみ嫌きらい争うのか。


　それは歴史に問うても、憶おく測そくの域を脱だつしはしない。


　もはや〝神〟も〝悪魔〟も一種族、いや一人種と言えるまでになったこの世界で、彼らは何を思い、何を成して行くのだろうか。


　神話は繰くり返かえされるのか。


　世界は孕はらんだ謎をそのままに、未いまだ真実を待っている。


〝世界は知らねば、ならないのだから──〟




　序章．日常のスタートライン







　晴天と呼ぶにふさわしい青の色しき彩さいが空に伸のび渡わたり、昇のぼる朝日が夜気に冷たく沈しずんだ新東京都の街並みを溶とかしていく。


　凍こおっていた市街のあらゆる機能が再起動されるとともに、己の赴おもむくべき場所へと向かう人々の流れが、ビルの群を縫ぬうように雑ざつ鬧とうとなって動き始める。


　首しゆ都と圏けんへと向かう人々の流れとは裏腹に、逆方向にもまた人々を呑のみ込んでいく場所があった。


　アパート、マンション、学生寮りよう──。


　研けん究きゆう棟とう、実験場、プラント──。


　そして校舎。


　広さも施し設せつの規模も〝まともでない〟と評されてしかるべきものであり、一市街を形成しようかという面積を敷しき地ちとして存在する学園は、名を国立京みやこ学がく園えんといった。


　平へい凡ぼんな都心の外れに付け加えられたかのような生徒たちの巨きよ大だいな箱庭。


　その高等部の門をくぐれば四月も終わりを迎えようかという今いま頃ごろ、一層散り行く桜さくら吹雪ふぶきが生徒たちを迎える。


　罪作りなもので見慣れてしまった一つの季節の風物詩に彼らは目を奪うばわれることもなく、昨日の出来事、今日これからの出来事、自らの日常を笑い嘆なげきながら登校の足を速めていく。


　そんな生徒たちの流れの中にいながら、彼らの視線を一身に集める者がいた。


　一人の女生徒。


　彼女が一歩を踏ふむごとに、春風に踊おどるかのように伸ばしたロングヘアが揺ゆれる。


　制服も規定のもの。まだ真新しさと着なれなさこそあるものの、別段奇き異いの視線を得るような特異過ぎるといった格好ではない。


　むしろ制服、という落ち着いたデザインの服装ということもあり、有るのは気品とも呼べる代しろ物もの、少女のきりりと鋭するどい視線もそれを強めているようだった。


　登校する、というより肩かたで風かぜを切るといったような、何か一戦に臨のぞむような気き迫はくがあり、傍はた目めにも肩が凝こりそうなほどだ。


　寄り付く者もないまま、彼女は一人まっすぐと道を歩み行く。


　故に誰だれが知ろう。


　彼女の心境が、戸と惑まどいであるなど誰も知る由よしもないのだった。


　し、視線が重い……。


　彼女、アイリス・リンドヴルムは歩く速度を落とすことなく、目を瞑つぶったままに心中で零こぼした。


　見られている気がする、なんて妄もう想そうじみた思い違ちがいでなく、確実に見られている。


　アイリス・リンドヴルム。自らの名を、姓せいを反はん芻すうして思う。


　自分で言うのもひどくアレなのだが、どうしても出自というものから注目を集めてしまうのかもしれない。


　ヴァルハラ──神話における戦士たちの魂たましいが至る場所を名に起こされた国。世界有数の空に存在する浮ふ遊ゆう国家にして、竜りゆうの血を引く者たちの集つどう国の皇族の姓せい名めいこそがリンドヴルム。つまり、彼女は一国の皇女という立場にあった。


　一国の皇女は内心で汗あせをかきながら思う。


　期待に応こたえることもできず申し訳ないが、そんなにお淑しとやかな深しん窓そうの令れい嬢じようでもなければ、引っ込み思じ案あんなお姫ひめ様……でもない。


　すいませんすいませんこっちに来てから日本食が色々と美お味いしくて体重が大変なことになっていたりします。すいませんすいません昨日は深夜番組に見入っていて夜よ更ふかししてしまいました。すいませんすいません今日もぶっちゃけちょっと寝ね坊ぼうしてしまいました。


　かといって、万人に大っぴらに構えて良いのかと言えば、竜の血を引く竜血人種ドラゴノイドの国、竜りゆう国こくヴァルハラの皇族としての建前がある。


　自分への評価が祖国であるヴァルハラをも貶おとしめかねない。自分の立場を考えれば気を抜ぬけぬというのもあるが、あまり根を詰めすぎても息が詰まってしまう。


　そんな問題の妥だ協きよう点として、まだ人の少ないうちに登校してしまおうと、アイリスはここ最近かなり余よ裕ゆうを持って登校していた。


　今日は失態だ、とアイリスは口には出さず内心でのみ反省し、誰にも分からぬ心情をため息にして吐はき出した。


　だが一人道行くアイリスを呼び止める声が、そこで上がった。


「アイリース！　おっはよう！」


　声は後方。声に振ふり向けば、十分に見慣れた顔があった。


「──夕ゆう、それにヱーファも」


　朝の日差しの眩まぶしさに負けることなく、快活を絵に描いたような少女が後ろから来ていた。背の高い少女、佐さ坂さか夕は学校指定の制服を着き崩くずし、伸ばした髪かみが揺れるほどに、高く掲かかげた手を振りやって来る。


　さらにその横、


「アイちゃん、おはよー…………」


　手を振る彼女のもう片方の手に引かれ、リードのつながれた犬が渋しぶ々しぶ歩くように、付いて来る少女の姿があった。セミショートの髪もやや乱れ気味に、数歩遅おくれ、いかにも眠ねむたげに背を丸めるヱーファ・ガードナーの姿があった。


　アイリスはヱーファを見て、


「おはようヱーファ……眠そうね？」


　挨あい拶さつもそこそこに目め端はしをこすりながら、んぅー、とだけ応じ、ヱーファはゆるゆると這はうように歩く。


　何も言わない本人に替かわり、夕が呆あきれるような視線をヱーファに向けながら言う。


「ヱーファならいつものことだから大だい丈じよう夫ぶ。また遅おそくまでなんか開発していたみたい」


　気にしないで、と言いつつ夕がアイリスの横に並ぶ。


　さらにアイリスがもう一人足りないことに疑問を抱いだいていると、


「ゼナイドなら、今日は日直。先に行ってるわ」


　やはり夕が答えた。


　三人はまた歩き始める。


　最近は夕とヱーファ、この二人にゼナイドを加えた分隊の女子四人でいることが常になりつつある。ゼナイドとヱーファが時折、研究室に籠こもってしまうことがあるので、必然的に一番長く一いつ緒しよにいるのは夕になる。


　上うわ背ぜいのある夕が横に並ぶと、頭ひとつ身長が違ちがうアイリスは彼女を見上げることとなる。晴天をバックに、こちらを見下ろす少女はいかにも元気といった様子であった。


　こちらの視線に気づいて、夕はアイリスに笑みの視線を返す。


「こんな時間に登校しているなんて珍めずらしいわね？　アイリスったら転校してからこっち、いっつも先に行っちゃうんだもの」


　言いつつも彼女の言葉に咎とがめる様子はなく、そのまま夕は続けた。


「今日はどうしたの？　寝坊でもした？」


「うっ……」


　いきなり痛いとこを突つかれ、アイリスはついつい押おし黙だまってしまう。


　そんなこちらの様子を見て取るや、夕はこちらの顔を覗のぞき込むように背を落とし、


「あらあらあらまあ図星？　いいのかねー、いいのかなあ、お姫ひめ様そんなことでー」


「い、いいじゃない。人間だもの！」


　アイリスが恨うらめしげに見上げなおせば、はは、と夕は笑って返す。


「なんだかんだでもう一週間か──……そろそろこっちでの、ここでの生活にも慣れた？」


「徐じよ々じよに、って感じなのかしらね……」


　アイリスは困ったように小首を傾かしげる。


「正直まだまだ慣れないことも多いけどね、色々……。今日の夕方には本国の方から色々と荷物が届くから──」


「ああ、オッケー荷物整理するの手伝うわ。どうせ今日私達待機シフトの筈はずだし、夜にでも荷に解ほどきしちゃいましょうか。生活必ひつ需じゆ品ひんもなにがいるのか確認しとかないと」


　アイリスが言い切る前に、夕が口を挟はさむ。


　最近では夕がこちらの意図するところを察してくれることも多い。ゴハンに行くときなど、電話をかけただけで何も言わずとも来てくれるし、以心伝心のようである。


　それを純じゆん粋すいに嬉うれしく思い、またありがたいとアイリスは素す直なおに感謝を抱く。


「この学校自体が特とく殊しゆすぎるんだから。これからもっと慣れていけばいいわよ」


「特殊なのは学校だけじゃない気がするけど……いや、だけじゃないわね……」


　特殊に分類されるであろう、目の前の少女はどういうことかと言うように疑問の表情を浮うかべるが、それ以上を言わないでおくアイリスであった。


　ここの特殊さは世界に起因する。


　術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイア。術式と呼こ称しようされる、いわゆる魔ま術じゆつや魔ま法ほうの類たぐいが文明の根幹をなし、神話の中の世界、神々や化物を先祖に持った術式世界テウルギアと──世界を科学により紐ひも解とこうとした科学世界フイロソフイア。その二世界の突とつ然ぜんの合一。そこからの世界統合戦争。


　戦後、世界を護まもるために生まれた機関D.S.T.を運営するため、世界は若い世代にも戦いを強しいざるを得ない状じよう況きようであった。そんな彼らを育成し、同時に世界を護るための基地としてある学術機関こそがここ国立京学園であり、背後にあるD.S.T.日本本部であった。


　自分の今の居場所を、吟ぎん味みした上でアイリスはふと視線を前に向けた。


　そうか──。


「まだあれから、一週間しか経たってないなんて──……」


　自分の新天地としてこの京学園があり、そんな学園の校舎の向こうには空がある。


　最近よく感じる。


　仰あおぐ空。昼も、夜も、朝も、建物の間から見える空も、教室の窓から見る空も──。


　──高いなあ……。


　前はもっと、それこそ手で触ふれられそうな高さにあった色が、今は遠く感じる。


　あまり長く見上げていると、落ちているような錯さつ覚かくを起こしてしまいそうになる。


　自らが居た場所のことを懐おもいもするが、これはこれで新天地に来たという実感なのだろうと、決してキライではない。


　アイリスが新たな生活を迎むかえる理由ともなった出来事。


　シドウ・リンドヴルム。ヴァルハラの軍部・軍拡派のリーダーにして、第二王位継けい承しよう権を有していたアイリスの叔お父じ。


　そんな彼の権力への野心を利用し駆かり立てた、軍においても皇族から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かれていた騎き士し、トーラー＝ベリアル＝ブランシェット。


　ベリアルと名乗った悪あく魔まによるヴァルハラ大使館、ひいては新東京都滅めつ亡ぼうのシナリオ。


　術式世界テウルギアの禁きん忌きの業わざ、激竜の気吹ドラゴンブレスと呼ばれる広域殲せん滅めつ術式の発動は寸前のところで防がれた。それらをくぐり抜けた上で、アイリスの今の生活はあった。


〝悪魔〟〝激竜の気吹ドラゴンブレス〟〝鍵かぎ〟〝６６６教団〟


　言葉で形成される情報。なにもかもが最近のことであったはずなのに、アイリスはどこか実感を得られないで居る。勿もち論ろん、巻まき込まれて一国の存亡を脅おびやかす事件にまで発展していたことまでは十二分に理解している。


　だが、その裏で策動して動いていた者たちの真意が読めないのだ。本当の目的が分からぬまま巻き込まれたのは自分も同じで、結果として残ったのは戦いの跡あとだけだったからかもしれない。


　自分には何も出来なかった。抗あらがうことも出来ず、ただただ……。


　心の中に生まれた翳かげりに浸ひたっていると、横で夕が新たに言葉を紡つむいだ。


「大使館の方の復興も、始まっているんでしょ？」


　夕の問いに頷うなずきだけを返し、アイリスは想う。


　今、彼女がこうして、この場所に居られるというのも一つの戦いの終結の結果。そして戦いを終わらせた者。終わらせてくれた少年も同じく此こ処こにいる。


「何はともあれ新生活。自分で選んだ場所でしょ」


　もう一度見れば、夕はこちらを見ずに笑みのまま前を向いていた。


「適当にがんばりなさい」


　しかし彼女はすぐさま笑みをにやりとした、意地の悪いものに変え、


「まあその新しい生活を選ばせたのは、あそこにいる奴やつのせいかもだけどね～♪　いやあ、お熱いことで」


　夕が見るのは自分たちがやって来た方向。グラウンドの向こうにある京学園敷しき地ち内の学生寮りよう、その男子寮だ。


　一いつ瞬しゆんの間を持って、彼女の言わんとするとこを理解し、


「～～夕ッ!!」


　自分でも頰ほおに熱を感じながら、アイリスは夕に声を上げる。


　と、そこで彼女は新たな音を耳にする。


　方向はそれこそ見ていた方向、男子寮の方からだ。


『……！』『……──!!』『『────[image: ]』』


　グラウンドの向こうというのに、叫さけびにも似た声が籠こもりながらも重なり聞こえた。


　周りでは一体何事か、と登校中の生徒たちもまばらに足を止め始める。


「まったく男子寮は、朝から騒さわがしいわね……あれが朝一でこれからさらにテンション上がっていくのかと思うと、げんなりするわ」


　口をへの字にして言う夕に頷きながら、これが日常となってしまって大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと、アイリスにも一いち抹まつの不安が過よぎる。


「まったく──」


　男子寮、ついこの間からよく通うようになっていた一室の窓を見ながら、そこに居るはずの相手を思いながらアイリスが、


「最近、なかなか時間も取れないしなあ──」


　言った瞬間であった。


　男子寮の一角、見覚えのある位置の一室が盛大な爆ばく発はつとともに、文字通り内側から爆はぜた。四散する瓦が礫れきとともに術式のものと思われる光こう弾だんや、閃せん光こうが走る。


　しかし騒ぎはそこで終わることなく、むしろそれを戦の狼煙のろしと言わんばかりに鬨ときの声を上げた男たちが溢あふれだし、喧けん騒そうが学園内に飛び散っていく。


　だが、


「ハハハ、まーた男子寮か。今日は一体誰だれの仕し業わざだ」


「どーせあれでしょ。誰かに彼女でも出来たとかで有志で制裁でもヤってるんでしょ？」





　登校途と中ちゆうの生徒たちもそんな男子寮の様子を、指差して笑いながら「なんだ、いつものことか」と各おの々おの納なつ得とくしたように、時折、新入生が足を止めもするが、驚おどろきは一瞬だけ、皆みんなが何事も無かったかのように登校を再開する。


　一人呆ぼう然ぜんと足を止めた、アイリスを除いて。


　ヱーファなどいくら眠たげとは言え、見向きすることすらせずに、あくびを上げながらそのまま歩いて行く。


「────」


　文字通り開いた口がふさがらない彼女の肩かたに、どこか遠い目をした夕が手を乗せ、


「……慣れよ」


「……そっか」


　やはり遠い目をしたアイリスが頷き返し、二人の女子生徒も爆ばく音おんをバックにしながら校舎へと消えて行く。





　遡さかのぼること数分前──。





　京学園高等部・男子寮りよう内ない。まだ寝ねている生徒も多いからであろう、生活音が時折点々と響ひびくだけで、建物の中は概おおむね静せい寂じやくが空間を満たしていた。


　男子寮の廊ろう下かに面した一室。入り口のドアには〝八や劍つるぎ姫ひめ也や〟と部屋の主を示すネームプレートが差し込まれていた。


　建物を満たす静寂を破り、すでにそこには音があり動きがあった。


　八劍姫也の朝は一いつ般ぱん的な学生に比べれば割と遅おそい。


　起き床しよう時間の遅さは、なにも姫也に限ったことではないのだが。


　京学園・高等部の男子学生寮。超ちよう常じようだろうと尋じん常じようだろうと、別わけ隔へだてなく望む男子学生たちを収容する此こ処こが学内に存在してしまっていると言うのが、ひとつ問題であろう。


　男子寮から教室まで時間にして、走れば一〇分弱。


　故に時間ギリギリに寮を出ても間に合うと考える生徒は少なくない。


　担任と言う名の残ざん虐ぎやく超ちよう人じんが教室に辿たどり着くまでに、自らの席にタッチダウンを決めればいい。そんな油断からしくじる者が多くいるのも現実。


　そうはならぬために、姫也はいつも余よ裕ゆうをもって起床する。


　最近となっては、絡からみつくように自らを戒いましめていた過去からも解放され、幾いく分ぶんましな朝を迎えるようになり、目覚めは今日も良好──。


　そのはずであった。


「…………」


　だが結果として、姫也はいつもよりも早く目を覚ますこととなる。


　姫也の起床の原因となったのは、部屋の中にふと響いたひとつの音だった。


「～♪」


　一定のテンポで紡がれる鼻歌。無論、姫也のものではない。


　……なんだこれ。


　東洋人らしいお手本のような黒くろ髪かみ琥こ珀はく眼。寝ね癖ぐせに乱れた自らの髪もそのままに、起き抜ぬけの頭に殺さつ到とうした疑問に姫也は困こん惑わくの色を隠かくせないでいた。


　定かでない目を凝こらし、姫也は疑いの視線を室内に巡めぐらせる。


　上半身を起こした姿勢の自分が居るのは窓まど際ぎわに配置されたベッドの上であり──自身が身に纏まとうのはいつもの寝ね間ま着き兼けん用ようジャージであり──経済事情に比例した調度品の乏とぼしい空間は、いつもの男子寮の一室。


　ここまで見る限りは、まごうことなき自分の部屋。


　確認された事実に姫也はあらためて眉み間けんの皺しわを深くし、自らの正面を見た。


　そこにイレギュラーたる、鼻歌の主がいた。


「──あ、お目覚めですか？　おはようございます、姫也様っ！」


　笑顔えがお全開明るい挨あい拶さつ。自分の名前＆敬けい称しよう。


　それを放った相手は黒の衣服の上にフリルの飾かざり鮮あざやかな白いエプロンドレスを纏った、いわゆるそう──メイド服姿をした女性であった。年ねん齢れいは姫也よりもすこし上であろうか。ショートカットに切りそろえられた髪の下には、人ひと懐なつっこい笑えみが張り付いていた。


　素そ朴ぼくとも言える、可か憐れんな女性であった。


　彼女は手にしたハンディモップを両手で持ち直すと、


「少々室内が乱れているようでしたので、差し出がましいようですが、整理させて頂いておりました」


「ああ──ハイ……ハイ？」


　彼女の言葉通りだった。姫也がいい加減に放っておいた書しよ籍せきや洗せん濯たく物ものといった物が床ゆかからなくなっており、使っていない場所は薄うつすらと埃ほこり被かぶってすらいた部屋が、今は輝かがやき一割増しといった様子にまでなっていた。


「すみません。もうすこし早く起こすべきだったでしょうか姫也様……？　気持ちよさそうにお休みのようでしたので、無理に起こすのが躊躇ためらわれたもので……」


　こちらに言葉を挟はさむタイミングを与あたえず、彼女は流れるように言葉を並べていく。


　穏おだやかな笑みを浮うかべながら彼女が身を動かせば、はためかせた彼女の衣服から、嫌いや気けのない清せい涼りような香かおりが室内に漂ただよう。


　五感で感じてなお、現実感の無さが姫也の疑念を加速させる。


「……あり得ない」


　侍じ女じよ服の女性が窺うかがうように首を傾かしぐのもお構いなしに、姫也の混乱は混こん沌とんとしたものになって行く。


　いつから自分の生活は、メイドさんを雇やとえるまでにステータスアップしたのだろうか。三桁けた上等な姫也のお財さい布ふ事情を鑑かんがみれば、メイドさんなど夢のまた夢のまた夢。日雇いすら厳しいというのが現状。おそらくこの先もそんな存在に縁はあるまい。


　男子寮が新たにメイドさんを雇ったなんて話は聞いていない。そうともなればここの連中ならば歌えや踊おどれやで大おお晦日みそかもかくや、と盛大な祝祭が執とり行われているだろう。


　明めい晰せき夢か何かの類たぐいなのか？　自分ですら気付かぬうちに抑よく圧あつされていたフェティシズムが炸さく裂れつして、やけにリアルな幻げん覚かくでも見せているのだろうか。


　否、現実なのだろうか。はたまた何かの事件か──。


「いや、一大事なのは確かだが──」


　混乱が混乱を呼び、動どう揺ようする姫也を知ってか知らずか、侍女服の女性は笑みのまま、


「あ、ご挨拶が遅おくれ申し訳ありません。お初にお目にかかりますね姫也様。私、ノイル・アテンドと申します」


　困惑するこちらに気付いたのか、ロングスカートの端はしを摘つまんでダンスパーティで挨拶をする淑しゆく女じよかのように、ノイル・アテンドと名乗った侍女は腰こしを折った。


　身を起こすと、彼女は姫也の方にやや恥はずかしがるようにして顔を向け、


「もうこの際……〝御主人様〟とお呼びした方がよろしいでしょうか？」


「──夢だな！」


　もはや断定して、脳の処理能力の許容を振ふり切った姫也は、起こしていた背を半ば叩たたきつけるようにベッドに落とした。


「いえいえ、夢ではありませんよっ」


　侍女服の女性はやや慌あわてた足取りで近づくと、ベッドに横になった姫也の顔を覗のぞき込む。


　身を乗り出し、彼女の衣服と姫也の布ふ団とんとが衣きぬ擦ずれの音を立てる。


「────」


　呆ほうける姫也を笑ってか、くすりと薄うすい微び笑しようを口元に浮うかべながら、彼女は姫也の手を取ると、確かく認にんさせるためか指と指とを這はうように絡めるように、握にぎる。


「夢じゃ、ないです」


　触ふれた指先からはっきりと伝わる、さらりとした、しかし温かな感かん触しよく。


「夢、だよな……？」


　柔やわらかな感触。姫也の瞳ひとみをまっすぐ見つめ、逃にがそうとしない彼女の瞳。戸と惑まどう姫也をからかうように、彼女は目め尻じりを下げ小こ悪あく魔ま的ともとれる妖あやしげな笑みを浮かべる。


　その魅み惑わく的な瞳の色に、表情に──姫也は目を逸そらせないでいた。


「どうです？　私、夢でしたか？　姫也様？」


　小さな唇くちびるが首筋を撫なぜるような甘ったるい声を紡つむぐ。こちらの動揺も考えもなにもかもが見み透すかされているような、ぞくりとする甘かん美びな感覚が姫也の中を駆かけた。


「夢……じゃ、ないのか……──」


　ごくり、と姫也が生なま唾つばを呑のみ込む。


　鮮せん烈れつな印象こそないがどこまでも洗練された清い美しさ。対照的にその奥から手招くように誘さそい、見え隠れする潜ひそめ隠された妖しさ。


　姫也の鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ち、熱を得ながらも体は強こわ張ばる──。


　その時であった。


「ひーめーやーくーん!!　まだ寝てるかなーっ!?　良い朝だねー!!」


　遠えん慮りよなど爪つめの先ほどもなく、プライバシーなど一考の余地すらなく、テンション高めの悪友トマス・ガブリエルは容よう赦しやなくドアを開け放った。


「学校行こ──……」


　神が創つくり給たもうた時に二物として美び貌ぼうこそ与えたが『代わりに知能要いらないんじゃね？』と言ったとしか思えない残念過ぎる二枚目の悪友は、浮かべた笑顔のまま、開け放った姿勢で固まる。


「「…………」」


　またかあッ──!!


　声に出さず誰にともなくツッコミを放ちながら、ちょっとドキドキしてしまっていた姫也の心臓が、液体窒ちつ素そに放ほうり込まれたかのように一気に冷める。




[image: ]


　両者数秒を置き、先に動いたのはトマスの方であった。


　ぎぎぎ、と錆さびた稼か動どう音でも響きそうなぎこちない挙動、トマスは硬かたい無表情のまま挨拶として片手を挙げると、


「──ホ、本当ホントニ良イ朝ダネ。姫也クン」


「ソ、ソウダナ……トマス……」


　姫也はじとりと脂あぶら汗あせを浮かべながら、トマスは凍こおりついた無表情のまま、相手の出方を窺うかがう獣けものの決けつ闘とうのように、じっと見つめ合っていた。


　────。


　生活音が立ち始めた男子寮りようで、この空間だけが凍りついていた。


「え、えっと、これはその、あの、どうしましょうか姫也様？」


　本当にね。もういっそのこと息の根を止めてくれようか。いや、それはいかん。だが、口止めは大事だな、ああこんなところでアーデ先生の授業が役に立とうとは──。


　考えを二転三転させながら、姫也はトマスの動きを待つ。


　メイドだけがやや狼狽うろたえたように、どうしていいのか分からずあたふたとしているがそれどころではない。対し、彼女のそんな姿を前に、うむ、と何か納なつ得とくの頷うなずきを見せ、冷めた表情のトマスはくるりと回れ右、廊ろう下かに体を向ける。


　その背に、嫌いやな予感を感じ姫也は言う。


「あー……トマス？　トマス・ガブリエル？　……トマス・ガブリエルさーん？」


　姫也の問いかけの一いつ切さいを無視し、トマスは室内に背を向けたまま、すぅ、と胸を逸らし、肺を空気で満たし、


「姫也がっ！」（右向いて）


「朝からっ！」（左向いて）


「美女メイドとっ！」（上向いて）


「エロイチャしてやがるぅううううううう──[image: ]」


　半ば断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようにも似た、あまりと言えばあまりなトマスの慟どう哭こくが廊下を突つっ走ぱしった。


「────」


　それまで人の動きが、生活音が立ち始めていた男子寮から、ぴたりと時間が静止したかのようにすべての音が消える。ただ一つ、るうー、るぅー、るー、と間延びするトマスの叫さけびの残ざん響きようがしんと建物に呑み込まれ、訪おとずれた静せい寂じやくに一いつ拍ぱく置いて、


「「メイドとエロエロだとォ──[image: ]」」


　廊下どころか上の階や下の階からも、それどころか寮りよう内ないの放送機器からも同様の叫び声が上がった。


　野太い叫びに続いて、廊下を打ち鳴らす足音の連打が響ひびく。


「「また貴様かあッ姫也──!!」」


　地鳴りとともに男子生徒たちが姫也の寮室に殺さつ到とうした。夜勤任務後の戦せん闘とう服や制服、パジャマ姿と多様な姿で、中には長ちよう銃じゆうや剣けんなど武装を持ったものまでいる。


　息を切らし、どっと押し寄せた男たちは、殺意の形相を室内に向け開口一番。


「「メイドだァ──!?」」


　砂さ漠ばくでオアシスでも見つけたかのように、男たちは驚きよう愕がくに目を見開いた。


　驚おどろきと喜びに一いつ瞬しゆん弛ゆるんだ表情がベッド上で侍女に手を取られ、迫せまられている（ように見える）姫也を見つけ、一気に彼らの怒いかりゲージが振り切れる。


「テメエ朝から、おはようございますご主人様っ☆（裏声）っなメイドプレイか!?　なのか!?」


「なんたる幸福！　なんたる抜ぬけ駆がけっ」


「うらやまけしからん！　万死に値する!!」


「裁判長ッ直ちに御おホモ達の刑けいで、こやつに精神矯きよう正せいをばッ──!!」


　恨うらみ辛つらみが轟ごう々ごうと、妬ねたみや嫉そねみなどとうに超ちよう越えつしていそうな狂戦士たちの視線を受け、姫也はたじろぎ気味に声を上げた。


「いや、これはちがっ──」


　姫也の抗こう議ぎの声を嫉しつ妬とに狂くるう男たちが妨さまたげる。


「そこになおれ。俺が最近会え得とくしたブードゥーの秘術で生ける屍しかばねにしてくれる……」


「待て待てっ、ここは俺が秘奥薬術研究会に依い頼らいしておいたゾンビパウダーをだな！」


「なんでお前らゾンビそこにこだわるんだよ!?」


「いやあ、お前の体からなにか特とく殊しゆなフェロモンでも分ぶん泌ぴつされているのかと」


「ねえよ！」


「安心しろ。ひとしきり研究を終えたら、体は女子漫まん画が研究部に備品として売り渡わたしてやるから。大だい丈じよう夫ぶ。いろんな意味で丁てい寧ねいに扱あつかってくれるさ」


「前回のトマスの時といい、女子漫まん研けんなにしてんの!?」


　この間の一戦後、床とこに伏ふしていた間にトマスが招いたという女子漫研のこともそうだが、流石さすがと言おうか、この学園部活動に至るまで一ひと筋すじ縄なわではない。無論、悪い意味で。


「いやあ一応女子だからなあ。交流は大切にせねば……なに対価は安いもんだ」


　一人の男子生徒の言葉にその場の全員がうんうん、と二度頷く。


「友達を売り渡すのかっ！　悪あく魔まかお前らっ!?」


「ほほう、朝から性的ブルジョワジーの男はやはり違ちがうな。我々にとっては貴重とも言える女子との交流も、大切にする必要などないとな？」


「ハハハ流石に言うことが違うなあ……殺してやる！」


「あー、もしもし先せん輩ぱい？　ダメダメ言いながら抗あらがってくれそうな拒きよ絶ぜつウケな感じの奴やつがいるんですが──いや後ろの穴の具合がどうかまではちょっと……」


　憎ぞう悪お渦うず巻まく男子生徒たちの中央にいたトマスは皆みんなの意識統一がはかられていることにうむ、と満足して、


「よかったなあ姫也。新たな道が拓ひらけそうで」


　未いまだ姫也の前にいる謎なぞの侍じ女じよはそっぽを向くと、恥はじらいに身を小さくしながら、


「性せい癖へきでしたり、まあその色々と開かい拓たくと言いますか、開発と言いますか……そういったものは個人の自由ですから……ええ……」


「あんたも清純そうな顔して何言ってんだあ──!!」


　抗議を上げる姫也以外の男子生徒たちは目を細めながら、皆、「うむ」「カワイイので許す」「カワイイは正義」「姫也は殺す」などと実に自由にのたまっている。


　そんな男子生徒たちに姫也はなお抗議の声を上げた。


「待て、お前ら！　俺からエロ行こう為いに及およんだわけでもなく、彼女は朝起きたらすでに部屋にいてだな！」


「「余計羨うらやましいわァ──!!」」


　じりじりと燃えるように上じよう昇しようする殺意のボルテージを前に、姫也はベッドの上に腰こしを落とし、後ろにたじろぐが、背中が行き着く先は壁かべ際ぎわであり、逃げ場などどこにもありはしない。


　と、そこで姫也は見る。


　入り口まで殺到した男子生徒たちの向こう、そこにいる男子生徒の姿を。


「一ひと色いろ!!」


　重そうな身をなんとか立たせ、眠ねむたげに目を細めた大おお柄がらの男子生徒、一色がそこにいた。彼は部屋前に張り付いた男子生徒をひどく邪じや魔まそうに、人波を割って、前へと進もうとしているところであった。


　純じゆん粋すいに睡すい眠みん時間が足りないのだろう。表情は苛いら立だちも露あらわにしている。


　名を呼ばれたことに気付き、一色が姫也の方を見る。


「…………」


　目線が合う。いつもは何を考えているのか解わからない奴だ、それでもそれでも一応は同じ分隊の仲間、そんな仲間の窮きゆう地ちに──。


「…………食券、一日三食ひと月分で手を打とう」


　一色はあっさりと窮地の仲間に対価を要求してきた。


「──無茶を言うなっ一週間!!」


「サラバだ姫也……来世でまた会えるといいな」


　こちらに片手を上げ、一色の姿が廊下を左から右へと消えて行く。


「一色──!!」


　もはや助けもなく正面には、首級を寄よ越こせと言わんばかりに男たちがじりじりと近づく。彼らの手に手に宿る術式の光を見てとり、姫也は一ひと際きわ大きく叫ぶ。


「待てぇええええええええ!!」


「「燃え上がれっ、俺たちの嫉妬インヴイデイア──!!」」


　抗議も虚むなしく、男たちの嫉妬が文字通り爆ばく発はつした。





　京学園は朝の喧けん騒そうなど知ってか知らずか、軽快な鐘かねの音を全域に渡わたらせる。


　騒そう々ぞうしい学園の一日は、まだ始まったばかり。





　　　　◆





　同時刻。D.S.T.日本本部ＢＦ[image: ]


　京学園敷しき地ち内に存在するD.S.T.日本統合本部、その地下階層深くに存在する区画。


　収容区画。本来であれば学園内にあるべきでない物ぶつ騒そうな施し設せつだが、ここがD.S.T.という、世界を護まもるための機関であるがゆえにそれは存在しなければならなかった。


　術式による犯罪というものが発生して、それが民警で対応できない以上、対するには相応の機関が相手をしなければならないとして、活発化する術式犯罪は必然的にD.S.T.にお鉢はちが回ってくる。


　そのため、そういった普ふ通つうでない、超ちよう常じようの犯罪者を捕とらえておく場所が必要となる。


　囚しゆう人じんたちの独どく房ぼうを監かん視しする場所、やはり同階層に存在する監視室。


　部屋の壁かべを覆おおうようにいくつも並んだモニター群、そこには四よ畳じよう半はんほどに区切られた、術式的にも物理的にも隔かく絶ぜつされた部屋が映し出されている。


　それを前に監視担当をしているのは戦せん闘とう服ふくに身を包んだD.S.T.隊員たち。彼らは、同型の部屋の様子が次々と切り替かわるいくつものモニターを数人がかりでチェックしていた。


「室長……コイツ何したんですか？」


　別段、深い興味もなさげに一人の青年隊員が、室長でもある中年の隊員に尋たずねた。


　彼が指し示すのはモニターのひとつ。しかし画面はまったく切り替わらず、ただただ同じ場所の同じ様子を映し出していた。


　陽光でも背景に置いているのかと思うほど、不自然なまでに白い室内の映像。


　その中央一点にいる者を見ながら、中年隊員が重く口を開いた。


「……なんでも、この間のヴァルハラ大使館での倒とう壊かい事件も上空の術素アトモスフイアの集積もこいつの仕し業わざ──らしいって話だ。実働が倒壊したヴァルハラ大使館から回収して来て、例のホラ、先行した学生隊員の報告と皇女殿でん下かの証言から、犯人だと断定されたそうだが──」


「だからコイツだけこんなに厳重なんですか……俺、セキュリティレベル一番高い空間拘こう束そく室なんて初めて使いましたよ」


　ごくりと唾つばを呑のみ込みながら、また違う一人の隊員が不安げに言う。


「だ、大だい丈じよう夫ぶっスよね……？」


「安心しろ。あの中は虚きよ実じつの狭はざ間ま。囚とらわれている本人にとっては、認識できない空間がどこまでも広がっているように感じているはずだ。こちらが開放を認証しない限り、脱だつ獄ごくは不可能だ」


　ほ、と安心するように彼が吐と息いきしたところで隣となりの青年隊員が口を挟はさんだ。


「だけどよう、男を拘束プレイしたってなぁー……」


「それには少なからず同意するが、テメエ妻子ある身でそれはどうよ？」


　隊長の言葉に室内の皆から同意の笑いが漏もれ、彼らは自らの業務に戻もどる。





　白の密室。そこには一人の男が囚われていた。


　一〇メートル四方の部屋、その中の柱は装そう飾しよくがなされ、なにかしらの術式紋もんや文字列が絶えず、壁かべや床ゆかを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけずり回っていた。


　室内の様子は、牢ろう獄ごくと呼ぶにははるかに荘そう厳ごんで、神しん殿でんと畏かしこまった呼び方をするには古めかしさといったものがない。部屋の天てん井じよう、床、四方の壁に至るまでが徹てつ底ていされて石せつ膏こうのような真白一色に統一されている。


　部屋の中央、そこに此この部屋唯ゆい一いつの住人がいた。


　一いつ切さいの身動きが取れぬよう、映画の猟りよう奇き殺人犯のように全身を拘束帯によって縛しばられた男。


　蓑みの虫むしのように簀す巻まきにされた上、部屋の四方から伸のびた鎖くさりによって縛しばり上げられ身動きひとつ出来ぬ身体からだ。首から先だけが前方へと、だらりと力なく垂れ下がり、金の長ちよう髪はつがその表情を覆おおい隠かくしていた。髪かみの間から覗のぞかせる端たん正せいな顔はやや瘦やせこけ、しかしぎらぎらとした眼光が男の不気味さを増長させる。


　隻せき腕わんの男、トーラー・ブランシェットははっきりとしない意識の中で考えていた。


　──不快だ。


　完かん璧ぺきに密閉された室内。術素アトモスフイアの流れは微び量りよう。


　ああ……そうとも……不快だ。


　通常空間でない此こ処こは、まさに幽かく世りよ。


　自身は必要最低限の生命活動が行えるような半仮死状態。


　生かされている、という扱われ方に沸ふつ々ふつと怒いかりが昇のぼるが、事を起こそうにも──。


　どうしようもない、か……。


　ずっと遠くまで何もない白色だけが、世界として視界に映る。


　空間が正しく認識できないのだ。


　隔絶空間であり、何らかのアクションを起こそうにも、内側からどこか現実空間に繫つなげる以外脱だつ出しゆつ手段はなく、しかし術素アトモスフイアがない以上、術式によるそれは不可能。端はなからそんな空間連結なんて、高位も高位の術式が手中にないトーラーには無理な話。


　結論から言えば、内側からの脱出はほぼ不可能であり、外から開くのを待つより他ない。


　よくもこんなものを、と思う。


　創った奴は悪あく魔まというものを理解している。


〝捕とらえる〟でも〝囚える〟でもなく〝隔かく離り〟。生態がはっきりと解らないモノに不用心に触さわるというのは、馬ば鹿かのすることだ。


　触らぬ神に祟たたりなし、とはよく言ったものだ。


　自じ嘲ちようすれば諦あきらめている自分が歯は痒がゆく、怒りが灯ともる。


　尋じん問もんも行われたが、その時は音声のみで向こうの問う声だけを延々と聞いていた。


　出身、人種、宗教、名前、etc.……。「国際条約に則のつとった～」などと歯の浮うくような綺き麗れい事を。甘ちゃんもいいところだな此処は──。


　拷ごう問もんのひとつでも始まればそれはそれで一興。抗い甲が斐いもある。


「つまらねえ……」


　怒りでも悲しみでもない、どうしようもない感情が思わずしてトーラーの口から漏れた。


　これも部屋の外でこちらを監視している奴が見て、聞いているのだろう。


　趣しゆ味みの悪い連中だ。


　心中で吐はき捨すてたときであった。


　トーラーの耳に、久々に自分以外の立てる音が聞こえたのは。


『──では、どう、て、そんなとこ、ろにいるのです？』


　不意の声にトーラー・ブランシェットは思わずゆっくりと顔を持ち上げた。


　ノイズに混じった、断だん片ぺん的な声。


　目線を動かせども映るものはいない。部屋の中に存在するのはやはり自分だけだ。


　だが、少なくとも幻げん聴ちようなどではない。


　トーラーは感じていた、気配というのならば第六感なのだろうか。右とも左とも上とも下とも知れぬ。だが、あからさまにこちらにその存在を気づかせようとしている者がいる。それはよくわかった。


　トーラーが訝いぶかしんでいると、虚こ空くうから反応が来た。


『フフッ──』


　笑い声、そして段々と声からノイズが取り除かれ、はっきりとした音調で言う。


『アナタと言う人──失礼しました、アナタは人と同一視されるのをひどく嫌きらっていましたね、ベリアル。トーラー＝ベリアル＝ブランシェット』


　彼にとっては聞き慣れた声に、トーラーは姿無き話し相手の貌かおを思い浮かべていた。


『腐くさっても一国を預かるD.S.T.の本部、物理的にも魔ま術じゆつ的にも厳重、ここまで入り込むのに、かなり時間がかかってしまいました』


　外で監視している者からすれば、気でも狂くるったかと、そう思われるだろうか。


　構うものか。その方が面おも白しろい。精々不ふ安あんに駆られていろ。


　口くち端はしを重くゆっくりと持ち上げ、トーラーは虚空に小さく笑いかけた。


「お前──か。まさかここまでやって来るとは思っていなかったが」


　姿見えぬ相手は、落ち着き払はらった声で続けた。


『こんなところで何をしているんですか？　おかしいな……アナタは姫ひめ様を追って首都殲せん滅めつヒャッハーのために赴おもむいたと思っていましたが。これは一体？　新手のマゾプレイ？』


「……お前のことだ。全部わかっているのだろう」


『残念ですが、一部始終は見させてもらいましたが、アナタが発動させかけていた激竜の気吹ドラゴンブレスそこに術素アトモスフイアを集め始め、結果的に派手に霧む散さんしたあたりから何が何やら』


　姿見えぬ相手は呆あきれるように言う。


　結果を自ら言わねばならないことに、またその結果を招いた自らの体ていたらくに苛いら立だちを大きくしながらトーラーは言った。


「……失敗だ。失敗も失敗。ああしくじったとも。あとのシナリオはテメエが引き継つげ」


『私一人ですべて出来るのであればアナタなんて必要ありません。それに上は、アナタが情報を漏らすとも思っていませんが、そのままそこに居続けることも容よう認にんしません』


「出て来いと？　無茶を抜ぬかしやがる」


『さてどうしましょうか？　どうも自力では難しそうですねえ』


　そこで、相手は間を取った。


　こちらの返答を待つ姿勢だ。


　言わせたいのだろう、助けてくれと。


「……誰だれが言うものか。テメエのそういうところが俺は大だい嫌きらいだ」


『ふふっ残念です。ですが──本当に出なくともいいのですか？』


　こちらを小こ馬ば鹿かにする、声の主を想像すると尚なおのこと言うものか。


　確かに策は失敗した。盛大にだ。


　自身の計画こそ頓とん挫ざしたが、トーラーは自らの欲ほつした破は壊かいのシナリオに見合うだけのものを手に入れた。手に入れていた。


　そのことを思い返し、トーラーは口端を釣つり上げる。


「今は出なくてもいい。俺は、抑おさえるのに忙いそがしいんだ」


『抑える？』


　初めて、相手の声こわ色いろが本当の疑問へと変わる。


「──暴れるんだよ」


　自らの胸を見ながら、下した顎あごを嚙かみ締しめるようにトーラーは歯を剝むいた。


　檻おりの中に住まう獣けものは、今尚、突つき立てる牙きばを研とぎ澄すます。


「コイツがなんて言うかなんて分からねえ。怒りにも、恐おそれにも似ている。喜き怒ど哀あい楽らく全てを持っている。強しいて言うなら、昂たかぶりだ」


　トーラーを縛る鎖が音を立て、戦いに飢うえる獣は自らの牙を見せつけるように笑う。


「初めてだっ。本気で策でもなんでもなく、俺の力でッ、俺の手でッ、直じかに縊くびり殺してやりたいと思った相手はッッ……!!」


　そんなトーラーの様子に呆あきれ果てたように、鼻で深く息を吸う音があり、


『恐れ入りますねまったく、この戦せん闘とう狂きようは……まるで恋こいした乙女おとめのようですね』


「ああ……焦こがれるようだ」


『ただでさえ戦闘狂のアナタをそれほどまでに昂ぶらせる相手。一体どこの誰なのでしょうか、そんなお相手は？』


　そうとも、性質的なものだけならば悪あく魔まもあいつも似たようなものだ。


　だが次元が違ちがう。あれは──化物だ。


　心に湧わき立つ感情をぶつけるべき相手。


　それを思い浮かべながら、トーラーは言う。


「──現あら人ひと神がみ。性質的には俺らと大差ねえ」


　まさにお伽とぎ話ばなしだとか神話だとか、そういったものに登場する暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす神チート級クラスの化物。星の力を顕けん性せいさせたような理り不ふ尽じんな暴力と、馬鹿げたまでの法則無視を同時に行う。


『……人よりは若じやつ干かん霊れい体たいに近い存在か、面白いですね。日本という国は術式世界テウルギア側の神域が西日本の方ばかりに多いから、けっこう東側じゃ珍めずらしそうなものですが』


「ああ。それもとびきりの神だ」


　誇ほこるようにトーラーは言った。己の獲え物ものだと宣せん誓せいするように。


「神喰くらいの悪竜、八岐大蛇ヤマタノオロチその直系子孫だ」


　八はつ頭とう八はち尾びの蛇へび竜りゆう。赤い鬼灯ほおずき色の目。身は血に爛ただれる巨きよ軀くの悪竜──。


　科学世界フイロソフイアの神話においては、英えい雄ゆう神の策略によって首を刎はねられ殺される蛇竜。典型的な英雄神が悪を打ち倒たおし、姫神を娶めとる神話だったはずだ。


　あいつの話が正しいのであれば元の姿は日本各地に伝承の残る九く頭ずり竜ゆうであったそうだが、身を切り、八頭八尾のヤマタノオロチとなった抜け殻がらを残し、自らの分身の一首を人の姿になり人里に隠れたそうだが──。


　真しん偽ぎのほどなど分かりはしない。どちらの世界でも一体、何千年前の話だ。


　しかも、だ。八劍家は科学世界フイロソフイア側の人間。


　何な故ぜ、科学世界フイロソフイアの人間に神の血が遺のこされている。


〝世界は知らねばならないのだから──〟


　こんなところにも世界の真実へと、すべてが到とう達たつすべき真実の扉とびらを開き放つ鍵かぎとなる、落とし仔ごがいる。


　まだまだ面白い。この雑多過ぎる世界は……!!


　トーラーが一人ほくそ笑んでいると、虚空に居いるはずであろう相手から何も声が返らないことに気づいた。


『────』


　一いつ拍ぱくの間を置き、声は笑いを伴ともなってきた。


『ハハハッ確かに御ご同どう類るいですね。それは中々おもしろい』


「良い感じにブッ飛んでやがる。己の身が傷つくことを厭いとわず、目的の為ため、ためらいながらも暴力を尽くす、そんなフザけた奴やつだ」


『強いのですか？』


「俺の影かげの戦車チヤリオツトを素す手でで喰い破りやがった。加護付きの躰からだもかなりの神性、いや、魔ま性しようって言ったほうがいいか？　能力は自然操作。蛇神、竜りゆう神じんだから後はステロタイプな自然神の東洋ドラゴンを想像しろ」


『へえ──そうか……そんな相手が……ここにねえ……』


　得た情報を舌上で転がすようにした上で、見えぬ相手は問うてきた。


『して其その悪竜、今こん生じようの名は？』


「──姫也、八劍姫也」


　言った名に感づいたように、相手はまた笑う。


『──ハハハハハハハッ、なるほどなるほど八劍の家系ですか！　ならばアイリス・リンドヴルムを殺そうとすれば動きますか！』


　大笑を伴った言葉を境に、見えぬ話し相手はじっと押おし黙だまる。考えこむような相手の気配に懸け念ねんを抱いだいたトーラーは、言った。


「……オイ、テメエ……何を考えてやがる、何するつもりだ」


　問うたものの、相手のすべての行動の根幹に据すえられているものを思えば、問わずとも自ずと答えは出る。


　いやなに、と相手は笑みの口調で言う。


『私が来たのは、アナタの不ふ手て際ぎわの後始末が目的だったのですが──そうですね。もう一つ、もう一つ実験でもして行きましょう。アナタには悪いですが、その彼、私が頂いても？』


「……構わねえさ。テメエに殺やられるようなら、そこまでの奴だったってことだ」


　アナタの恋はドライですね、とあらためて相手は笑う。


『では私は行きます。ことがうまく運べば、どこかで助けでも寄よ越こしてあげます』


　空をせせら笑い、トーラーは言った。


「期待はしねえ。お前は俺以上に遊ぶクセがあるからなあ」


『心外ですね。私はアナタと違って遊んでいるのではなく、試ためしているんですよ』


　姿があればすでに相手はこちらに背を向け、去ろうとしているところだろう。ありありと感じられた存在が消えていくことからも、その様子はわかる。


「そうかい。実にお前らしい。いや悪あく魔まらしいな──」


　オイ、とトーラーは虚空に笑みを向け、見えぬ背に向かって声を放つ。


「悪魔に躍らされるなよ？」


『──また会いましょう。トーラー＝ベリアル＝ブランシェット』


　見えぬ相手にトーラーは別れの言葉を告げた。


「ああ──ダンタリオン」


　見えぬ相手は姿を消し、そして動き出す。


「……俺も来きたるべき時を待って……寝ねるか」


　いい退たい屈くつしのぎだったと、トーラー・ブランシェットは湧き立つ身を鎮しずめ、沈しずむように寝入っていった。


　動かぬ身が動く時を待ち、獣は滾こん々こんと満たす熱に身を委ゆだねる。





「──ついに気でも狂いやがったのか？」


「ひとりでブツブツと……不気味っスねえ……」


　トーラーの様子をずっと監かん視ししていた監視室。


　だが彼らが注視する監視モニターには最初から最後まで何も映っていない。彼らには、トーラーが終始独り言を呟つぶやいているようにしか見えなかった。


　動き始めた何かは、誰に悟さとられることもなく息を潜ひそめたまま動き始める。




　第一章．彷徨さまよえる力







「──で」


　京みやこ学がく園えん・高等部２年Ｅ組の教室内。四〇人分ほどの座席が整列した室内は、朝の喧けん騒そうとはまた違った、ざわめきという落ち着きがない様子であった。


　そんな教室内前方では、


「な・ん・で・彼女が此こ処こにいるんだあ姫ひめ也やくぅん？　愛を取り戻もどせ的に恋れん愛あい世紀末な俺達に自分のモテアピールですかアン？」


「知・る・か・よ……！」


　ギリギリと押し拉ひしぐように頭を突つき合わせ、ガンをくれ合うトマスと姫也の姿があった。


　制服ヨレヨレ、体はボロボロ。それは二人に限ったことではなく、いまだ嫉しつ妬とを多分に含ふくんだ熱視線をレーザー兵器の如ごとく姫也に注ぐ教室内の男子たちも同様であった。


「──姫也」


　声に姫也が横を見た。


　姫也のすぐ側に居た黒くろ髪かみ長ちよう髪はつの女生徒、ゼナイド・ムトニエ・ド・ロードは、普ふ段だんの感情を伏ふせた眼を、教室内の男たちと同じような冷ややかな半目にし、姫也に向けていた。


　姫也の制服の袖そでを摘つまんだ彼女のすぐ後ろには、いつもどおりに人形士である彼女に付き従う、厳しい騎き士し甲かつ冑ちゆうを纏まとった機械人形グラン・ギニョールが侍はべっている。


　ゼナイドの動作を再現したグラン・ギニョールが姫也の袖を摘みあげ、それを解除しようと姫也が必死に抵てい抗こうしているとゼナイドが首を傾かしげながら、


「……ついにメイド萌もえに覚かく醒せい？」


「違うわゼナイド！　俺にそんな特とく殊しゆな趣しゆ味み趣しゆ向こうはない！」


　声に、再び彼女は首を反対側に倒して、


「黒髪寡か黙もく系美少女萌え？」


「ははは誰だれのことだろう美少女ってー。お前は最近よく喋しやべるし美少女じゃないかなあー」


　何か言いたげにするゼナイドを無視して、姫也は勢い良く後ろへと振ふり返る。


「アイリス！　お前のすぐ横にいるメイドさんは一体何者だ！　その様子だと、お前の関係者なんだろう!?」


　朝の教室内、すでに先日担任自らの手で破は壊かいしたベランダ側の壁かべは修しゆう繕ぜんを終えており、傷だらけの男子たちを看過すれば、教室内は学び舎らしさを取り戻していた。


　アイリスのすぐ側に控ひかえる彼女という存在がなければ、と前置きを要するが。


　説明を求めているのは姫也だけではなかった。


　死んだように寝入っているヱーファや、すでに寝ている一ひと色いろ以外、教室内の全員の興味の視線を集めながらアイリスは苦い表情で言った。


「あー……彼女は、その、私の侍じ女じよよ」


　アイリスが今いるのは、教室のベランダ側最さい後こうの彼女に割わり振られた座席。


　差し込む陽気とは対照的に、考えるように腕うでを組み表情を苦くしたアイリス、そんな彼女とは対照的に優やさしげな笑みを浮うかべるのは、先ほど姫也の寮りよう室に出現した侍女服姿の女性であった。


　アイリスを見ていた皆みんなの視線がそのまま侍女へと移ると、それに気付いた彼女はハイ、と大勢の視線に物もの怖おじすることもなく、自らの胸に手を置いて、


「改めましてヴァルハラ本国におきまして、アイリス様の御お側そば仕えを仰おおせつかっておりましたノイル・アテンドと申します。アイリス様に仕え始めましたのは、姫也様がすでに去られた後でしたので初めまして、ですね。皆みな様さまどうぞよしなに」


　言って、ノイル・アテンドは腰こしを折るとやはり屈くつ託たくのない笑顔えがおを浮かべた。


　そんな彼女の周囲を物もの珍めずらしそうに目を輝かがやかせながら、夕ゆうがくるくると回っている。


「すごーい、本当にメイドさんなんだー」


「ええ、リアルメイドですよ？」


　そんな二人をよそに、げんなりとアイリスは問う。


「それにしてもノイル、あなたなんでまた男子寮……しかも姫也の部屋になんていたの？」


　文句たらたらといった様子で、姫也が二人を恨うらめしげに見比べる。


「アイリス、お前の仕し業わざじゃないのか？」


「人聞きが悪いわね。私だってそこは説明して欲しいんだから」


　ノイルは二人それぞれに笑顔を向けながら、


「ええ、今日は家財道具とは別に、アイリス様の身の回り品などを持ってきた次し第だいでして」


「到とう着ちやくは今日の夕方だったじゃないの？」


「そこから何がどう間ま違ちがったら、朝から俺の部屋の掃そう除じなんてしていたんです……」


　そこでノイルは口元を隠かくすように手を添そえ、目を細める。


「いえいえアイリス様が度たび々たび、ええ、それはそれは頻ひん繁ぱんにお話ししておられました〝つよい姫也〟様なるお方はどんな御ご人じんなのかと」


　抗こう議ぎの声をあげようとしたアイリスを、横の夕が押さえつけていた。
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「早々にお会いしておいて損はないかと思いまして、そう思いましたら私とてもじゃないですが居ても立ってもいられずに──」


「にしたってなんで朝から俺の部屋に……」


「すみません。私、興味の方が先行しがちなもので」


　はあ、と敵かなわないと言うように姫也は諦あきらめのため息をついた。


　そこでノイルの服をめくってみたりしていた夕が、


「よく迷わずに来れましたね？　京学園ここ、敷しき地ちだけはかなり広いから、初めての人はけっこう迷ったりするんですけど」


「あ、そこは大だい丈じよう夫ぶです。しっかりと下調べをして参りましたから。主人のおはようからお休みまで各種状じよう況きように合わせたご奉ほう仕しをお届けするメイドとしまして、下調べとしてしっかりと情報は得て参りました」


「半分はノイルの趣しゆ味みだけどね……」


　辟へき易えきと言うアイリスの横で、ノイルは侍女服のポケットからメモ帳を取り出すと、こほん、と可愛かわいらしく咳せき払ばらいひとつ。


「国立京学園、現在より三〇年前に終結した世界統合戦役後に発ほつ足そくした国連機関D.S.T.その日本本部を後こう援えんに置いた国立学術教導機関であり、新世界における新時代を担う若者を導く、という校訓の元、多数の優ゆう秀しゆうな人材を国内に留とどまらず海外にまで輩はい出しゆつしています。皆みな様さま優秀であらせられるんですね」


　ノイルが笑顔で言うと、教室内の生徒が照れた仕草を見せる。


「……誰だれ一人ひとりとして優秀なのを否定しないのは凄すさまじいわね」


　その様子に軽く引くアイリスを除いて。


「敷地内に中学から大学まで、専門分野に特化した各専科が用意された学校という名の巨きよ大だいな箱庭です。生徒の全員がD.S.T.に所属し、主に日本の首都である新東京都を中心とした首しゆ都と圏けん全域、場合によっては国内全域の防衛任務に従事しています」


　つらつらと流りゆう暢ちように言葉を連ね終え、また一礼とともにノイルは一歩下がる。


　説明するノイルの様子を、教室内の男子生徒たちは皆が一様に乙女おとめのように両掌てのひらで顎あごを支えるようにして見守っていた。


「そうなんだー。まあどうでもいいけどなー。ノイルさんカワイイ」


「いいなあ、ドジっ子じゃないけど。優秀なメイドさんもイイナー」


「かーわーうぃーなぁーノイルさん。彼氏とかいるのかなあー……」


　皆の興味の視線に応じるように、ノイルは困った笑みを教室内に向け、


「ご清せい聴ちようありがとうございます皆さん。彼氏はその……今はいません……」


「「おっしゃああああああああああああ!!」」


　男子生徒悉ことごとくがガッツポーズで歓かん喜きの叫さけびを上げたと同時、教室の前のドアが開かれた。


「ハーイ騒そう々ぞうしいうるさいやかましい黙だまりなさいバカどもー、悪あく魔ま辞典の角で殴なぐり倒たおしてサバトの生いけ贄にえに使うわよー。アーデルハイト先生の素す晴ばらしいＨＲを始めまーす」


　教室内に入って来たのは、ワイシャツにスーツズボンというラフな格好をしたＥ組担任教師、中なか沢ざわ・アーデルハイトその人であった。


　彼女は教室内の男子生徒たちに冷ややかな視線を向けた上で、表情を笑顔になおし教室後ろのアイリスの方を見て、


「ノイルさんは部外者だし出ていってねー」


「はい中沢先生、今朝はどうもありがとうございました」


　いやいや、と手を振ってみせるアーデルハイトにノイルは小さく返礼し、アイリスの方へと向き直る。


「それではアイリス様、学校が終わりましたらまた寮室の方でお会いしましょう。荷物の確認もございますので、私はこれで」


「ええ──……ノイル、くれぐれも自分の本能に任せてあっちこっち行かないようにね？」


　アイリスのひどく不安げな表情もつゆ知らずといった様子で、ノイルは侍女服のスカートをはためかせターン、笑顔とともに教室を去っていく。


　ドアの所でもう一度教室内の皆に小さく手を振る侍女を見送りながら、アーデルハイトに姫也が言う。


「──ちょっと待った先生、あの女ひ性とと顔見知りなんですか？」


　なにを今いま更さらとそんな顔をして、教きよう卓たくに立つアーデルハイトは平然と姫也に言った。


「ええ、今朝会ったもの」


「──は？」


　聞き返す姫也にアーデルハイトは、


「朝、寮りよう監かん室しつの方に来て、姫也の部屋に入りたいーって言うから、アイリスの知人だって言うからいいかなーって」


「あんたの仕業か！」


「いいでしょー。朝からメイドさんに起こしてもらえるのって、男の欲よく望ぼうでしょうが──これだから男はあッ!!」


　自分の前にある教卓を軋きしむほどの音を響ひびかせ摑つかんだ上で、アーデルハイトは獣けもののごとき声を上げる。そんな担任の様子に慄おののく姫也がゼナイドとトマスと顔を突き合わせ、


「先生また婚こん活かつ敗北……？」


「言うなゼナイド、飲みの席じゃないと男に対して積極的になれないのに、先生酒飲むと私より強い男じゃないといらんとか言い出すからなあ」


「どこのアマゾネスだよ。いや、アマゾネスでもアレよりは優しいか！」


　ははは、とトマスが笑いながら言った瞬しゆん間かん、彼の側頭部に手しゆ裏り剣けんよろしく飛来した出席簿ぼが突つき立たった。


　無言で昏こん倒とうして倒れるトマスの様子を見て、姫也は顔をひきつらせる。


　倒れたトマスにゼナイドとグラン・ギニョールが手を合わせているが、次は我が身だ。


「な、何があったかは知りませんが、最近は四十代でも女子と言い張れるそうですから、ええ……自己満足ですが」


「ああ、ちょっと取り乱しちゃったわ。それから私はまだ三み十そ路じ。女子でセーフよ」


　これ以上のとばっちりはごめんだと、他の生徒たちもいそいそと自分の席につき始める。


　ちらほらと空席もある教室内、生徒たち全員が腰を下ろしたことを確認した上でアーデルハイトはよく通る声で言い放った。


「はいＨＲ始めまーす。新年度始まりってことで新しいバイト、任務、部活と環かん境きようの変化ありってのはわかるけど、学業を休む時は必ず休きゆう暇か届出して事前申しん告こくすることー。先生が学生課に怒おこられるから──以上、今日も一日精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりなさーい」


　生徒たちのけだるい声がまばらに返る。


　手早く連れん絡らく事じ項こうを片付けたアーデルハイトは、終えるやいなや身を入り口へと向ける。


「一限外だし、全員さっさと戦せん闘とう服に着き替がえてグラウンドに集合ねー。後方支し援えんとかの遠えん距きよ離り組は装備持参のこと。遅おくれた奴やつは先生とタイマン張ってもらうわよー」


　机の間に棒のように倒れたまま動かなくなったトマスの頭から出席簿を引き抜ぬき、ひらひらと黒表紙を振ふってみせ、アーデルハイトは教室の入り口へと足を向ける。


　朝から血だるまになりたくはない生徒たちは、慌あわただしく授業の準備に取り掛かかる。


　夕は、後列の方の席で机に突っ伏ぷしているヱーファの側に寄ってその身体からだを揺ゆする。


「ヱーファ、ヱーファ起きなさい。着替えに行くわよ」


　ヱーファは口くち端はしから垂れかけていたよだれと、目め端はしに浮かんだ涙なみだをそれぞれ拭ぬぐいながら、


「んぁー……ふあい……おはよう夕ちゃん。学食の日ひ替がわりモーニングセットって今日なにかな？」


「うん朝ごはんは一いつ緒しよに食べたし、ここもう学校だからね。寝ねぼけてないで授業よ」


「えぇー仕方ないなあ……一限目って今日なんだっけ？」


「うっ──……」


　そこで反応を寄よ越こしたのは、夕ではなくアイリスであった。


　アイリスはひどく気まずそうな顔のまま、ひきつった表情で、言った。


「……術式訓練よ……」


　彼女の言葉に、クラス全員が息を呑のんだ。





　　　　◆





　京学園高等部のグラウンドは広い。


　サッカーコートが二面は入りそうな広大なグラウンドが、校舎の南側に広がっている。


　生徒数から部活動の数が多いことも理由としてあるが、実際にD.S.T.傘さん下かの学園らしく、術式戦や集団戦闘などの訓練も日々の授業で行っていくためだ。


　開けた土色の地面。


　訓練のため各おの々おのの戦闘服に着替えた生徒たちが、今は約半数ずつに分かれていた。半数の生徒の片方の男女は、通常装備の黒の戦闘服の格好で、彼ら自身の装備であろう杖つえや銃じゆうなど遠えん距きよ離り戦闘用の射しや撃げき装備をそれぞれの手に携たずさえ、


「へいへいへーいキャッチャービビってるうー」


「ハハハ骨は拾ってやるからなー」


　などと彼らと対面にいるクラスメイトたちに野次を送っている。


　もう半分の生徒たちは彼らから五〇メートルほど距離をとった所で、ヘルメットやマスク、プロテクターといった物まで持ち出し、物々しいまでの重装備で身を固めていた。


　各々の面おも持もちはこれから戦場の最前線にでも出しゆつ陣じんするかのような逼ひつ迫ぱくしたものであり、彼らはスクラムを組むように集団で隊列を築き上げ、固まっていた。


　彼らが互たがいの身を押おし合い圧へし合うことで装備がぶつかり合い、重なるように音を立てる。そこに彼らの声が音として加わる。


「ちょっとこっち詰つめないでよ！　ヤダッ前に出ちゃうじゃない！」


「ジャンケンしただろう大人しく肉にく壁かべとなれ！　テメエッ横に逸それんじゃねえ!!」


　そんな中、防ぼう御ぎよ陣じん形けいの中ほどに陣じん取どっていたトマスが手を掲かかげる。


「防御陣、構えろォ──!!」


　トマスの合図に皆みんながすぐさま騒さわぐことを止めた。各々が決意を固めたように息を沈しずめ、一いつ斉せいに防ぼう盾じゆんや防御用の術式陣じんを展開し、ひとつの多重防御陣を形成する。


　最前列中央に構えていた一色が巨大な術式防御用の防盾を、身を沈めしっかりと構え、


「……来るぞ！」


　言った瞬間、来た。


　それは地面と水平に滑かつ走そうする白光の一いつ閃せん。


　人一人を容易に呑のみ込む太さの光条は、土つち煙けむりを巻き上げながら地面を擦こするように突っ走ぱしり、防御陣形を取る生徒一同に襲おそいかかった。


　術式砲ほう撃げき。その最たる集束光撃砲だ。集めた術素アトモスフイアを放射する集束砲撃。遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行ういわゆる魔ま法ほう使つかいなどにとっては基本であるものだが、その太さが規格外なのは彼らの様子からも見て取れた。


　防御陣前面に多重展開していた複層からなる防御術式の壁かべを光の打だ撃げきが盛大に割り砕くだき、一向に力衰おとろえぬままに、防盾を構えた生徒たちにぶち当たった。


「足突っ張ぱれ！　だっ誰だれだ俺の股また倉ぐら摑んでやがる奴！　ら、らめええええ!!」


「俺、この訓練が終わったら……あの娘こに告白するんだ……」


「「死亡フラグ立てんなあ──!!」」


　そんな言葉とともに最前列にいた生徒たちが受け止め切れず、身体が後方へと反それ──


「ぐあああああ!!」


　まとめて弾はじかれ、生徒たちが宙を舞まう。


　だがそこで光条の勢いは止まらない。


　光の勢いはそのまま二列目を退かせ、進しん攻こう止まらぬ閃せん光こうは防御陣三列目、姫也を盾にして防ごうと背に摑つかまったトマスの前で、ようやく収束を見せ、ゆっくりと光条は収まっていった。


「た、助かった……」


「トマス、お前いま平気で俺のこと盾にしようとしやがったな？」


　防御陣を形成していた生徒たちは一いつ瞬しゆんの余よ韻いんの後、ある者はほっと胸を撫なで下ろしその場に力が抜けたように座り込み、ある者は吹ふき飛んだ最前列の者たちの回収に行く。


　彼らは見る。


　光撃を直に受けた部分が破は砕さいし、赤熱して溶よう解かいした防盾、焦こげて色の変わった土の地面、熱を帯びた空気、それらを改めて見直し皆一様に、


「「殺す気かあ──!!」」


　彼らは見る。砲撃を放った掌を掲げる一人の少女を。


　防御側全員の訴うつたえを受ける砲撃の主、アイリス・リンドヴルムは苦く笑しようを浮うかべ、ごまかすように自分の頰ほおをかいていた。





　　　　◆





　アイリスの横で、授業を担当するアーデルハイトは冷や汗あせが止まらない状態であった。


「う、うん……アイリス？　もぉ──────────ちょっとだけ、うん、ちょっとでいいからね？　気持ち出力落としてみようか。あと術式砲撃の性質は対人用の打だ撃げき砲撃であり、範はん囲い用の破は壊かいとか消しよう滅めつとかじゃあないんだけどなあ……」


「わ、わかってはいるんですけど……すいません……」


　乾かわいた笑みを浮かべたまま、アーデルハイトが顔を背そむけた。


「まさかここまで出力制せい御ぎよ出来ないとは……教員人生最恐の生徒に出会ったのかしら……」


　そんなやりとりをする二人の向こうから防御側の生徒たちが、回収した生徒ともども戻もどって来る。


　疲ひ労ろうの色を装備以上に顔に宿し、彼らは開口一番、


「この授業自体がおかしいだろ！」


「だあってえ、防御と術式でそれぞれ授業分けるほど授業時間に余よ裕ゆうがないんだもの」


　手を振って、おどけるようにアーデルハイトはごまかしてみせた。


　授業の趣しゆ旨しは簡単だ。


　術式砲撃や術式付ふ与よした実体弾だんを用いる遠距離戦闘をこなす生徒が攻撃側オフエンス、身体強化や術式防御などを用いる接近戦主体の生徒が防御側デイフエンスに回って、攻こう防ぼうの両訓練を同時に行っていく、というものだ。トマスの分隊で言えば、トマス、姫也、一色、夕は防御側。アイリス、ヱーファ、ゼナイドが攻撃側に分けられている。


　皆が不平不満を口にするなか、トマスがアーデルハイトに食ってかかった。


「だからって、あの術式砲撃を受けるのはちょっと度が過ぎるだろ！」


「でもちゃんと防げたじゃない？　ほうら、いい訓練になったでしょ？」


　我関せずと非ひ難なんを受け流すアーデルハイトの横で、おかしいと言うようにアイリスが自分の掌てのひらを見つめていた。


「おかしいわね……これでもかなり絞しぼっているのに……」


　防御側の生徒が皆みんな揃そろって嫌いやな顔かおをする。


　そんなアイリスの横で、ようやく目を覚ましたどころか嬉き々きとした状態で、ヱーファが武む者しや震ぶるいしつつ、


「これでまだ戦闘訓練も受けていない状態だなんて……術式用のデバイスもなしに……ゾクゾクするねアイちゃん！」


「黙だまってなさいマッドサイエンティスト」


　夕の言葉も聞かず、哄こう笑しようを上げそうな表情のままヱーファはアイリスを見ていた。


　いい？　とアーデルハイトは確認を促うながしてアイリスの前に手を突つき出すと、


「体内に蓄ちく積せきした術素アトモスフイアを反応させて、周囲の術素アトモスフイアを喚かん起きする」


　ゆっくりと逆巻くように彼女の掌しよう中ちゆうに青の光が集まっていく。


　流れが段々と形作られ、ひとつの青い球体となっていく。


　出力され、集積された術素アトモスフイアがぶつかり合って生み出す発光現象だ。


「ここで大事なのが、術素アトモスフイアの出力。たとえ大きな術式を操あやつれたりしても、周囲に術素アトモスフイアが足りなければ、術式は発現するに至らないし、逆に出力が小さいと術式のために術素アトモスフイアを集積するのに時間がかかっちゃうから、巨きよ大だいな術式を使うのも時間がかかってしまう」


　アーデルハイトは、拳こぶし大の大きさの術素アトモスフイアの光球を掲げ、


「アイリスはここにおける術素アトモスフイアの集積は天てん賦ぷの才があるわけ、でも術式を操る能力がない」


　語ご尾びとともにアーデルハイトの手の中で、光球が青から白へと色を変える。


「紋もん章しようだとか、文字列を描えがくことで結果をもたらす方程式であり回路サーキツトを組み上げる、その結果として、攻撃術式であり防御術式でありが最終的に発現されるわけよ」


　さらに、と彼女はもう片方の手の上に青の光球を生み出し、


「性質を付与する。基本的にエネルギー体だから凝ぎよう縮しゆくすれば弾だん丸がんになるし、逆に燃もえ上がらせたりすれば、ＲＰＧなんかで言うところのファイアボールとかになってくるわけ」


　手に生み出した火球だったが、炎ほのおは段々と弱々しくなっていき──、


「でもファイアボールの方が属性を付与している上、発生させた火球は常に術素アトモスフイアを消費しながら飛ばすわけだから、通常の光撃よりもＭＰの消費が激しいわけよ」


　燃え尽つきるように火球は消える。


「だから、どんな術式であれ制御する技術こそ重要、必要になってくるわけよ」


「分かってはいるんですけど……」


　しょげるようにアイリスは肩かたを落とす。


　その様子を見守っていた防御側陣じん営えいの姫也は、苦笑のままぽつりと呟つぶやいた。


「相変わらずだな……」


「相変わらずってアレ昔からなの？」


　うわあ、と多少引くように夕が姫也に言った。


「ヴァルハラにいた頃ころからアレだ」


　困ったように、しかしどこか懐なつかしいと言うような笑みを姫也は浮かべる。


「アイツがもっと幼い頃──俺がまだヴァルハラに居た頃だ。アイリスは術式の発現は、普ふ通つうの子供よりとんでもなく早かったから、天賦の才だなんだと持て囃はやされたんだが……」


　だが、と姫也はあらためてアーデルハイトに身み振ぶり手て振ぶりの説明を受けているアイリスを見る。


「その先は言わずもがな、だ……今でもあんな感じだ。不器用なんだよ昔か──」


　そこで、アーデルハイトが声を上げた。


「よーし、じゃあ防御練習再開するから、マンツーマンの二人組つくりなさーい」


　思い出すように話していた姫也が一人、出で遅おくれた。


「──え？」





　　　　◆





　はっとして姫也は自らが出遅れたことを理解した。


　──マズイ。


　今この状じよう況きよう下かで、ペアを組めなどと言われれば一体どんな状況に陥おちいるのか。


　バカでも分かりそうな答えに気付いた時には、すでに遅おそい。


　焦あせり周囲を見ればクラスメイト達はもちろん、いつものメンツは、夕はヱーファと組んでいるし、一色やトマスは防ぼう御ぎよ側なのでそもそもダメだ。となると近場にいるのはもはや一人しかいないのだが──、


「ゼナイド、グラン・ギニョールと一人二役は反則だろう！」


「……男の人と二人っきりでぶつけ合いするなんて、淑しゆく女じよとして……（恥はじ）」


「（恥）じゃねえ──!!　こういう時に限ってそんな似え非せ羞しゆう恥ち心しん発動しやがって!!　なにをぶつけ合うつもりだ！」


「正確にはぶつけ合うじゃなく、一方的に打ち付け──」


「うるさいよこの娘こ！」


　ツッコミを入れつつ姫也がもう一度辺りを見るが、こういう時に限って誰だれもいない。


　もはや手段は選んでいられない。


　苦肉の策として姫也はすがりつく思いで、担任を見た。


「先生、俺一人余っちゃったかなーこれは先生とやるしかないかなー」


「何言ってんの姫也、安心しなさい一人余っているじゃない」


　知っているとも。そんなことは分かりたくはないが、分かっている。


　アーデルハイトは姫也の意図も何も全すべて分かった上で、という企たくらみを多分に含ふくんだ笑みで、アイリスの肩に手を乗せる。


「さあアイリス、姫也相手だし気き兼がねなく、ド──ンッとやっちゃいなさいな！」


「待って先生、コレは待って！　入学してこっち先生バカで理り不ふ尽じんゴリラだったけど、今までで一番洒落しやれになってないよ！」


　姫也の飛びつくような抗こう議ぎに、アーデルハイトはアイリスの肩に置いた手の力を強めつつ、


「ハハハ今はきっと制裁を与あたえる必要がないから許したげるわ。いいじゃない。どうなるのか対人用に実験しとかないと、対人戦で使えないでしょう？」


「にしてもアレはダメだろ！　俺の身だってどうなるか──一色、トマス待て！」


　一色とトマスに左右から腕うでをロックされ、羽は交がい締じめにされ、生いけ贄にえのようにアイリスの前へと姫也が担かつがれて行く。


「それに俺、人よりちょっと体丈じよう夫ぶだから、ちゃんとしたデータ取れないだろう!?」


「それも込こみ々こみで、正直私も興味あるかなあ♪」


　ヱーファの声と同時、姫也はすでに自分の四し肢し、両手首と両足首に円形の術式紋もんが展開していることに気付く。


　はっ、と声の方向を見れば、


「フフフ、姫ちゃんが物理的に硬かたいのもディスペル能力高いのも、今までの戦せん闘とうデータで検証済み。けっこうキツめ固めの対大型術式生物用拘こう束そく術式、これならば動けまい」


　無いメガネを持ち上げるような仕草で、マッドサイエンティストな笑顔えがおのヱーファが笑っていた。


「ヱーファお前っ!?」


「フーハハハハハハハッ姫也、これは制裁だ」


　一色を横に、腕うで組ぐみしたトマスが勝ち誇ほこった声を上げた。


「朝からメイドさんとイチャイチャ？　清く正しく美しくあるべき男子高校生にそんなことが許されると思うてか！　エッチなのはイケナイと思いまっす！」


「だからあれはっ──!!」


　姫也が訴うつたえるように声を上げた瞬しゆん間かん、そこに割って入る者がいた。


「ちょっと待ちなさい」


　アイリスだ。彼女はどういうことか？　と質問を求める威い圧あつの視線をトマスに向けて、


「トマス・ガブリエルさん？　今のは本当ですか？」


「俺だけ他た人にん行ぎよう儀ぎなのが非常に気になるよアイリス!?　そこは気にしたら負けかな！」


　初対面からエロだなんだと、のたまう男にフレンドリーに接するのも難しいと思うが。


「たしかに見た。ベッド上でメイドさんに手を握にぎられて迫せまられ、生なま唾つば呑のんだり、実際鼓こ動どうが早はや鐘がね打ったり、ドキドキしちゃっていた姫也を!!」


　嫌がる一色の手をとって、こうがばっと、とポーズをトマスが取る。


「お前、本当は最初っから覗のぞいていたんじゃないだろうな!?」


「この俺が男の部屋を覗くものかあッ!!」


　トマスの言葉には、妙みような説得力があった。


「ほほう……」


　そんな納なつ得とくの声が聞こえると同時、首筋にぞくりとしたものを感じ、姫也は正面を見る。


　虚うつろで危あやうげな目をしたアイリスが前に掌を突つき出す。


「へヘええええええ──それは初耳ねえ？　姫也、あなた朝から人のメイドとそんな楽しげなことをしていたのー……」


　殺気立った術素アトモスフイアを身体からだからオーラのように立ち上らせるアイリスの正面に、最終奥おう義ぎでも放つのかというくらいに冗じよう談だんでは済ませられない量の術素アトモスフイアが集束していく。


　アイリスはしっかりと足を開き、射しや撃げき態勢に入る。


「ヱーファ、しっかり姫也抑おさえていてね？　さっきよりも出力高めで行くから」


「あ、ホントに撃うつんだ。まあこれはこれで面おも白しろいからいいか」


　アイリスの横に立つヱーファが、くるりと指を振ふると、ネジが締しめられるがごとく姫也の四肢の拘束術式の束そく縛ばくが強くなる。


「ヱーファお前っ、待てアイリス！　クソ──」


　焦った姫也が、空手で瓦かわらを割るように術式陣じんを割り砕くだき、拘束術式を強ごう引いんに振りほどいて姫也が走った。


　アイリスに背を向けて逃にげ出した姫也。


「──逃がさないッ!!」


　だが、そんな姫也をアイリスはたしかに捕ほ捉そくする──。


　校舎側へと走った姫也を。


「ア、アイリス待ちなさい！」


　アーデルハイトの焦りを帯びた制止も間に合わない。


　突き出されたアイリスの掌てのひらの先から、先の砲ほう撃げきを超こえる太さの術式砲撃が放たれた。


「──ッ!!」


　破は壊かい力の疾しつ駆く。アイリスの放った砲撃は狙ねらい寸すん分ぶん違たがわず姫也を捉とらえ──目標を盛大に空に打ち上げ──体にぶち当たった砲撃は軌き道どうを変え、校舎の一階へと向かった。


「──あ」


　校庭に居た全員が、為なす術すべもなくその光景を見ていた。


　校舎に向かった光撃は、そのまま一階部分の一室へ。


　叩たたきつけの音は一いつ瞬しゆん。壁へき面めんを容易に突つき破やぶって校舎内に飛び込んだ衝しよう撃げきに、逃にげ場を求めた校舎内の空気が内側から一階全ての部屋の窓ガラスを破は砕さい。盛大な破砕音に遅おくれ爆ばく破はが起き──火の手に反応した火災報知機のベルが校舎内すべてにけたたましく響ひびき渡わたった。


　校庭にいた誰だれもが為す術もなく、口をあんぐりと開け、しばらく動けずにいた。


「おい……あの部屋ってたしか……」


　やがて、誰かが思い出したようにつぶやいたときだ。


　一枚のプレートが高い軌道で力なく空を回り踊おどり──、サク、とそんな軽すぎる着地音でグラウンドの土に突つき立った。


　白地のプラスチックプレートには四文字の漢字が並ぶ。


【学園長室】





　　　　◆





　騒さわがしい学園を見下ろすことが出来るビルディング。頭ひとつ周囲のアパートメントから飛び出した五階建てマンションだ。学園という性質上、昼は動きの少ない居住区、当然のようにこの賃貸においても人の動きは少なく、周囲はまったくの無人。


「──面白いですね」


　しかし、マンションの屋上、その縁ふちに腰こし掛かける者がいた。


　マンションの住人と言うには物もの腰ごしは普通とはかけ離はなれ、傍ぼう観かん者として高台にいるのが似合っていた。


　いや、居るというだけであり、そこも本来であれば屋上などではない。ただの屋根だ。


　どうやってそこへと登り至ったのかも、本人に問わねば解りなどしないだろう。


　腰掛け、宙に浮ういた足を時折揺ゆらしながら見る。


　常人ならば足がすくみそうな高さのはずであろうに、自らが居る場所の高度など一いつ顧こだにせず、と顔ごと下を向き、屋上から見下ろす。


　捉えて離さないのは一点、京学園高等部のグラウンドだ。


　一人を離さずに見つめる目にあったのは、侮ぶ辱じよくでも観賞でもない。


「ふむ──……」


　関心だ。景色の一点を映した双そう眸ぼうは、それをつぶさに言葉として口から漏もらした。


「ディスペル、と言うよりも呪じゆ術じゆつなどに対する加護のように、彼の躰からだ自体が純じゆん粋すいに術式全ぜん般ぱんに強いとそういうことでしょうか」


　訝いぶかしみ、自らの顎あごに左手を当てながら、さらに続けた。


「高位の神性だからこそ霊れい体たいや術式との親和性が高い、と言うべきでしょうか。よくも悪くもある程度浸しん透とうしやすい──試すときは面ではなく線・点攻こう撃げき必ひつ須すですか」


　憶おく測そく、推察。並べられる言葉は観察の結果だ。


　眼下、学園では悲ひ喜き交こも交ごも青い声が上がっている。騒そう々ぞうしい場所だと言うように、その光景を鼻でひとつ笑う。


　その間にも、その人物の手に、動くものがあった。


　右手に持った一冊の本。動物の皮革か何かを用いた、豪ごう華かというよりも静せい謐ひつと称しようしたくなりそうな、良い意味で古書らしい古書の体ていを成した一冊は、羊皮紙のような薄うす茶ちやけた紙の束により形成されていた。


　今もそのページのひとつが開かれていた。


　開かれたページには、何一つとして筆記用具がないというのに文字が次々と綴つづられ、ページ自体も、ただそこに表面として紙媒ばい体たいがあるのではなく、開かれたページの向こうに海でもあるかのように空間の広がりがあり、空間の中には幾いく重えも幾重も様々な言語で形成された文字群が揺蕩たゆたっていた。


　さきほどまでの言葉が、文字列となり蛇へびのように這はいずり込みながらページの空間に落ちて行く。文字通り情報の海が成されていく様子を見ながら、彼女は不満気に言う。


「──期待はしていませんが、今の段階ではただ少し人よりも硬い一いつ般ぱん人程度。十二分なデータは取れませんね……」


　言ってまた、ひときわ大きく書かれた文字をページの中に落とす。


　やはり一体何語なのかという文字体系がごちゃまぜに混ざり合った一文。余人が見ても解らず、本人にのみ正確に読み解ける文字列だったが、文字としてのイメージは伝わった。


【八岐大蛇ヤマタノオロチとその直系たる現あら人ひと神がみに対する考察】


　タイトルとなるべくして綴られた文字列を見直し、本の持ち主は口くち端はしを持ち上げた。


「──中々に面白い逸いつ材ざいですね。その力、是ぜ非ひとも見たい」


　呟つぶやきながら、雑誌でも眺ながめるかのような気安さで、手元の書物を無む作さく為いに捲めくってみる。そこにある蠢うごめく文字群と情報の海うな原ばらを愛いとおしげに見つめ、


「八岐大蛇ヤマタノオロチその力、なんとか顕けん現げんできませんかねえ……」


　ページを新たに広げるのは情報の海がなみなみと、溢あふれそうなほど詰つまった見開きのページ。そこのタイトルはあまりに分かりやすく簡素なイメージだった。


【鍵かぎ】


　たったそれだけの単語。鍵のページ表面に自分の指を走らせ、中で大量の文字たちが蠢く様子をペットか何かのように慈いつくしみながら、言う。


「鍵──これを使えば顕現もなせるのでしょうか。まあ、製作の練習も兼かねてひとつ準備しておきましょうか」


　そのまま本から視線を上げ、騒々しい学園へと向ける。


　そして笑う。いずれ届くプレゼントを心待ちにする子供のように。


　笑う。





　　　　◆





　その部屋は、側面をタイトルの書かれたバインダー資料と、古い書物の背表紙でみっちりと埋うめ尽つくされた本ほん棚だなが横よこ壁かべとなっていた。しかし部屋というには、いささか室内は空気の通りが良かった。


　それもその筈はず。廊ろう下かに面したドアは壁ごと破砕。その対面にあるグラウンド側の壁にも、同形状の大穴が穿うがたれていた。損そん壊かいした壁に倣ならうように、室内に正しく並んでいたであろう物がおもちゃ箱でもひっくり返したように転がっている。


　今はただ、チクタクと文字盤ばんのガラスにヒビが入りながらも健けな気げに秒針を回し続ける壁時計の音だけが雑然とした室内を支配した。


　今、そんな室内には三人の人物がいた。


　内二人とは姫也とアイリスだ。制服姿のアイリスと姫也はひどく申し訳なさそうに、居づらそうに、自分たちの向かう正面、そこに上目使いの視線を向けていた。


　部屋奥、グラウンド側に備え付けられたデスクチェアに腰掛け、盛大に穿たれた壁の穴から、日の光を後光のように背に浴びる、ひとりの男性へと。


「──いやあ参ったね。ぶっちゃけあまりの奇き襲しゆう攻こう撃げきっぷりに新手のオヤジ狩がりか何かで死んだかと思ったよ、私は」


　彼は声のトーンを徐じよ々じよに落とし最後には深くため息を、自らの太ももに吐はき出し顔を上げなおした。


　彼はデスク上に置かれた始末書、見積書と大々的に書かれた書類の束をまとめながら、


「先日の中沢くんと一色くん？　二人で校内暴力ってか校内に暴力でひどい目にあったけど同じ分隊員がまたコレとは、偶ぐう然ぜんとは重なるものだ」


　スーツ姿のよく似合う細ほそ面おもての男性だった。鋭するどく切れ長の目。躰からだもすらりと高く、その容姿が相そう貌ぼうと相あい俟まって彼に鋭えい利りな刃は物ものを思わせる気品を持たせていた。


　皺しわのまるで刻まれていない肌はだは若々しく、二十代と言って罷まかり通とおりそうなほどだった。


　机に肘ひじをつき、顔の前で手を組み、彼がこちらの言葉を待つようにしたのを見計らって、姫也が声を上げた。


「東あずま学園長、ご無事なようでなによりでした。ええ、本当ほんとに……」


　京学園、その中・高・大学の三課程のひとつである高等部の管理を行っている者こそ、姫也たちの眼前にいるこの若い学園長であった。


　彼は鋭い視線を二人に向け、口元にうっすらと笑みを浮かべる。


「京学園ここじゃあよくあることだ。日ひ頃ごろからお礼参り気分で、僕はもう本当こんな元気な生徒を持って嬉うれしい限りだ」


　ははは、と両者のトーン落し気味の乾かわいた笑い声があたりに響ひびく。


「あ、ありがとうございます学園長」


「うん、褒ほめてもいない」


　きっぱりと言い放ち、そこで彼は視線をアイリスに向け直した。


「アイリスくんは先日も会ったばかりだね。突とつ然ぜん皇族なんて大物がやって来たものだからヴァルハラからの外交圧力かと思ってしまったよ」


　苦く笑しようして言う東に、焦あせった様子でアイリスが腰こしを折った。


「い、いえっ、突然の留学を快く受けいれてくださり、東学園長には感謝のしようもありません。事件後のマスコミの対応なども一いつ切さい請うけ負ってくださり、なんとお礼を言っていいことか……」


　東は微び笑しようをたたえたままアイリスに頷うなずく。


　トーラーの起こした事件は誇こ張ちようでなく一国家に対するテロ行こう為いだ。一国の大使館を中心に、真昼の首しゆ都と圏けんから早さつ急きゆうに人々が退たい避ひ勧かん告こくされるような事態。そこで周りが何も騒がないわけもないが、その一切の処理を行ったのもまたD.S.T.であり、その後のアイリスの留学などにも様々な邪じや推すいと憶測が飛び交ったが、京学園・高等部その学園長である東が全すべての処理を請け負った。


　東は自分の体重を椅い子すの背に預け、斜ななめに二人を視界にいれる。


「いやいや秘ひ匿とくせねばならないことがある以上、隠かくし通すのは上の人間の役目だ。君という人材もまた必要だったのかもしれない。まあ──まさか早々にこんな問題行動を起こすとは思わなかったけどね」


「それはそのっ……す、すいません……」


　消えてしまいたいと言うように身を小さくするアイリスに、東は止めるように掌てのひらを前へと出す。


「いやいやそれは構わないさ。若い頃ころの失敗は金を払はらってでもしろ、と言うしね」


　そこで、姫也がぼそりと言った。


「……随ずい分ぶんと女子生徒には甘いな」


「姫也っ！」


　横目だけで視線を交えるアイリスと姫也の二人。そんな二人の様子を楽しむように、東は観察するように黙だまって見つめていた。


　喉のどを鳴らすように笑いながら、彼は二人を見比べる。


「仲が良さそうでなによりだ」


「「どこがです！」」


　ハモって答えてしまった二人だったが、それでまた二人は睨にらみ合う。


「そういうところがだよ。関係と言うものは大切にしたまえ──」


　学園長は笑みを強いものにして、こめかみに手を当てる。


「──朋ほう友ゆうであっても、恋こい人びとであってもね」


「「誰だれがですっ!!」」


　やはり声を重ね睨み合った二人の様子を、予想通りだと言うように学園長は、今度は声を上げて笑った。


　彼は正面の机にある書類の束を手に取って、一度振ふるうようにして持ち直す。


「余談はほどほどにしておこう。残念なことに僕は学園長として、今回の事態に対するなんらかの処断をせねばならなく、君たちもそれを受けねばならない」


　書類をめくりながら、彼は言葉を続けた。


「君たち二人、止めなかったクラス全員も同罪だ。D.S.T.での給料はしばらく減げん俸ぽう、それを校舎の修しゆう繕ぜん費ひにする。安心したまえ、中沢クンの給料からもちゃんと差さっ引ぴいて充あてておくから。あとはそうだな、ひとつ時間外で任務にでも就ついてもらおうか──」


　そこで彼はぴたりとめくる手を止め、出方を見るようにアイリスと姫也の方を見る。


　二人共が、何も言わず言えずといった様子で、ただ苦い表情で申しん告こくを聞いていた。


「まあそれはそれとして、だ」


　言って、驚おどろきの表情を見せた二人を確かく認にんして、彼は手元の書類を机の端はしに放ほうり、机の中から新たな書類を取り出した。


「アイリス──君に是ぜ非ひとも別にやってもらいたいことがあるのだよ」


　学園長はバインダーに留められたその書類を手に立ち上がると、アイリスの方へと歩む。


「なに、僕としてはこの任務、君でなければならないとそう思っている」


　言葉とともに東はアイリスに書類を差し出した。


　恐おそる恐るアイリスが受け取り、そのバインダーの最初の文字に目を通し、


「──え……」


　アイリスは一いつ瞬しゆん、そこに書いてある文字が理解できず、疑問の声を上げた。


　アイリスの反応を待っていたというように、東は笑む。


　彼女の言葉を代弁するように、横の姫也が書類に書かれていることを読み上げた。


「──ヴァルハラとの交流祭ですか？　しかしこれは──」


「そう、先の戦せん闘とうによって中止になったもの。それを今回、D.S.T.本部主しゆ催さい。学校行事のひとつとして交流祭という形でうちが肩かた代がわりしようと言うのだ。もちろん、学内に留とどまらず、学園祭とは名ばかりの都市全体の祭りということで盛大に執とり行おうと思う」


　アイリス、と東は呼びかけアイリスの顔を上げさせると、


「アイリス・リンドヴルム。君にこのイベントの開会式典でお父上に代わり、ヴァルハラ側の代表としてひとつ挨あい拶さつを頂きたい」


「────」


　学園長の言葉に、アイリスは言葉を失う。


「どうかね？」


　東の再度の問いに彼女はふと崩くずすように、そして顔をほころばせ、


「やりますっ！　やらせてください!!」


「そうかい。そう言ってもらえると、私としても助かるよ」


　彼女の即そく答とうに気をよくしたのか、東はまた笑う。


「すでにヴァルハラ側との交こう渉しようは済んでいる。さすがに本国がこちらに赴おもむくことはできないがその分、商工会などと連れん携けいして向こうからも出店するよう手配した。なにそこまで大規模なゲストを招くつもりではない。開かい催さいはすぐにでも執り行える」


「わ、わたし皆みんなに知らせて来てもいいでしょうか」


「構わない。行ってきたまえ」


　一礼し、開かれた廊ろう下か側へと走り去ろうというアイリスの背を姫也も微笑ほほえましく見送る。


「アイリス──」


　姫也の声に、彼女は駆かけ出そうとした足を止めた。


　振り向く彼女の表情、そこに宿っている色に姫也も釣つられて笑みを浮うかべた。


「よかったな」


「──うん！」


　いても立ってもいられないという様子で足取り軽く去るアイリスを見送りながら、姫也は後ろからの声を聞いた。


「彼女が嬉しそうでなによりだ。自分が招いたことで中止になった祭りがまた開催されるってことが嬉しいのかな」


「そうでしょうね」


　二人でその背を見送り、姫也は改めて学園長の方へと向き直る。


　そんな姫也を待っていたのは、先ほどまでの笑みではなかった。


「さて──」


　敵意。


　姫也は視線をそう受け取った。姫也の全身を刺さし貫つらぬくような視線だった。


「…………」


　すでに自らの椅子に座した高等部の長たる男の、鋭く伏ふせるような目。居い合あい抜ぬきでもするかのようにその奥には静かに潜ひそめた意志があった。


「──さて姫也」


　言葉のイントネーションひとつひとつで確認するように。


　東のよく通る声は、姫也に緊きん張ちよう感かんを伝えた。


　そこから動くな、逃にげるな。拳けん銃じゆうを突つき付けられてそう言われているような気さえ姫也はしていた。東の一向に離はなさぬ蛇へびのような視線に、動けぬ蛙かえると化していた。


　姫也の喉のど元もとに今まさに刃は物ものを突き付けるような──、それは教育者として生徒に向ける視線でなければ、一いつ介かいの大人として子供に向けるものでもない。


　敵意に似た刺とげ々とげしい意志を纏まとう男。


「すこし話そう八劍姫也」


　目の前の男が纏う雰ふん囲い気きを見て、警けい戒かいの必要性を迫せまられるほどに姫也は眼前の男に恐おそれを抱いだいていた。


　背を嫌いやな汗あせが伝う。


　自然と身体からだが構えを取ろうと、動く


　姫也は構えた。身を半身に、力を込めた右拳こぶしを隠すかのように左半身を前に。


　意識を切り替かえ、戦闘態勢にギアを変える。


　学園長室というその名とはかけ離れた、出方の読み合い。


　戦闘の始まりのような、ピンと張り詰つめた空気。


　だがそれを簡単に破り最初に動いたのは、他でもない東の方であった。


　東は姫也が逃げずに立ち向かったことに満足したかのように敵意の視線を解くと、ぎ、と椅子を軋きしませ、学園の長たる男は余よ裕ゆうの様子で姫也を見た。


「──姫也、君は僕という男が、君のことをどこまで知っていると思う？」


「…………」


　東が投げかけた不意の問いに、姫也は無言を貫いた。


「僕は立場上、君達やD.S.T.など様々な情報を把は握あくせねばならない」


　言葉を放つ東、しかし交かわす目線の先にはやはり柔にゆう和わなんてものはない。


　相も変わらず姫也を見み極きわめようとするような鋭するどい目がある。


「そんな僕が、君という存在についてどこまで理解していると想おもう？」


　深い色をした目。見つめていればどこまでも呑のまれていきそうな、そんな目だ。


　力を込めていた右拳をゆっくりと解き、姫也は肩かたの力を抜いた。


　姫也は注意深く緊きん張ちようを悟さとられまいと静かに息をして、ゆっくりと口を開いた。


「東学園長──……あなたは俺のことを、どこまで知っていらっしゃるのです？」


　東はそこで相対することを選んだ姫也へ向け、口元に笑えみを灯ともした。


　まるで挑ちよう戦せん者がリングに上がってきた、獲え物ものが餌えさに掛かかったというようなそんな笑みだ。
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　姫也も覚かく悟ごをする。これから来るのがどういった話なのかを。


「ベリアル、ベリアルとやり合ったそうだね──悪あく竜りゆうの直系、八岐大蛇ヤマタノオロチの遺児よ」


「どこでそれを──」


　姫也の先の戦闘結果において、自らの力に及およぶ部分を包つつみ隠かくして報告した。


　この巨きよ大だいな特とく殊しゆな学園において普ふ通つうの人間が学園の長になる、なんて日ひ和よったことを思いはしない。それは実じつ年ねん齢れいも明かされていないこの青年と言ってもよさそうな男が学園長という役職に就いている時点で明白だ。


　いや、本当に若いのかどうかも定かではない。本物は別にいて、影かげ武む者しやということもありえる。何が起きてもおかしくない、何もかもが起きる。


　そういう世界だ。


「──一体どこまで……」


　再度の質問を無む駄だだと思いながらも、姫也は問わずにはいられなかった。


「悪あく魔ま、と呼ばれる存在の事かね？　それとも、八岐大蛇ヤマタノオロチを先祖に持つ血脈を持ちながら、力を封ふうじてきた君の一族のことかね？」


　どこまで知っているかなど、無意味な質問だと姫也は完全に悟る。


　全すべてを、だろう。自分の手の内をひけらかすように東はカードを並べてきたのだ。


「意外かね？」


　全てはわかっていると言った上で、彼はひとつひとつ試すように言葉を紡つむぐ。


「６６６教団。世界各地にいくらでもある魔ま神じん信しん仰こう教団の一つだろう。だが好ましくないのは、実際にベリアルのように悪魔自身が何かしらを為なすべく動いていることだな。


　危あやうい、危険な存在だ。D.S.T.の情報部でも実態を摑つかみかねている」


「だが、現にベリアルのように動き出しています」


「わかっているよ。だからこそ各国ではより連携を密にして──といかんな。今回はそういった話ではなかったはずなのに。歳としをとると説教臭くさくなっていけない」


　ふう、と東は自重のため息を漏もらす。


「気付く者もいる──言いたいことはそこだ。君の軽けい率そつとも取れる行動によって」


　軽率。その言葉に姫也はかっと自分の中の何かが熱くなるのを感じた。アイリスを助けるために使わざるを得なかった自らの力を、そう言われ心臓に火が入る。


「だがあのときはっ!!」


「言いたいことはわかる。だが世界は君が思うほど簡単ではないのだよ」


　ぴしゃりとそれを妨さまたげた東の表情にあったのは、謝罪の気持ちなどではない。


　確かな意思で、決定を告げる宣告者のような事実を淡たん々たんと述べる表情であった。


「君の身に宿った莫ばく大だいな神の力。それを使ってしまったせいで、様々なところに影えい響きようが出るだろう。仮にも一国一神話に大々的に登場する英えい雄ゆう神の相手、討とう伐ばつされるべき悪竜だ。そんなものが動き出してこの国の地脈に、術素アトモスフイアの流れに影響が出ない方がおかしい」


　一息呼吸を置き東は静かな声を乱すことなく続ける。


「君は今確かにこの国に、この大地に、もっと言えば星にまでも影響を与あたえているのだよ。誇こ張ちようでなく、ね。自覚もないだろうが」


「なっ──……」


　目を見開く姫也。


「その様子だと、そこまでは考えていなかったか。今日はそのことも含ふくめて、君に話がしたかったのだよ」


「──東学園長、あなたは一体何者です」


　何もかもを知っているような振ふる舞まいをするこの男を、姫也は心の中で嫌けん悪おしていた。皆みんなに知られて嬉うれしくはない姫也自身の素性を知られてしまっていることが拍はく車しやを掛ける。


「────」


　そこで初めて、東は沈ちん黙もくを貫いた。


　答えないのか。


　姫也の向けた問いを受け流されたことに、また若じやつ干かんの苛いら立だちを募つのらせ、姫也は言う。


「俺は、あなたを信用してもいいのですか？」


「信しん頼らいとそう言わないあたり手厳しいな、姫也。だが何はともあれ、君は力を使ってしまった以上、そこに伴ともなうものを自覚しなければならない」


　東学園長は動じることなく再び腰こし深く椅い子すに座ると、


「此こ処こは学ぶ場だ。生徒は搾さく取しゆし摂せつ取しゆして自らの求める力を得ていく。対して、教員は今まで培つちかったものを与える場だ」


　立ち向かうように前に構えた姫也への視線を逸そらすことなく東は続けた。


「僕はここを〝学校〟という檻おりにはしたくないんだ」


「……学校とは得てしてそういうものでしょう」


　いや、と東は首を振り、


「武器の性能がまちまちだと困るね？」


　どういうことだ、と何も言わない姫也に諭さとすように、東は言う。


「ＲＰＧのように武器には種類があり、固有のステータスがあり、特殊スキルが付ふ随ずいしている。それが今の世界の、すなわち君たちだ」


「良いところもあれば悪いところもある、まるで一様でなく千せん差さ万ばん別べつ、とそういうことでしょうか」


「そう。しかし各国軍部やD.S.T.上層部、ああ一国の本部よりもっと上の方だ。そこではそうではなく、ある程度その差異を少なくしようとする馬ば鹿か共がいる」


　初めて東が忌いま々いましいと言うように、苛立ちを含んだ言葉を吐はいた。


「……まだ世界はそんな時期に至っていない。そのために此処があるというのに。今は世界が混乱しつつも、平へい衡こう状態へと推移しかけている時期だ」


　京学園に普通の生徒が属ぞくしている、というのも理由があるようだ。


　世界統合からちょうど五〇年、統合後の大戦終結から三〇年。


「ここにいる生徒たちは科学世界フイロソフイアと術式世界テウルギアが交じり合った後に生まれた、いわゆる二世世代だ」


　親が両世界それぞれの血を引くものであっても、科学世界フイロソフイア側に両親を持つ者であっても、術式が使えるようになるか、また世界統合によってどういった影響が出ているかというデータを得るために、彼らは必要なのだ。


　事実、両親が科学世界フイロソフイア側の人間であったと言う者でも、術式使用が可能な者がいる。


　科学の発展の中で淘とう汰たされてきた術士としての能力が、統合により覚かく醒せいされたものや、血の交じわりによって先祖返りを起こし、開花したという事例も確かく認にんされている。


「術式世界テウルギア側の直系として血を引く人間というのも勿もち論ろんいるし、生徒の中にもそういった者も多い、たしか君の分隊にもいたはずだね」


　確認の視線に姫也も頷うなずきを返す。


「若者の才を奪うばい、なお此処を檻にしようなどと私は愚ぐ行こうだと言おう。それは才能の芽を潰つぶす行こう為いであるし、同時に強い力を持つ彼らを規則正しい製造ラインに載せられた兵器として扱あつかう行為だ」


　否ひ定ていとして首を振り、


「そうじゃない。ここは生きる力と誰だれかを生かすための力を得る場所だ。育つのならば、どんな馬鹿もどんな天才も皆一様に育つ未来はある」


　東は続けた。


「持てるかどうかは、その先を得ようとするかどうかだ。私にとっての此処のあるべき姿は教育機関ではない。教導機関なのだよ」


　だから、と東はまっすぐに姫也の方を見て、


「此処に所属している間はすくなくとも君も私の一生徒であり、私の庇ひ護ご対象だ」


　裏を返せば──……そんな裏の意味を強調するような口調でさえあった。


「自覚したまえ。君という存在の強さを。自覚したまえ。君という人間の弱さを」


　だが、とそこで学園長は表情を崩くずし、


「なにもそこに囚とらわれる必要はない。言ったように、ここは力を得る場でもある」


　彼は重い雰囲気を払ふつ拭しよくするように、そこで初めて今まで姫也に向けていた姿勢を崩し、肩の力を抜ぬくように、椅子の背もたれに体重を預ける。


　学園長として言うべきことは言った。


　そう言うように、今は笑みを隠さずに東は姫也に言う。


「自らの配役に踊おどらされるな。踊るのなら楽しく思うまま踊りたまえよコッペリオン。自分の求めるままに、成るべくして成る理想の役を得たまえ、悪竜の御子」


　そこで、まあ、と東は破は顔がん一いつ笑しよう付け足すように言った。


「大人しくして戦わずに過ごせる一生というのが、幸福なのだろうが」


「東学園長は、俺に大人しくしていろ、と？」


　言っていることは力を求めるべき、と言いつつ自分の力の危うさを忘れるなと言う。


　一体どういうことかと苛いら立だつ姫也に、はぐらかすようにして東学園長は言った。


「そういう道もあるということだよ姫也。これは説得ではない。先人として、一教師として力ある後続への指針の提示だ。一考の余地として参考にしたまえよ」


　一呼吸置くと東は表情を正し、姫也をまっすぐに捉とらえる。


「自らが決めたまえ。苦く悩のうは時間がある若人わこうどにのみ許される戦いだ」


　やはり試すような笑みで東は姫也を見つめる。


「今日は話せてよかった。君ははまだ存分に迷う時間がある」


「──迷う、時間……」


　それ以上何も言えぬ姫也は、ただただ彼に目線を返すしかなかった。




　第二章．動く、思う、動き







　闇やみに沈しずんだ新東京都。


　街並みを満たす光が、夜暗の中にあっても明らかに街の存在を主張していた。


　そんな光で覆おおわれた街を横目に置く山間部。新東京都西部にある京みやこ学がく園えん都市全体のさらに向こう、木々が重なり合い森となって覆う大おお岳たけ山の端はしに掛かかるキャンパス最西せい端たんの場所。


　年度も替わって間もない今時分、春に鳴く虫もいない山さん岳がく部はひどく静かで、まだ歩くには冷たい風が吹ふき抜け木々の葉を揺ゆらしていた。


　斜しや面めんに沿って北へと延のびる舗ほ装そうされた山道を行く者の姿があった。石造りの階段を行く者、一人は懐かいち中ゆう電灯を片手に持ち、山岳用のザックを背せ負おったトマスの姿であり、


「まったく……なんで、俺達が──」


　トマスはやや息を乱しながらも足を次の段へと持ち上げて行く。


「学園長からのありがたい罰ばつ則そくだ。諦あきらめて、きりきり歩けトマス」


『ハーイいっちに、いっちにキビキビ歩くー隊長ー』


　文句を落とすトマスの声に対し、姫ひめ也やと通信機越ごしのヱーファの声が夜暗に響ひびく。


「ヱーファ！　自分だけ楽々空飛びやがって!!」


　言って、トマスが見上げるのは空。


　山道の上には木々の枝葉が伸びていないことで山道の上に真まっ直すぐな空が出来上がる。その上には、月を背に空を行く一点の光があった。流れ星にしては遅おそく、しかし確かに夜空を進む箒ほうきに跨またがった魔ま女じよの姿がある。


『しゃーないじゃん隊長。私だって機材運うん搬ぱんして飛んでいるんだから、それなりに体力食うんだよコレ？』


「それでも、なんかそっちの方が楽っぽいじゃん！」


『うん、あんまりわがまま言うと、上から術式弾だん叩たたきこむよ』


　声の主、ヱーファ・ガードナーがいるのは上空。夜間飛行用に赤の航空灯が明めい滅めつしていた。細長いシルエットはヱーファの用いる航空用箒型飛ひ翔しよう機Shooting Starだ。夜空を走る流星を駆かる魔女の姿は、月明かりに薄うすく陰いん影えいを落とすだけではっきりとまでは見えない。


　対して姫也の姿があるのは山道を登るトマスの後ろ。同型の山岳用ザックを背に姫也は黙もく々もくと足を運ぶ。


「……昼はアレ、夜はコレ。あの人は俺に恨うらみでもあるのか……」


　恨み言を零こぼす姫也の声にヱーファが答えた。


『どったの姫ちゃん？　もしかして学園長にこってり絞しぼられた？』


「まあ色々と言われたが端は折しよって言うなら『大人しくしても、頑がん張ばってもいい』だ」


　なにそれ、と空でヱーファが笑みを漏もらす。


「──自らの役、か……」


　自分で言って、改めて小さく姫也はつぶやいた。


『なんか言った？　姫ちゃん』


　聞こえてしまったか、と自じ嘲ちようじみた苦笑いを浮うかべ、緩ゆるんでいた自分の意識を正した。


「いや、なんでもない。周辺警けい戒かいを厳に頼たのむ」


『ラジャー♪　言うまでもなく危険生物の反応はなさそうだね。情報部の調査でもひとしきりサーチはしているはずだし。例年の統計データにも術式生物の活動範はん囲いには重なってないから、まあ多分大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど』


　そうか、と姫也は荷を担ぎ直し、足を進める。


「先に荷物降ろしに行ってもいいんだぞ？」


『ありがと姫ちゃん、でも何かあったとき上空から対応する人間が必要っしょ？』


　今、彼ら三人がこうして山道を行くのは理由があった。


『学園長からの罰ばつ則そく、すぐにこなさなくても良かったんじゃない？』


「せっかくアイリスは交流祭に向けてはりきっているんだ。余計なことはこっちで済ませておこう、ってことだよ」


　昼の一件の罰則はクラス全員が連帯責任として負わされることとなった。


　その任務として、トマスの分隊もこうしてここにいるのだ。


「与あたえられた分隊ミッションは、先日の一件で本部の技術団によって再調整が行われた逆結界ジェネレータ、その経過調査及および報告。ヱーファかゼナイドがいないと、何も出来ず始まらない」


　おまかせあれー、とヱーファが声こわ高だかに空と通信機から二重の音声を寄よ越こした。


　そこで姫也が前を行くトマスの背を見ながら、


「だがトマス、この人選の理由は何よ」


　トマスは姫也の方を振ふり返ることなく、山道を登っていく。


「アイリスは馴な染じんできているが、そうは言っても一国の皇族。誰かが付いてやる必要があるだろう。ヱーファをこっちに連れてきたのは、まあ何があるとも思えんが、不測の事態に備え上空からの監かん視しのためだ」


『一応考えてんだね』


「一応は余計だヱーファ。スカート覗のぞくぞ！」


　トマスが両手を双そう眼がん鏡きようのようにして構えたと同時、上空から飛来した威い嚇かくなしの術式光こう弾だんを、奇きっ怪かいなエビぞりでトマスが避よけた。


「当たらなければどうということはない！」


『くぅ……攻こう撃げき能力は皆かい無むのくせに、なんでこんなのが指揮官なんだか』


「そりゃそうだ。ウチの分隊は攻撃力過多なのが売りだ」


　何を言っているんだという具合のトマスに、興味本位で姫也は問う。


「じゃあトマス、お前は一体どんな能力を持っているんだ？」


　そこで初めてトマスは姫也の方を振り返って、懐中電灯を持っていない方の手を口元に運び、人差し指一本だけを立てると、


「ナ・イ・ショ[image: ]」


「ヱーファ撃うて」


　すぐさま上空から放たれた三発の術式光弾がトマスの側を掠かすめていくが、トマスはやはり軟なん体たい動物ばりの回かい避ひモーションでその全すべてを避ける。


「フハハ弾だん幕まく薄うすいぞ！　何やってんの！」


　姫也とヱーファ、二人ともが敢あえて聞こえるように舌打ちした上で、
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「まあ要するに──」


『──隊長がいなくても戦せん闘とうが出来るってことだね。無用の長物？』


　ヱーファの言葉にトマスがうなだれるように四し肢しをついた。


　それを無視して、姫也はその手から懐中電灯を拾い上げ、先を進んでいく。


「しかし──」


　言葉とともに姫也は歩む周囲を見み渡わたした。


「ここまで結界の境界線近くに来るのも久しぶりだな……」


　周囲を暗くら闇やみが満たし自前の灯あかりのみが頼たよりになる。月が昇のぼっているとはいえ、互たがいに成長する場所を競きそうように身を伸ばす森は薄うす明あかりすら入ることを許さない。


　自分の前に伸びる光の至る場所は見えるものの、それより先は口を開くように黒の闇が広がっている。


　ここはちょうど首しゆ都と圏けんを護まもる、逆結界ジェネレータの境界線手前の場所。


　逆結界。それは人間の生存圏を護るためのものだ。


　万ばん物ぶつに存在する素その力、術式を用いるためのエネルギー源となるそれを人々は術素アトモスフイアと、そう名付けた。そして術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイアの合一を果たしたこの新世界において、それは遍へん在ざいするものの地域による濃のう淡たんが存在する。


　術素アトモスフイアの濃こい場所に集まる竜りゆう種しゆなどを代表に挙げられる術式世界テウルギアの生物たち、術式生物、彼らは人すらも容易に餌え食じきにする。


　その獣じゆう害がいを防ぐため人類は都市集中化とともに、人の生活地域一帯を囲むように結界を張った上で結界内部の術素アトモスフイアを外へと排はい出しゆつする流れを創つくり上げる逆結界ジェネレータを設置した。そうすることで術素アトモスフイアは結界外へと循じゆん環かんする流れをつくり、術式生物たちに見た目だけは術素アトモスフイアのすくない土地だと見せかけるようにしているのだ。


　人が生き延びるために考案された術。


　それよりも向こうはどんな化物がいても可お怪かしくない世界。


『実際、姫ちゃんたちは来ることも少ないか。結界系の授業とか選せん択たくしていると逆結界ジェネレータの方式解かい析せきとかあるんだけど』


「……開発部の上の連中、授業にかこつけて術式構造解析しようとしてんだろ」


『そこは否いなめないかなあ。まあ実際複雑すぎて私たちの手じゃあ解析しきれないんだけれど。魔ま術じゆつ師しが家系数代懸かけて法式だけ編み出して、大法術とか儀ぎ式しきとか大勢で構成してやっと起動する域の大規模術式だし』


　やや間を置いてヱーファは続ける。


『この間の逆結界ジェネレータの暴走……覚えているよね？』


「……ああ」


　忘れられはしない、アイリスが来るきっかけともなった戦闘だ。


　あの時、目の前に立ちはだかったトーラー・ブランシェットは、一体どんな方法を使ったのか逆結界ジェネレータを暴走、逆流させ術素アトモスフイアによる巨きよ大だいな嵐あらしを作ってみせた。


「実際逆流なんて細工、簡単に出来るのか？」


　後ろからの声に振り向けば、復活したトマスが何事もなかったように後ろを歩いていた。


「……お前いろんな意味でタフだなトマス。バカのくせに」


「褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておこう姫也君。覚えとけよ？」


　そんな二人に構わず、上からヱーファが声を落とした。


『前回調整した本部の技術者チームが重要参考人とされたけど、もちろん部外秘の機密。必ずチーム単位で動くから、それが皆みんな加担でもしていない限り、彼らに細工する暇ひまなんてないんだよね』


　言葉から察するに、その技術チームというのは潔白だったのであろう。


　ならば一体誰だれがどうやって一個人レベルでは解析も難しいような規模の術式を解析して、なおかつ反転作用されるなんて業わざをやってのけたというのだろうか。


　姫也と戦った悪あく魔ま、トーラー＝ベリアル＝ブランシェット。


　囚とらわれこそしたものの、未いまだ黙もくして仔し細さいの一切を語らぬというあの男からしか、その情報は聞き出すことは出来ないのだろう。


「しかも逆結界ジェネレータの周辺地域なら──」


『そうだよ。ああちょうどその辺だね。ちょっと待ってね今視し認にん化するから』


　下の山道を行く姫也とトマスがヱーファの声に足を止めた。


『構造解析、解読──視認化開始……』


　彼ら二人の先、そこに今までは無かったものが段々と浮かび上がってくる。青光で引かれた線。歪わい曲きよくして円えん弧こを描えがくようにして斜しや面めんに伸のびる青の線が段々と目に見えるように闇やみ夜よに浮かぶ。ブラックライトのように暗闇ににわかに浮かんだ青の光線によって空間が造られていった。


「対人用の防ぼう御ぎよ結界か──」


「これってあれだろ？　許可無く領域内に侵しん入にゆうすると空間ズラされてどっか別のとこに飛ばされる神かみ隠かくしとかの応用」


　トマスと姫也の二人が結界に触ふれぬように待っていると、ヱーファの声が来た。


『近辺一帯に生体反応は私達だけ。変な術式の反応もないねー』


　周囲の確認を行ったヱーファが通信を新たに飛ばした。


『本部──、こちら逆結界ジェネレータ周辺調査の任にあるトマス分隊三名。結界内への進入用に一時解かい凍とうコード送付願いまーっす』


　ヱーファの要よう請せいに対する応答は、少しの間をもって来た。


『──トマス分隊命令書と進行申しん請せいを確認。ヱーファ・ガードナー、トマス・ガブリエル、八や劍つるぎ姫也、計三名の個体情報を【照合】〉〉〉〉〉【確認】。結界内滞たい在ざい時間は申請通り一時間、目的は術素アトモスフイアの流量計測。相そう違いありませんね？』


『オッケーだよー』


『実働部長に許可申請中…………【許可】受じゆ諾だく。結界内進入用の解凍コードを送付します。なお一度結界を出ますと同コードによる再突とつ入にゆうは出来ませんので、皆みな様さまおトイレ等はお早く済ませた後にご入場ください』


「……なんかのイベントみたいだな」


『んじゃ入るよ、二人共変な行動しちゃダメだよ？　すぐ入ってねー。特に隊長』


　空に向かって拳こぶしを構えたトマスを無視し、姫也はそのまま一歩を踏ふみ込んだ。


　地面にも走る青の線をまたぐことになるが──、


「……何もないとはわかっていても緊きん張ちようするな」


『おじゃましまーす♪』


「ヱーファ入っちゃうのおお！　入っちゃらめえええ！」


　身を捩よじらせながら結界内に進入した馬ば鹿かに上から飛んできた術式光弾が殺さつ到とうする。今度は数十の弾だん丸がんが殺到するが、


「あっ、ヤベ、入り直せ無いから後退出来ないっ──ぐわああッ！」


　退たい避ひという選せん択たく肢しを排はいされたトマスは、そのまま多重の光弾をその身に受けた。


『フフフ……峰みね打うちじゃ』


「術式光弾の峰ってどこだろうな」


　姫也が進む先にすぐに現れたのは斜面の終わり。山の中腹ほどに設けられた傾けい斜しやのない水平の広間、木々の間に生まれた小さな空間に出る。


「……ここは初めてだな」


『多分ジェネレータの全体数は上層部にしか知られていないんじゃないかな。易えき経きようとかから六十四個あるとか諸説あるかな』


　姫也が辿たどりつく頃ころには、ちょうど箒ほうき型飛ひ翔しよう機Shooting Starにまたがったヱーファが、こちらにはっきりと見える位置にまで降りてきているところだった。


　彼女は自身の目にしていた視界確保用兼けんヘッドアップディスプレイのゴーグルを首元に下げながら、


「よーしヱーファ御ご一いつ行こう到とう着ちやくでございまーす」


　一帯を自分の発する箒の推力で洗うように、ゆっくりとした風を起こしながらヱーファの足が地面に着く。彼女はShooting Starを足で引っ掛かけるようにして、器用に持ち上げると、縦にしてその下部出力系を地面に置く。


「さて制限時間も限られているし、すぐ始めるよ。私個人としてもデータは持ち帰れないから見ておきたいし」


　半ば奪うばうように姫也のザックを取ると、ヱーファはすぐに調査の準備にとりかかる。手て持もち無ぶ沙さ汰たになった姫也は、近くにあった木を背にして腰こしを下ろす。


「まあ俺たちは一休みしていようぜ」


　またいつの間にか、術式光弾のダメージもまるでなかったかのようにトマスが横に来る。


「……トマス、お前本当はスライムかなんかじゃないのか？」


「そ、それは雑ざ魚こと言いたいのか!?　スライムはスライムでも、俺ははぐれたメタルなのだかんな！」


　騒さわぐ馬鹿を無視して、姫也は作業に入ったヱーファを見る。


　彼女が動きの基点としている場所に、今目的としているものがあった。


　都市機能を覆おおう逆結界ジェネレータなどというが、巨大な建物の中に巨大装置があり、それ全体を機能させているなんていうことはないのだ。


　地面から墓石のように飛び出した板状のもの。こぢんまりとした出いで立ちは祠ほこらを連想させた。そこに奉たてまつられる神などなく、実体は無機質な機械で出来た調整器だ。


　円形の時計のようにも、速度メーターにも見える術式紋もんがその上で回り続けていた。


　都市の人々の生活を支える逆結界ジェネレータ、そのひとつ。


　トマスと姫也の二人は樹の根元に腰を下ろすと、ザックの中からスポーツドリンクのボトルを取り出して口に含ふくむ。


　逆結界ジェネレータ。二人はそれを見つつ、


「実際、あれ見るのって中等部の社会学習とか以来か」


「境界近くの探査なんて情報部の方でやるから境界向こうに行かない限りは、実働部の方に招集はかからないしな」


　術素アトモスフイアの制せい御ぎよ器。これを用いることで、範はん囲い内の任意の場所へと術素アトモスフイアを送り込むことも、逆にそこから術素アトモスフイアを他に移すことも可能になる。


「こんな小さいもんがなあ」


　感心したようにトマスが言う。


　ヱーファがジェネレータから伸ばしたケーブルの束を持ってきた情報端たん末まつに接続し、ウィンドウに光を灯ともす。


　作業の手を休めぬ彼女は二人を見向きもせずに言う。


「これひとつで機能するものじゃないしね。随ずい時じ変化する術素アトモスフイアの量に対応して巨大な結界ネットワークが随時変動することで機能する──」


「よくある儀ぎ式しき魔ま法ほうとかの映像で見るみたいな、術式陣じんの周りに人間がわーって並んでいるみたいなイメージでいいんだよな？」


　そう、と応こたえ彼女は端末のキーボードを用いて、数値を打ち込み続ける。


「地脈、占せん術じゆつとか術素アトモスフイアの濃のう度どもそうだし星せい辰しんの位置から、気圧気流海流などまで、地学諸もろ々もろ含めた上で四季の変化に対応して、常に世界を見ながら術素アトモスフイアの流れを定量に保つように動作する複合的術式システム系だよ」


　端末にさらに、なにか計器を接続して彼女は手早く作業をこなしていった。


「これの大規模調整とか開発設置が本部預かりで一任されているのは、その巨大なシステムの解析と術式を外に出させないためだよ。これは人類が努力と時間を費やして完成させた大切な術だからね」


　ところでとヱーファがさらに言葉を紡つむいだ。


「これの製作っていう部分には、量子コンピュータとかが使われていたりするんだよ？」


「へえ、かなりまたオカルトな話からサイエンティフィックな話になったな」


　トマスの感心するような声にうん、と相あい槌づちを打ちながらヱーファは手元のデータを見つめる。


「思考の加速において、人々は有限な時じ間かん軸じくの中、人類の思考の加速を他にやらせることを求めたが、神々は根本的な寿じゆ命みようや時間軸といったものが異なるので長考が可能だったわけだよーっと」


　よし、という言葉とともにヱーファはそのまま端末に記録を続けさせた。


「術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイアの違ちがい。〝人〟というその生物の枠わくを超こえることができるかどうか、しかし術式世界テウルギアでだって、神々の子孫というだけであって、万ばん人にんが万人神々そのままだったわけではないけどね」


　ヱーファのその言葉に、姫也がやや考えこむようにうつむいた。


　ふう、と一仕事終えた余よ韻いんを吐はき出し、ヱーファは二人の方へ来ると、姫也の手の中にあったボトルを取った。


「おい……」


　何を気にするでもなく、ヱーファは呷あおって喉のど奥おくにスポーツドリンクを流し込む。


　月を背にして顎あごを上げれば、すらりとしたヱーファらしい美しいと称しようしていいだろう首の曲線が顕あらわになる。こういう時は彼女の金きん髪ぱつが夜よ闇やみによく映える。


　姫也も一いつ瞬しゆん気にしたようにしたものの、何も気にせぬヱーファを見て、頭を搔かきながら落ち着こうと体重を後ろへと落とし──、


「間接キッスだあああああ!!」


　トマスの叫さけびに、勢い余って後ろの木の幹に後頭部からぶつかった。


　被ひ害がいは姫也だけでなく、ドリンクを飲んでいたヱーファも口に含ふくんでいた分を噴ふき出し、盛大に咽むせた。ヱーファは涙なみだを目め端はしに浮うかべながら、


「た、隊長なななな何言ってるの！」


「痛ッ──……小学生かお前はあ！」


　そんな二人を見ながら、トマスは自前の造形だけはいい顔で爽さわやかな笑えみを浮かべ、


「スマン──俺の中のわんぱく小学生が抑おさえられなかったんだ」


「お前一度精神年ねん齢れい計測してもらって来いよ」


「いいのかそんなこと言って、アイリスにチクるぞ？　姫也がヱーファとキスした、って」


「関係ないだろう！　それにそれは詐さ称しよう報告だろう！」


「ハハハ焦あせるのは後ろめたい証しよう拠こだろう！」


　そんな二人の前で息を整えたヱーファが唇くちびるに指を添そえ、


「──姫ちゃんが……乙女おとめの唇を……」


「ヱーファ、お前もやめて！」


　赤面気味に姫也が叫んだ。口くち端はしを釣つり上げたヱーファの笑みとともに、彼女は手にしたボトルを姫也に投げ返し、


「気分爽そう快かいリフレッシュ。早々に片付けて我々も帰き還かんしますか」


　ヱーファが作業に戻もどろうと、動いたその時。





「────ゥ……」





　辺りに響ひびいた呻うなるようなその声に、三人ともが同時に気付いた。大気を荒あら々あらしい刃は物もので削けずるような無骨な音の源は周囲の森の中にあった。


　音の方向を注視しつつも、トマスと姫也は横目で互たがいを見て、


「──姫也」


「ああ、いつの間にここまで接近されたんだ……」


　周囲の森の中、山林の闇に潜ひそみ動くものがいた。


　ひたひたと足音を消した動きで闇に溶とけいる、しかし明確なナニカ。


　それは姫也たち三人を観察するように遠巻きにじっくりと睨ねめ回しながら動いていた。


　月下へと闇やみ夜よが溶けて溢あふれるように、身低く木々の間からそれは姿を現した。


　三人の見る方向に居いるモノ。


　細長い顎あご、細くしなやかな四し肢し。尾おを悠ゆう然ぜんと揺ゆらし、一いつ匹ぴきの獣けものは月光の下に姿を現した。見た目こそ犬の形状をとっていた。


　だがその全長は成人男性をも超こえ、二メートルはあろうかという巨きよ軀くの犬。


　大型犬と呼ぶにしても度が過ぎる化け犬だった。


「──野犬か？」


「……どう見たって、そんな生易しいものじゃあなさそうだぜ」


　だがおかしいのは巨軀ではない。軀からだそれ自体の方だ。


　犬の軀は何か黒に近い青あおむ紫らさきの炎ほのおのような、闇が膿うんだような不気味な色をしたものででき、口を開いても暗い喉奥は存在しても、並ぶ牙きばは白い骨の色ではなく、口と牙の輪りん郭かくが同じになったかのように黒い牙が並ぶことで省略されていた。


「────ゥ……」


　唸うなり声。爛らん々らんと敵対の意志を浮かべた犬の眼は、三人を確かに捉とらえていた。とてもじゃないが、友好的に戯たわむれに来たとそんな風に受け取れる様子ではない。
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「これは──……」


　姫也の言葉をヱーファが続ける。


「犬って言ってもコレ、術式生物だね……あの軀も霊れい体たいに近い存在だね……」


　警けい戒かいの色を強めて、トマスが言う。


「霊体の犬っていうと日本なら天てん狗ぐ、狛こま犬いぬ──犬いぬ神がみが一番近いのか？　術式生物は専せん攻こうしてないからわかんねえぞ俺……」


　そこで、立てかけていたShooting Starを手に、警戒に目を細めたヱーファが叫ぶように二人に言った。


「問題はそこじゃないよ……こいつどうやって結界内に！」


「この世はまだまだわからんことがあるということだろう。トマス、隊長らしく指示でもくれたらどうよ？」


「いやあ不測の事態すぎるだろ。それに一匹ならまだしも──」


　言いつつ、トマスは汗あせを浮かべ、視線を右へ左へと泳がせる。


「──どうやら団体様のようだぜ？」


　トマスの言う通りだった。黒犬は一匹ではない。一帯の木々の間を縫ぬうように三人を中心として動いている影かげがあった。


「……ヱーファ、計測自体は？」


「もう終わっているよ。あとは帰り着いて報告書作成したら、ミッションコンプリートだけど──」


　姫也は横のトマスの脇わき腹ばらを突つくと、


「トマス俺猫ねこ派なんだ。お前行って来いよ。熱ねつ烈れつ歓かん迎げいしてくれると思うぞ」


「奇き遇ぐうだな姫也。俺もついさっき猫派に改宗したんだ」


「二人共バカやってないで──来るよッ!!」


　ヱーファの声と同時、闇夜に紛まぎれ獣の群れが殺さつ到とうした。四足で軽く地面を蹴けり出し、跳はねるような加速に乗る。


「──オォ!!」


　咆哮する黒犬たちは獰どう猛もうにその捕ほ食しよく者の口を開き、三人へと向かって来た。


　だが同時に動いたのは、獣たちだけではなかった。


「姫也！」


　トマスが叫びを放つと同時、二人を置き去りに姫也が飛び出した。


「追って来い犬共！」


　山道へと弾はじかれるように走り出した姫也に釣られ、向きを変えた犬の軍勢はその後を追いたてる。





　　　　◆





　第一訓練室という指標が掲かかげられたその場所。


　D.S.T.に存在する隊員用の訓練室だ。天てん井じように据すえられた白のライトに照らされた屋内訓練場は高い天井を有する、三〇メートル四方の空間。


　そんな中、室内の中央に夕ゆうは立っていた。


　自らの武装である戦せん槌ついではなく、訓練用の長棒を携たずさえた夕は横を向いて言った。


「んじゃ一ひと色いろ、審しん判ぱんお願いねー。アイリス、しっかり見といてねー」


　彼女の言葉に、脇わきにいた二人が頷うなずきを返す。


　一人は訓練用の大たい剣けんを地面に突き立て、身を預けるように寄り掛かかる一色であり、そんな一色の脇には真新しい戦せん闘とう服に袖そでを通したアイリスがいた。


　二人の頷きを確かく認にんした上で夕は見せ付けるように器用に指先だけで長棒を回し、正面に立つ相手に視線を向けた。


「来なさいな、ゼナイド」


　別段、何を感じ入るわけでもなく、いつもどおりの感情の乏とぼしい表情のままゼナイドは夕の視線を受け止める。


「では……遠えん慮りよなく」


　細くつぶやくような言葉に微び笑しようを乗せ、ゼナイドはついと腕うでを持ち上げる。後ろに控ひかえる機械人形グラン・ギニョールに指示を飛ばす。


　何もない虚こ空くうをなぞるようにゼナイドは指を前へ、己の敵だとグラン・ギニョールに示すが如ごとく、ゼナイドは夕を指差した上で、


「グラン・ギニョール……行きなさい」


　彼女の静かな声をスターターピストルに、騎き士し甲かつ冑ちゆうは予備動作もなく地面を蹴って飛び出した。


　空気を押し飛ばすかのような重い突とつ進しん、重厚な鋼の鎧よろいに包まれているはずの巨軀はしかしそれを感じさせない。身をわずかに前に傾かしいで脇に挟はさむように構え、槍やりを地面と水平から穂ほ先さきをわずかに下げた構え。


　騎き乗じようする馬こそないが、それはヒットした瞬しゆん間かん、下目に構えていた穂先を突き上げる騎き馬ば戦せんの突とつ撃げき槍やりの刺し突とつ術だ。


　重く、愚ぐ直ちよくなまでに真っ直ぐな突撃チヤージ。


　重厚な鎧が人を優に上回る速度で猛もう進しんする様相はさながらひとつの巨きよ大だいな弾だん丸がん、否いな、弾だん塊かいとでも言おうものだった。


　だが、相対する夕は臆おくすことなくこれに臨のぞんだ。


　口元に微笑を浮かべたままの彼女の表情にあったのは恐きよう怖ふではない。彼女の赤い目からは破ってやるという気き概がいが溢あふれ出していた。


　長槍を携えた騎き士しの突撃に合わせ、夕が動いた。


　タイミングを合わせるため、揺ゆらすように身を柔やわらかく構える。固くなった身では柔じゆう軟なんな対応をするにも筋肉が力んだままになり初速が遅おそくなるからだ。


　来る──……来る──……来た!!


　タイミングを計るように頷き、三度目の頷きとともに、身を小さく沈しずめる動きを初動として夕は前へと出た。


　グラン・ギニョールの理想的であろう、理論的には正確な夕の体幹を狙ねらった一ひと突つき。


　タイミング違たがわず、発射された一突きは夕の身体からだに触ふれる。


「──よっ」


　その瞬間、穂先を大きくずらすように夕の身体の横を通り抜ぬけていった。


　夕は自らの棒をグラン・ギニョールの槍に対して交差するように打ち出し、同時に彼女は棒を絡からめるように手元で回し、槍の切っ先を自分から逸そらしたのだ。


「これで身体が開いたでしょう！」


　夕から見れば左、グラン・ギニョールからすれば右側へと棒が逸らされた。


　グラン・ギニョールの左ひだり腕うでもそちらへと引かれ、左脇が開くことになる。


　夕は自らの体を横回転。コマのように一周回る動きで一歩を踏ふみ込む。


　グラン・ギニョールの懐ふところへと侵しん入にゆうすると、棒を左手のみで保持。


　回転の遠心力を乗せるように、フリーになった右拳こぶしを甲かつ冑ちゆうの左脇に叩たたき込もうとする。


「なっ!?」


　だが、夕はそこで目を見開いた。


「甘い……まだまだまだ」


　聞こえたゼナイドのつぶやき通りだった。


　夕の右ストレートはグラン・ギニョールの体を撃うつことはなかった。


　回かい避ひとしてグラン・ギニョールは腰こしを落とす、というより膝ひざをそのまま折って身を低くしたのだ。


　夕の右拳は外れそのまま空を切る。


　自らの左ひだり肩かたの上を過ぎていく拳を一いち瞥べつすることもなく、戦せん闘とうのために作られた機械人形は容よう赦しやなく続く攻こう撃げきを実行した。


　攻こう守しゆ逆転。今度は逆にグラン・ギニョールが動く。


　そのままの体勢から左の豪ごう腕わんを振ふり上げた。


　密着状態の極々近接距きよ離りでの相手腹部を狙った変則的な肘ひじ打ちだ。


　狙ねらい違わず、夕の腹部ほどにグラン・ギニョールの左肘が差し込まれ、


「……ＫＯ」


　ゼナイドがここで初めて結果に満足した笑えみを浮うかべる。


　夕の方を見ることもなく、グラン・ギニョールはそのまま力任せに腕を振り上げた。肉を打つ鈍にぶい打だ撃げき音とともに、夕の身が空に舞まった。


　だが、


「──甘いのはどっちかしらね、ゼナイド！」


　今度はゼナイドが声に驚おどろかされることになる。


　夕はまだ、ノックアウトというわけではなかった。跳はね上がったその身が、上へと振り上げられたグラン・ギニョールの左腕を摑つかんだのだ。


　彼女はそのまま身を前へと飛ばす。グラン・ギニョールの腕を起点として利用した前転の動きだ。夕の身体が騎士の兜かぶとの上を越え、背中側に回る。


「！」


　ゼナイドも驚いたように、目を見開いた。


　夕はそのまま空中で動作を実行する。機械とは言えグラン・ギニョールは人形、自然間接が肩けん部ぶで動かなくなり、拘こう束そくしたまま降り立つことが出来る。


「背中借りるわよー」


　そのまま夕はグラン・ギニョールの背を、蹴け飛とばして自らは軽快に前方に身を飛ばす。


　逆に背中を蹴られ、盛大にバランスを崩くずすグラン・ギニョール。


　軽く地面に降りた夕がゼナイドの方を見て、


「ＫＯって言うべきかしら。やっぱノックアウトって言うんならしっかり相手を地面に倒たおれさせて言うべきよねえ」


　喜ぶように言うとともに金属の衝しよう突とつ音、騎士甲冑の身が地面に前のめりに倒れ伏ふした。


「……しぶとい」


　その光景を見ていたゼナイドが眉まゆをひそめた表情で、夕を見る。ゼナイドの顔には不満と言う二文字が大きく書かれていた。


　そこでゼナイドは口元にだけ、微笑を漏もらしながら、


「さあ……第二ラウンド」


　手を上に宣せん誓せいするように挙げれば、焦あせるような挙動でグラン・ギニョールが立ち上がり、構え直した。その光景を見ながら、夕は心中に落ち着かないものを得ながら、


「ゼ、ゼナ？　お願いだから、そんなマジになって殺すこのクソアマみたいな視線よこさなくても──」


「大だい丈じよう夫ぶ。怒おこってない」


　夕もゼナイドの言葉にほっと胸を撫なで下ろしていたが──、


「ここからが……本気と書いてマジと読む」


　彼女の言葉とともに、グラン・ギニョールが持っていた長棒を投げ捨て、両手を前へと構えた。金属の擦さつ過か音に合わせ中から鈍にび色いろの銃じゆう口こうが、鎧に突き立つ。


　銃口の先が微び動どうし、全すべてが夕を捉とらえる。


「あっこらゼナッ！　それはズルッ──!!」


「さあ実戦訓練……制圧射しや撃げき開始」


　彼女が黒い微笑を漏らしたと同時、グラン・ギニョールが嵐あらしのごとく銃じゆう弾だんを吐はき出し始めた。





　　　　◆





　一いつ瞬しゆんと言う間で、高速という速度で成される攻こう防ぼう戦せん。


　グラン・ギニョールと夕の戦闘を横から見ていたアイリスは感かん嘆たんを覚えていた。


「すごい……」


　凄すごい──。


　覚えた言葉を繰くり返すかのように、アイリスは心中でもう一度唱えていた。素人しろうと目に見ても、武術はわからずとも彼女たちの攻こう防ぼうを素す直なおにそう思った。


　だが、と同時にアイリスは思い至る。


　わたしには、無理だなあ──……。


　彼女らに近接戦を見たい、と頼たのんだのも単純な興味だけではない。正直を言えば自分にももっと他に出来ることがあるのではないか、と思ったからだ。


　それは彼女自身の、力に起因する。


　アイリスは自分の力を制せい御ぎよしきれていない。


　アイリスが扱あつかえるのは集束した術素アトモスフイアによる砲ほう撃げき術式ただそれのみ。それも集束させた術素アトモスフイアを指向性の破は壊かいのエネルギーとして解き放つというものだ。


　ヴァルハラに居たとき、これについて解かい析せきなどもされたが別段出力が大きいだけであり、その能力は一いつ般ぱん的な術式砲撃の威い力りよくが高めな上位互ご換かんといった感じだ。


「簡単に言えば、竜りゆうの炎ほのお、か……」


　竜などを代表する神話的な生物、いわゆる術式生物。


　それらがお伽とぎ話ばなしや映画などの中で行う〝炎を吐く〟などの攻撃というのは実際現実世界でも彼らの脅きよう威いのひとつとしてあげられる能力だ。


　術素アトモスフイアを内燃し、放つ。属性付ふ与よを行うことで、そこに炎が伴ともない発生する。


　彼らの遺伝子に刻まれた一種の術式によるものだ。


「こんなトコばっかり竜なんて……本当にどうしようもないわね……」


　アイリスの術式砲撃は竜血人種ドラゴノイドであるヴァルハラの皇族ということもあり、色いろ濃こく遺のこされていきた竜血人種ドラゴノイドの竜の血、その能力の一いつ端たんなのではないかと、研究者の解説によればそういうことらしい。


　いっそのこと、ＲＰＧのキャラメイキングのように手軽に色々な魔ま法ほうが使えてしまえばいいのに、などと現実逃とう避ひなことまで思ってしまうアイリスだった。


「はあ……」


　どうしようもない思いを、そのまま深いため息としてアイリスは吐き出した。


「アイリス」


　不意に横の一色が声を上げた。


「────……ええっ!?」


　一色が自分に話しかけたのだと、アイリスが気付くのにやや時間を要した。


　一色に話しかけられた、という事実に驚き、声を上げるとともに、アイリスは純じゆん粋すいにどうすればいいのか、と戸と惑まどった。


　なかなかアイリスと一色には接点がない。同じ分隊にいても二人で、という状じよう況きようがない上に、一色がこうして起きている時間に接する機会がないからだ。


　だが今、確かに訓練用の大たい剣けんに寄りかかり身を預けた状態の一色は、眠ねむたげな眼をこちらに向けていた。一色はこちらが返事をしたことを確かく認にんしただけなのか、そこで視線を前に戻もどし、しかしそのままさらに言葉を続けた。


「あいつも近接戦せん闘とうなら、学年で五指に入るほどの逸いつ材ざいだ。参考にならんでも気にするな」


　アイリスにとっては一色がつらつらと言葉を並べている、というのは普ふ段だんの寝ねてばかりの一色のイメージと比ひ較かくしてしまい、とても変な感じがした。


　視線を前から外さずに、彼はそのまま重い口調で声を落とした。


「一番は俺だろうがな……」


「……え？」


　アイリスが疑問を返しても、一色は眼前で繰くり広げられる戦闘を見続けた。


「……冗じよう談だんだ」


「────」


　い、一体なんなの……。


　一色という人物が見えない以上、会話のテンポをアイリスは摑めずにいた。


　純粋に、何を考えているのかわからない、とらえどころがないのだ。


　困こん惑わくするアイリスをよそに、一色は姿勢を崩さず言葉を続けた。


「術式なんて所しよ詮せん手段のひとつだ。高いレベルを追求しようとすれば、専門性は必然高くせざるを得ない。ゼナイドのような機械人形の遠えん隔かく操作、ヱーファの航空技能──俺や夕のように身体強化によって高められた肉体で、近接戦闘を行う者もそうだ」


　そこで彼は視線をアイリスへと向けた。どこまでも静かな、何を思っているのかわからない眼。


「自分の長所を確認した上で、必要となる場で自分に出来る活かつ躍やくをすればいい」


　一色の言葉にアイリスは、きょとんとしてしまっていた。


　えっと──。


　相手の言いたいことが、いまいち見えて来なかったからであり、それがようやく分かった気がしたからだ。彼女の頭の中をもしかして、という推測が遅おくれてやって来た。


「……もしかして一色君……、慰なぐさめてくれてるの？」


「…………」


　答えない。


　否定も肯こう定ていもしないまま何も言わず、合わせていた視線を一色は前へと向けた。そのまま彼はいつもの仏頂面のまま口を開くこともなく、動くこともなく。


　伝えるべきことは伝え、伝わったが故に動く必要も、話す必要もなくなった。


　そういうことなのだろう。


　一色の様子を見て、何を言いたいのかを今度こそはっきりとアイリスは理解した。


　──不器用すぎるだろう。


「くくく……」


　こみ上げてくるものを堪こらえるが、それでもついつい笑みが漏もれだしてしまっていた。その様子に一色が今度は、目線だけを動かしてアイリスの方を見た。


「……なんだ？」


「あっいやゴメンなさい……ククク……ああ、ごめんね。なんか──その、おかしくって」


　こみ上げてくる笑いを必死に抑おさえ、深く息をした後、アイリスは目め尻じりに浮うかんでしまっていた涙なみだを拭ぬぐう。


「ありがとう。一色君って思ったよりも優しいんだね」


「……一色で構わん」


　言って、やはり仏頂面を崩さずに一色は淡たん々たんと前を見つめる。


　そこで二人の会話に入ってくる者がいた。


「こーら二人で喋しやべってばかりじゃなくて、こっちの戦せん闘とうを見ないとダメでしょー」


　言葉とともに大きく跳ちよう躍やくして夕が、二人の前にやってきた。


　夕はアイリスの横に並ぶとこちらに両手を回し、横よこ抱だきにするかたちになる。


　……ボリュームがっっ!!


　夕の身体から寄よ越こされる柔やわらかい圧に、アイリスは内心で今度こそ驚きよう愕がくを覚えた。


　夕はそのまま半目を一色に向けると、


「一色──私のかわいいアイリス虐いじめていたんじゃないでしょうね」


「するか。そんなこと……」


　一色もそんな夕を馬ば鹿かにでもするように鼻で笑う。


　と、そこでアイリスは先ほどの一色の言葉を思い出した。


「一色、夕のこと褒ほめていたわよ？」


　アイリスの言葉に、夕は一色の方をじいっと見つめ、


「……なんだ」


「へえ──いやぁ……別にぃ」


　などと夕は呑のん気きに笑えみを浮かべているが、アイリスはそんな彼女、つまり自分も含ふくめたこちらへと近づきつつある者に顔を青くしていた。


「ゆ、夕？　後ろ……なんかすごい勢いでグラン・ギニョールが来ているんだけど……」


　アイリスは夕の向こうからアメフトかラグビーかと言う勢いで、腕うでは指先までぴんと揃そろえて伸のばした直角に、止まる気がまるでないであろう突とつ進しんを敢かん行こうする機械人形の姿を捉え、慄おののき気味に言った。


「んー……アイリス見てなさい」


　顔だけを斜ななめに、夕は逆さまに後方を確認するようにすると跳躍。今度はグラン・ギニョールの頭上、ちょうどその上へと到とう達たつする跳躍だ。


　真上を取られ、急ブレーキから、迎げい撃げきの動きを取ろうとした機械人形に対し、夕は上空から降り立つとグラン・ギニョールの両りよう肩かたに片足それぞれを乗せる形で着地。


「首に足を引っ掛けてー、っとお！」


　足でグラン・ギニョールの首をクラッチすると、そのまま自らの体を後ろへと反り返し、バク転の要領で、


「うおりゃっ！」


　テコの原理で引っ掛けるようにして、その巨きよ体たいを投げ飛ばした。


　二メートルに及およぼう機械人形の体が宙を舞まい──、


「これが柔じゆうよく剛ごうを制せいすというものよっ、ね、簡単でしょう？」


　手を振ふり、笑顔えがおをアイリスへと向ける夕の後ろで、グラン・ギニョールが頭から地面に着地した。


　その光景を見ながら、うんうん、とアイリスは笑顔で頷うなずき、


「できるかあ──!!」


　アイリスの声が訓練室に響ひびき渡わたる。





　　　　◆





　大都会の夜景を横目に姫也は一人山中を駆かけていた。


「はっ──……はっ──……」


　途と切ぎれ途切れの息を乱し過ぎぬよう調整しながら、姫也は斜しや面めんを今度は駆け下りていた。


　時折、姫也が見返すのは後方。


　闇やみに沈しずんだ木々の中から影かげが伸びた。そう錯さつ覚かくさせるようであった。


「──ゥオオ!!」


　姫也が振ふり向けば、すでにそこには唸うなり声とともに、自分へと食らいつこうと追いつき顎あごを開いた犬神らしき黒犬の顎がく部ぶがある。


「……鬱うつ陶とうしい犬共だなっ!!」


　忌いま々いましさを吐はき出しワンステップ。姫也はそのまま宙に身を躍おどらせると、空でそのまま身を回し、落下するよりも早く高速の回し蹴げりを見み舞まう。


　そのまま脇わきの林へと飛び落ちていく犬に目もくれず、斜面に沿って落ちようとする身体をなんとか正し、突つっ掛かけるように着地。速度に合わせた足の回転を取り戻もどしながら、姫也は下山の道を行く。


　そんな姫也を逃のがすまいと後ろから黒犬の群れは追い立てる。森の闇やみ夜よに蠢うごめくというよりも、森の木々の間を流れるかのように、黒犬の群れは姫也を追い立てた。


「ッ──下はまだか！」


　焦あせる気持ちを抑え、姫也は駆け続けた。


　体は前ぜん駆くではなく起こすように上げた速度よりも安定性重視。速度任せに振り切ろうにも、一帯は闇。夜目はすでに慣れているとは言え踏ふみ外せば──。


「考えたくはないな！」


　逆結界ジェネレータ周辺の結界での戦闘は危険だとして自らが囮おとりを買ってでた。結果として、逃にげ出したこちらを追いかけるものが、かなりいたようなので助かった。


「ヱーファなら残りがいてもなんとかするだろう！」


　トマスに対し寡かし少ようでない不安が過よぎるが、今は人の心配などしている場合ではない。まずは自らも、少なくとも戦い易やすい場所に移る必要がある。


　このままでは逆落しで向こうが有利、森に慣れているであろう相手が環かん境きようも有利、数は言うまでもなく向こうが有利。そして無防備な背を見せたままの自分は不利。


　戦闘能力はともかく、状況は狩人かりゆうどたちに味方していた。


　山道は人一人通れる斜面が延々と続いているだけ。それこそ延々、延々と。逸はやる胸中に湧わく焦しよう燥そうが距きよ離りを伸ばしているようだ。


　左右は暗くら闇やみ。お世辞にも戦闘向きの環境とは言えない。


「しかしなんだこいつらは……!!」


　吐き捨すて、姫也は飛びかかって来た一いつ匹ぴき、その後頭部を鷲わし摑づかみにし、通過する勢いまかせに手近な木に叩たたきつけた。


　脱だつ落らくしていく仲間に何の反応を示すでもなく、ただ障害物として乗り越こえ犬神は追走し続ける。まるで自分にロックでもつきっぱなしのミサイルか何かだ。森の木々に速度を落とすことなく軽快なフットワークで木々を躱かわし、こちらに肉にく薄はくする。


　また肉薄してきた一匹に裏うら拳けんを叩き込みつつ、姫也は落ちるように山道を降りて行く。


　山道を選んだのは、相手のように木々を縫ぬってうまく下山することができる自信まではなかったからだ。


「逆結界ジェネレータは、機能しているんだろうな！」


　誰だれにともなく、強しいて言えば暴走という面めん倒どうを引き起こした相手を思い返し、姫也は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。


「逆結界は術素アトモスフイアの流れを排はい出しゆつするだけ──」


　曲がり角を横っ飛びにもはや、左右の木々にぶつかりそうな距離でムリヤリに回かい避ひし、


「ならばそこに術式生物が寄ってくることも少なからずはある」


　それは都市でも常識、アーデルハイトの授業でも何度か聞いた言葉だ。


　だが、


「今回はさらにジェネレータの方の結界にまで入りこんでやがっただと……」


　姫也たちが面倒な手続きをこなして、ようやく入ったように、あの結界のセキュリティはそんな術式生物が何も考えずおいそれと入り込める場所ではない。


　誰か、と思い返されるのは最近戦った一人の悪あく魔ま。陰いん謀ぼうに踊おどらされるのはまっぴらだ。


　まだいるというのか──何者かが……!!


　自然なのか人じん為いなのか。疑う余地があるが故に、はっきりとしないそこに答えを求める。


「──わかりはしない！」


　疑念もろとも振り切るように姫也はさらに後方に迎撃の一いち撃げきを見舞う。


「見えたか！」


　山の麓ふもと。機材など大規模なジェネレータの修しゆう繕ぜん時に大型車両が入るために確保された砂利じやりの駐ちゆう車しやスペース。


　油断せず、しかし最後はもはや飛び去るように降り、身を空中で返し山の方に身を向ける。足裏で砂利を押し滑すべらせながら着地。


「さあっ──」


　しかし、顔を上げた姫也はそこで気付くことになった。


「？」


　────。


　しん、とそこにあるのは、静せい寂じやくに包まれた夜の山林。ただそれだけであった。


「追って──来ない……？」


　駆け下りてきた山道に向かう姫也。


　だが、さきほどまで執しつ拗ようなまでに追つい随ずいしてきていた黒犬の群れどころか、一匹たりともそこにいない。最初からいなかったと言うように、唸り声も何もなく、開かれた一帯に姫也の切れた呼吸だけが響ひびく。


　山の方を注意深く窺うかがいながら、すっくと姫也は立ち上がり、通信機に手を触ふれた。


　そこで右手に痛みを得ていることに気付く。右拳の傷がもう一度開いてしまい、血があふれているのだ。


「さっきの裏拳の時か……犬神か何かで、霊れい体たいに近いっていうのは本当のようだな」


　逆にそれを以て、すくなくとも自分が相手をしてきたものが実在し、幻げん覚かくなどではなかったということを確かく認にんできた。


　さほど傷のことも気にもせず、姫也はそのまま通信機に声を放った。


「ヱーファ、そっちはどうだ」


　やや沈ちん黙もくがあり、その後、声が来た。


『──こっちは二、三匹だったからすぐに片付いたよ？　姫ちゃんの方に大多数が向かったみたいだけど──』


　だったら、と姫也はさらに表情に怪け訝げんの色を強めた。


「なおさらなんでだ……何な故ぜ俺に……俺を？」


『──姫ちゃん？』


「いや、よくわからないが既すでに犬共は姿を消している。こっちも無事下山した。トマスの奴やつが怖こわいとか言って駄だ々だこねるだろうからスマンが飛ばずに一いつ緒しよに降りてくれ」


『うん、現在進行形で泣きつかれているよ。鬱うつ陶とうしいなあもう……』


「下で待機している。何かあったらまた連れん絡らくしてくれ。気を付けろ」


　通信を断った姫也は緊きん張ちよう状態を解いたせいであろう、どっとやってきた疲つかれに任せてその場に座り込もうとした。


　だが、姫也は見た。


　──白。


　顔を回した姫也は視界の隅すみに宿った色を見み逃のがしそうになり、はっとしてその方向を見た。


　向こう、都会の街並みを彩いろどる光と闇の中に紛まぎれてしまいそうなほど、しかし明らかに違ちがった色が視界に入ってきたからだ。


　砂利の駐ちゆう車しや場じようの奥、道側に立っていた街灯の下に一人の人物が立っていた。


「お疲れ様さまです、姫也様──」


　姫也を労ねぎらう優やさしげな女じよ声せいは、姫也にとっては今朝ぶりとなるもの。声とともに、律りち儀ぎに体を前に折っての礼に姫也はそこにいた者が誰なのかを解する。


「──ノイルさん？」


「ハイ、こんばんは姫也さん」


　言って闇夜に突とつ如じよとして出現したノイル・アテンドは笑えみを浮うかべ姿を明らかにした。


　周囲に走る車もない。一帯に動くものが無ければ聞こえるのは遠くの音だけ。二人の周囲は夜ということもあってか、とても静かであった。


「──どうして、此こ処こに？」


　驚おどろきに身を任せ、率そつ直ちよくな質問を姫也はした。


「いえいえ此処に居るのは偶たま々たまですよ。強いて言うのならば調査です。今回私が命じられた仕事のひとつですから」


「調査？」


　後ろめたいことなどなさそうなノイルだが、そこに含ふくまれていた言葉に姫也は疑問を返した。疑問を表情にした姫也に、それでも笑みを崩くずさずにノイルは続けた。


「ええ、アイリス様にはご内密に。ヴァルハラ王から仰おおせつかりました任務です」


「調査任務？　それはつまり──内情視察だとか──……」


「ああすみません姫也様、すこし言葉が足りませんでしたね……たしかにスパイだと思われますよね……っ」


　そこで初めて彼女は焦った様子で否定を用いた。


「私へ下された命と言いますのは、逆結界ジェネレータ、その調査です」


　ノイルははっきりとした口調で言う。


「──トーラー・ブランシェット」


　それは姫也にとっては最近、体に傷ごと刻きざみ込まれた深く、素す直なおに不快な名前であった。


　見るのは右拳。開いた傷から流れる血が、砂利の地面に点々と赤の色を落とす。


「これだけでも姫也様はお分かりではないでしょうか。彼の引き起こした先の一件、ヴァルハラ王はひどく心を痛めておいででしたので」


「──そこで何故あなたが？」


「私とて、アイリス様の周囲を預かる身。多少なりとも術式など齧かじっております」


　尋たずね返してばかりの姫也に困ったように笑みながら、ノイルは続けた。


「アイリス様が逃とう亡ぼうされた際に使用された隠おん密みつ用のステルス装備だって私が作ったんですよ？」


「あなたがあれほどのものを──？」


　驚おどろいたこちらに誇ほこるように彼女は胸を張る。人は見かけによらないというが、この人の場合そういったことをするのが想像出来なかった。それほどまでに彼女は普ふ通つうだ。


「しかしそうか──……ヴァルハラ皇が……」


　不意に思い返し、心にあふれた懐なつかしさが姫也に笑みをもたらしてくれた。


　そういう人だ。本来ならば自分が直々に調査するなどと言い始めてもおかしくない。十中八九そう言って政官たちを困らせたのであろう。その結果、ノイル・アテンド、彼女が遣つかわされた。


　懐かしんでいた姫也に、しかし眉まゆを下げたノイルが言った。


「しかし調査の方はまだ少し必要ですかね──……どうもこの辺りだけでなく、逆結界の向こう側、そちらの方では術式生物の行動も確認されているようですので」


「……そうなのですか？」


「ええ、どうも術素アトモスフイアの流れが安定し切れていないようですね。何故でしょうか？」


　疑問を口にする眼前のノイルを前に、姫也には当然その事実の理由もわかっていた。ただ思い出すのは昼間に東あずま学園長に告げられた言葉だ。





『君の身に宿った莫ばく大だいな神の力。それを使ってしまったせいで、様々なところで影えい響きようが出るだろう。仮にも一国一神話に大々的に登場する英えい雄ゆう神の相手、討とう伐ばつされるべき悪あく竜りゆうだ。そんなものが動き出してこの国の地脈に、術素アトモスフイアの流れに影響が出ない方がおかしい』





　影響を与あたえているのはおそらく──。


「俺……なのか……」


　先の犬いぬ神がみ。あれもそうなのか。自らの力によって引き起こされたものを、自分が見せられることになるなんて──。


　姫也が歯は嚙がみするように地面を見ていると。


「皆みな様さまも降りて来たようですね──」


　ノイルの言葉通りだった。


「ひ、姫也──怖かったよおおおお！」


　声に振ふり向けば、涙なみだを浮かべ、口を３の形状にして山道を駆かけ下りてくるトマスの姿があった。その後ろにやれやれと言った表情をしているヱーファが続いている。


　どうやら二人共無事らしい。ほっと姫也が胸むねを撫なで下ろしていると、背にした後方でノイルが続けて声を放った。


「では、私はお先に学園の方へと戻もどらせていただきます。そろそろアイリス様が訓練を終えて帰宅される予定ですので学園の方にてお待ちさせて頂きます」


　笑み、礼。見慣れ始めたノイルの挙きよ措そとともに束つかの間の会合は終わる。


　ふっと最後の灯火が消える蠟ろう燭そくのように、彼女は闇やみ夜よに溶とけるように去って行く。


「……俺が世界に与える影響、か……」


　その後ろ姿をじっと追い続け、消えるまで見つめていた姫也の元にトマスがやって来る。


「どうしたんだ？　ってお前手ェ怪け我がしてるじゃねえか！」


　大だい丈じよう夫ぶ、とだけ小さく答え姫也はあらためて下って来た山を見る。


「大それた厄やつ介かいな力だよ、まったく……──」


　山に背を向け、姫也は二人にも見えぬよう忌いま々いましげな表情でそう呟つぶやいた。





　　　　◆





　学園長が休日に充てた交流祭を数日後に、にわかに学園は活気づいていた。


　本来であれば、夜には研けん究きゆう棟とうとD.S.T.関連施し設せつにしか灯らない光。


　だが今、京学園は夜という時間すらも完全に無視していた。設置された人工光だけでなく術式的な光源も用いられ、京学園は夜暗のなかにあって光り輝かがやく。


　それは新年度が始まり突とつ然ぜん決まった予期せぬイベントの準備のためであり、新年度に際し、新たになったクラスのメンバーとの交流を深めるという意味でも彼らには多少なり高こう揚ようがあった。


　騒さわげればなんでもいい、という生徒もまた多いのかもしれないが。


　交流祭の一件は、すでに委員会が組織され、広報部により京学園全域にお達しが飛んでいた。


　中央道だけでなく学園内の人通りの多い主要な場所では、完全に営利目的で場所を奪うばい合うサークルや研究室が後を絶たず、またそれを鎮ちん圧あつすべく委員会の腕わん章しようをつけた者が忙せわしなく走っていた。


　喧けん騒そうと呼ぶに明るく、今かまだかと生徒たちは様々な面で準備に余念がない。


　生徒たちが行き交う道を、訓練を終えたアイリスたちもまた寮りようへの帰路に就いていた。


　ふう、と吐と息いきを漏もらし、アイリスは空に息を漏らした。


　こんな時間まで体を動かし、皆みんなで夕飯を食べた後に、一日を終える。


　まだまだ彼女にとっては非日常な日々を楽しいと思いつつも、それは胸中の半分ほど。


　もう半分にあったのは交流祭のことではない。


　──駄だ目めだ。やはり参考にはならない。


　人間サーカスを繰くり広げていた夕は、訓練時間の残りを無む駄だにせぬため、とその後続けて一色を相手どって戦せん闘とう訓練を行っていた。そんな二人は道の先を行き、先の自分たちの戦闘についての反省会をしている。


　あれは自分の力を理解した者たちの動きだ。


　力あるというのは良いことだと皆はフォローしてくれる。だが、あればあるだけあればいいというわけではない。手加減というのは必要だ。


　誰だれかを傷つけぬために──。


　それをアイリスはよく知っている。


　自分の身に余る力で他者を傷つけ、自らも傷ついた少年を。


　自らを責めた少年のことを。


　──姫也、そんな大きすぎる力を手にして、あなたはどこまで悩なやんだのよ……。


　最近ではあまり気にしなくなっていた胸の傷に触ふれ、アイリスはまた息を吐はき出した。


　深くついたため息に交流祭のことで晴れていた気が、また重くなっていくようだった。


　比例して重くなる足取りを無理にでも持ち上げ、アイリスは歩いた。


「皆並々でないのは、やっぱり才能なのかしら。それとも──」


「正確には並なんてないのがこの世界」


　言葉の続きを口にしたのはアイリスではない。


　声の方向をアイリスは見た。道を行く自分の横、そこにゼナイドが並んでいた。


「──ゼナイド？」


「うん」


　名を呼ばれたことに対して頷うなずき、彼女はスポーツ用のボトル飲料から伸のばしたストローを口にくわえ、中身を吸う。動作が小動物チックで、同性ですら可愛かわいらしいと思ってしまう彼女はやはりというかグラン・ギニョールの片かた腕うでに抱かかえられ、腕に器用に座っている。機械人形に乗って歩かせている分、身長はさほど変わらないはずだが、彼女の方が目線は高くなる。


　会話を途と切ぎらせなかったのは、アイリスではなく他でもないゼナイドであった。


「アイリスは悩んでる？」


「え？」


「──自分の力」


　端たん的てきな言葉とともに、ゼナイドはまっすぐにアイリスの方を見ていた。
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「ヴァルハラで通っていたのは普通の学校だったから。暴発しがちな私の力も使わずに済んだから……戦うっていうのはちょっとまだ抵てい抗こうがあるかな」


「じゃあどうして？」


　声を宙に落とすように、ゼナイドは言う。


「……戦う必要がないなら、戦うべきじゃない」


　喧騒に包まれそうで、しかしゆっくりと紡つむがれる言葉がアイリスの耳にだけは、はっきりと届いていた。


「アイリスが此こ処こに来たのは……何な故ぜ？」


　アイリスは何故そんなことを──そう問い返しそうになる。


　だが、ゼナイドの目は真しん剣けんそのものであり、しっかりとこっちと向かい合う彼女には受け止める準備があるように見えた。


「──世界をもっと見てみようって思ったの……」


　それが、アイリスがあの戦いで得た思いだった。


「事件に巻まき込まれて……なにも出来なかった。結果として、姫也のおかげで生き残ったけど……そこでもしも、もしもって思ったら、もっと悔くいなく生きようと思ったの」


　自らが命の危機に晒さらされ、まだ世界はこういったことが満ちているというのなら──。


「この強すぎる力でも、もっと使うべき場所があるのなら、って私はもっと誰かのために役立てるために使おうと、そう思ったの……」


　ふとアイリスが顔を上げると、ゼナイドは表情を崩くずしていた。


　笑って──。


　アイリスに向かい、ゼナイドは口元に微び笑しようを浮うかべたまま、


「アイリスは考えすぎ」


　やや間を置くようなしゃべりで彼女は言葉を続けた。


「でもそれは良いところ」


　視線を一度逸そらし、彼女は自らを抱だき上げるグラン・ギニョールの胸に手を触れ、


「きっと此処でしか得られない、求めることも出来ないものがある」


「ここでしか得られない──……」


　そう、とゼナイドはアイリスに頷いた。


「みんなが自分の目的のために、誰かの目的にために動く場所」


　そこでさらに彼女は周囲を見る。


　光に包まれ、騒がしくも皆が楽しそうに笑う。とても皆が緊きん急きゆう時には戦わねばならない。そんなことなど感じさせないほどに、明るい。


　甲かつ冑ちゆうの表面を撫なでるように、そこに積もったものを愛めでるように彼女は優やさしく触れる。


「そこで楽しめるかどうかは、まだこれから」


　だから、とゼナイドはアイリスの方を見て、


「がんばって」


　アイリスの胸中に生まれたものは、くやしさにも似た、だが晴れやかな気持ちであった。


　可愛く笑うなあ。


　ずるい、とそんなことを思ってしまうアイリスはどうしようもない気持ちに包まれた。


　ゼナイドに笑えみを返し、アイリスは前を向いて言った。


「──まだ、始まったばかりだものね」


　そう、とゼナイドはもう一度頷く。


　まったく。とアイリスは素す直なおに感謝の気持ちが浮かぶのがわかった。


　思いつめ過ぎていたのかもしれない。


　焦あせっていたのだ。一色にしろ、ゼナイドにしても心配をかけすぎた、と思うと同時あの二人にすら悟さとられるほどだったのだろうかと省かえりみて、


「肩かたの力を抜ぬいて、でももっと頑がん張ばらないとね」


「──でも、アイリスは噓うそつき」


　そこでゼナイドの方を見れば、笑みではなく無表情に近い半目をしていた。


「来た理由、姫也に関する部分を全部端折はしよった」


「なっ──そこはそのっ、それはダメっ!!」


　抗こう議ぎの声も聞かずゼナイドはそのまま前を見て、今はいない者を思う。


「姫也遅おそい……」


　なんだかもう自分ばかりが焦って恥はずかしがって、なんとも言えぬ思いのまま、そうね、と力なく肩を落としアイリスは前へと行く。


「──なにしているのかしら」


　思い、夜空を仰あおぐアイリスは晴れやかなものだ。


「アイリス様ーっ、お、お帰りなさいませー」


　声にアイリスが前を見れば、高等部の正門。そこで周囲にカメラを構えた男子生徒たちに囲まれ、困った笑みでこちらに手を振ふるノイルの姿があった。


「なーにしてんだかノイル……」


　苦く笑しようを浮かべながらも、アイリスは肩の荷にがひとつ降りたかのように軽く駆かけ出す。





　　　　◆





　任務を終えた姫也たち三人と、さらに訓練室の四人が集まり、夕食を共にする頃ころには、すでに時刻は九時を回ろうとしていた。


　テラス側のテーブルに陣じん取どったトマスの分隊以外にも、学食にはシフト上がりや訓練上がりの分隊たち、さらには交流祭の準備を行っていた者たちもだべる場所を求め、各おの々おのの時間を過ごしていた。


「最初に連れん絡らく受けたときは本当に肝きもが冷えたわよ。また怪け我がしたって聞いて」


　対面に腰こし掛かけた夕にそんなことを言われ、姫也は見せつけるように新たに包帯の巻かれた右手を正面の夕に見せつける。


「いや、ただ単に殴なぐった時に、犬の牙きばか何かで切っただけだって」


「でも流石さすがねえ。天てん狗ぐ？　犬神？　とにかく、やたら硬かたい姫也の体に傷つけるなんて」


「霊れい体たいに近い分、物理的なとこから離はなれたもっと破は壊かいみたいな概がい念ねん的な攻こう撃げきの意味合いが強まるんだよ。だから通常の刃は物ものとか使ったものより──」


「ああヱーファ解説の方はお腹なかいっぱいよ、今はゴハン食べさせてちょうだい」


　夕が説明を始めようとしたヱーファを遮さえぎる。


　物足りないと言うように頰ほおを膨ふくらませていたヱーファに、夕が横のトマスのおかずを奪うばって皿に載っけてやる。


　トマスが何か言いたげな顔をするが、夕越ごしにヱーファに睨にらまれると、粛しゆく々しゆくと食事を再開する。さっきの山中でまた何かやらかして、弱みのひとつでも握にぎられているのだろう。


「しっかし遅いわねゼナイドにアイリス……何してんだか」


　夕が見み渡わたすように辺りを見るが、言葉通り二人の姿はない。


　夕の右みぎ隣どなりにはトマス、左隣にはヱーファ。そして夕の対面に姫也がいて、左にはすでに特盛カレーを平らげ、やるべきことは成したと言うように机に額をつけて眠ねむる一色がいる。


「姫ちゃんが右手怪我したってノイルさんに聞いて──」


「ええ、三人でどこかに消えちゃったわ」


　ヱーファと夕が言うのに対し、やや不満気な表情でトマスは姫也を見た。


「なんでお前だけノイルさんとお話ししてー。俺も早く下山すりゃよかったー」


「結果的に犬の相手したのも、俺とヱーファだろうが」


　絶対夢に出るー、とトマスは落ち込むように頭こうべを垂れた。思いの外ビビリなのがこの男なのである。まあここに勇気が備わろうものなら堪たまったものではない。


　夕はそんな横のトマスの後頭部にフォークを持って行き待機させ、


「あんたが怪我したって聞いたときったらもうねー」


　直後、頭を上げようとしたトマスの後頭部にフォークの先が突つき刺ささり、そのまま今度こそ机に額をつけ動かなくなった。


　トマスと一色が二人して机に額をつけて動かなくなっている横で、一人残された姫也は女子二人を前になにか落ちつかない気分であった。


「……アイリス、焦っていたわよ」


「女泣かせー」


　ヱーファにトマスの残したおかずを移しながら、夕は言った。


「あんたの怪我って聞くと、程度がちょっと擦すり剝むいたとかそんなレベルじゃないから、こっちとしては焦るのよ」


「そうだそうだー」


　じゃあどうすればいいのか、と叱しかられているようで姫也も少し気が立ってくる。


「……俺だって好きで負ったわけじゃ──」


「そりゃあそうでしょうけど、不ふ慮りよであっても、姫也を心配している人がいるんだから。あんた、また悪いクセが出てるんじゃない？」


「？」


　姫也が何を言っているのだ、と顔を歪ゆがめていると、


「抱え込みすぎ！　頼たよらない！　──なんかあったの？」


「……いや」


　言いにくそうに、姫也は視線を逸らし、


「「噓つけ」」


　夕とヱーファが二人して声を揃そろえて、半目を姫也へと向ける。


　でも、と夕は続けた。


「心配している誰だれかがいるってのだけ、忘れなければいいわ」


「……努力はするよ」


　諦あきらめるように姫也がため息をつくと、夕もよろしいと笑顔えがおを浮かべた。


「さてっと──アイリス達ご飯どうするつもりかし──」


　が、そこで彼女の表情がピタリと固まった。それは横のヱーファも同様であった。


　二人の視線が向いているのは、自分の背中側。つまりは学食の入り口側だ。


　ヱーファは固まらせていた表情を次し第だいにほころばせて、


「ほほーう……」


　何な故ぜか感心するように姫也の方を見た。


　何があるのかと、姫也が振ふり返ろうとしたときだ。


「姫也待って！」


「カモーン姫也」


　後ろからほぼ同時に聞こえてきたのは、アイリスとゼナイドそれぞれの声であった。拒きよ絶ぜつと許可が同時に来て、次の行動をどうすればいいのか姫也が分かり兼かねていると──、


「姫也様、構いませんのでどうぞどうぞ御ご覧らんください」


「ちょっとノイル！」


　アイリスが抗議の声を上げたが、許可を頂いたので姫也は構わず後ろを向いた。


　そこに居たのはノイル＋新たなメイド×２の姿であった。


　だが何故か二人のメイドは姫也のよく知った顔をしている。


　一人は恥はずかしがっているアイリスのようだが、その身に纏まとっているものは、ノイルの着ている侍じ女じよ服にフリルを増してより可愛かわいらしさといったものを求めて作られたもののようであったし、スカートが短い短い。絶対境界線が危あやうい危うい。


　もう一人は胸を張って、どうよとばかり胸を張るゼナイドのように見えるが、やはりその服装はうるさすぎない程度にフリルを控ひかえた侍女服であった。


　こちらはたくし上げるようにギリギリまでスカートの裾すそを持ち上げて見せていた。


「…………」


　本当は朝からのことはすべて夢で、まだ夢の中にいるのではないかと姫也の胸中に疑いの波が再度押し寄せてきたところで、


「おかしいですね。姫也様、メイドはお嫌きらいでしたか？」


　ノイルが首を傾かしげた。


　その問いに『ハイ、好きです』などと安易に答えようものならその瞬しゆん間かん＝あなたに欲よく情じようしていますと言うことになるのを、この知りたがりメイドさんはもう少し考えた方がいい。大体、そんなバカなど──、


「ハイ、大好きです!!」


　今まで死んだように気絶していたトマスが、そこで自らの存在を主張するかのように席から立ち上がり──立ち上がった頂点ですでに待ち受けていた夕の構えたフォークに自ら脳天を突き刺し、倒たおれまたびくんびくんと震ふるえ動うごかなくなる。


　食堂内のあちらこちらから「僕も好きです！」「実は私もです！」と紳しん士し宣言が飛び交っているが、それは気にしたら負けだろう。


　だから、と姫也は改めてメイド×３の方を見て、心の中に浮うかんだ素直な言葉を放った。


「……それは何？」


　自分でもとても素直に心内を表現できたと思う。


　と、目の前のメイドアイリスが、自分の纏まとった侍女服ごと自分の身を縮めるように小さくして、


「わ、わたしは要いらないって言ったの！　ゼナイドが無理矢理！」


　頼たのむから身を捩よじるなスカートが非常に危ない。視覚的な破壊力という意味で。


　本人にどれだけ短いかをこちら側からの視線で分からせてあげたい。


「アイリス様も、けっこう乗り気でいらっしゃいましよ？」


「ノイルッ──!!」


　アイリスが赤面とともに目を尖とがらせ、横にいたノイルに向かう。


「あれよあれよと着せられたけどなんでこんな物が荷物に入っていたのよ！」


「ハイ、私が前々からアイリス様のために仕立てておいたものです」


「主に何のために!?」


「ええ、国民が二次元の世界に傾けい倒とうして現実逃とう避ひを始めましたら、そういった方向の需じゆ要ようを満たすことで、支持を勝ち取り国家の統とう率そつも図るのも止やむを得まいと」


「ノイル、あなたは前々から自分の欲よつ求きゆうに忠実だったわ。でもそれは流石に──」


　そこでノイルがアイリスの言葉を遮り、


「いえ、ヴァルハラ王の意向ですよ」


　雷かみなりに打たれたように目を丸くして、アイリスが驚おどろいた。


「お父様っ!?」


「ええその服装でのアイリス様のお姿写真十枚をお約束に。ご安心ください。ヴァルハラ王のものとペアルックで作っておりますので」


「なんか最後に聞きたくない事実があったわ！　聞きたくなかったわ！」


「俺、かなりヴァルハラ王に親近感湧わいたなあ。そうだよなメイド服は紳士の嗜たしなみだよな」


「奇き遇ぐうね、私はあんたに殺意が湧いたわ」


　顔に血筋を垂らしたままのトマスが、なんてことはないという顔をしていた。


　そんなやりとりを横で見ていた姫也だったが、つい、と袖そでを引かれた。


「姫也……メイドゼナイドもいる」


　メイドゼナイドだけでなく、その後ろに厳し過ぎるメイド服の無理矢理感が半はん端ぱじゃないメイドグラン・ギニョールがいらっしゃるんだが。


　姫也はやや考えた後、


「ああ、メイドゼナイドって韻いん踏ふんでいてすごく語ご呂ろがいいな」


「褒ほめられた……」


　それでいいのか、という周囲の視線もお構いなし、ゼナイドは染めた頰に手を当てる。


「で、何な故ぜメイド服？」


　姫也が一向に見えぬ話に、ノイルを見て問うた。


「ええ、姫也様が怪我されたということで、アイリス様も心配しておられましたが──」


　そこでまたアイリスのノイルに対する抗こう議ぎの叫さけびが入るが、周囲の皆みんながそれを抑おさえにかかって阻はばまれた。


「怪我が右手だと聞きまして、姫也様がゴハン食べられないといけませんので、という話をゼナイド様といたしました所、ご奉ほう仕ししかない！　という話になりまして」


　会話の段階を数段跳とんでいるが頭のネジが外れ、常識という名の回路をどこかに投げ捨てて来たであろうこの二人ならやりかねない。


「ではお二人がお気にめさないということでしたら、初しよ志し貫かん徹てつと言いましょうか初心に帰ってと言いましょうか。ええ、不ふ肖しよう私めがアーンなどして──」


「「だめ！」」


　二人によって止められ、ノイルの行動は阻そ止しされる。


　が、そこで今度はトマスが姫也を指差し、


「どうせもうそんなプレイ、俺の預かり知らないところで終わってるんだろうが──!!」


「プレイ言うな。あと、お前に許可を頂かないといけないのか？」


「どうせピ──でピ──を俺達の預かり知らないところでピ──をピ──して──ああっ、ピーピーうるせえ！」


　皆が見れば、自主規制音の音源はグラン・ギニョールであり、その前にいるゼナイドが表情をきりりと整えた上で、


「……私も姫也のピ──をピ──したり、ピ──してピ──なことしたいとか思ってる」


「ああ……それそうやって使うんだ」


　呆あきれたように横のヱーファが言う。


「待てっ伏ふせられた部分には何が入るんだ！　何をどうしやがるつもりだ!?」


「ナニをどうするつもりだなんて……ヤラシイ……ポッ」


「ポッじゃねえええ！」


　姫也の叫びに喧けん騒そうは終わらず、姫也たちの一日は暮れていった。





　　　　◆





『なかなかどうして犬程度の雑ざ魚こ相手では満足なデータを揃そろえさせてくれませんね。力の発現も見られませんでしたし』


「人としてあるべき姿を保とうとすれば使わねえだろ。あとアイツのは俺の戦車チヤリオツトと同じだ。そんなに集団戦で使うもんじゃねえ」


『しかし確かく認にんは取れました。やはり霊れい体たいに近いもののほうが傷を与あたえやすいようですね。あなたの戦車チヤリオツトによる傷と同じで』


「その辺にいる霊体術式生物の犬っころと俺の自じ慢まんの戦車チヤリオツトを同一視するんじゃねえよ。テメエ自身がさっさと自分が出て行きゃいいじゃねえか」


『アナタと違ちがって私は舞ぶ台たいには拘こだわるのです。演者が実力を持っていたとしても、それを十二分に発揮できないシナリオと舞台環かん境きようなら──』


「どうせ始まったら興味の赴おもむくままにただ試すだけだろうがテメエは。蒐しゆう集しゆう家か気取りが」


『力の発現、世界を揺ゆるがす事態を引き起こすこと自体の自覚。それを留とどめているのは、彼の優しさでしょう』


「コイツ、聞きゃしねえ……」


『いいですね悪あく竜りゆうの優しさ。優しい竜は人の身を案じる──それを脅おびやかした場合、彼はどうするでしょうか。周囲に誰もいなければ？　必要に迫せまられたら？』


「使うんじゃねえのか……」


『ベリアル、神話の八岐大蛇ヤマタノオロチのお伽とぎ話ばなしは知っていますか？』


「酔よっ払ぱらった挙句に相対することなく英えい雄ゆう神しん様に首を切り落とされんだろ」


『ええ力を振ふるう前に殺されるなど、あってはならないこと。そうとも。その情報をその存在の所以ゆえんと力のほどを私は欲ほつしているのですから』




　第三章．逡巡する竜の子







　女子寮りようの一室。


　アイリス・リンドヴルムと、真新しいネームプレートが部屋のドアには挿さし込まれていいた。まだ家具ではなくダンボールが部屋外のドア脇わきにも積んであって、それは室内になるとなおさらで、茶色が部屋の大部分を占せん拠きよしていた。


　衣食住のうちの二つだけ揃そろえばいいと言うように、ベッドからクローゼットまでの道のりだけに物がなく、今はそのダンボールの山を前に二人の人間が作業をこなしていた。


　一人は新たに部屋の主となったアイリスだ。


　彼女は一向に片付かぬ部屋の荷物を見ながら、


「新生活っていうのも、楽しいことばかりじゃないわね……」


「それはそういうものですよ、アイリス様」


　仕方ないと呆あきれるように笑えみ、やはり侍じ女じよ服姿のままのノイル・アテンドが言う。彼女も近きん隣りんのホテルに滞たい在ざいしているようだが、その格好はいつもメイド服だ。几き帳ちよう面めんだと思うが、同時にさほどお洒落しやれというものに興味がないのかもしれない。


「せっかく新たな世界に出たというのです。私だってずっとこちらにいるわけではないのですから。もっとしっかりしていただかないと」


　侍女の諫かん言げんに、アイリスも苦笑いを浮かべる。


「──すぐに帰るの？」


「いえ、交流祭まではご一いつ緒しよさせて頂きます。アイリス様の晴れ舞台ですので」


　ふふ、と微び笑しようを浮かべながら、そこでノイルは思い出したように、


「さきほど買い出しに行かれる折、夕ゆう様が、姫ひめ也や様が居らっしゃらないと仰おつしやっておりましたが──何かあったのですか？」


　アイリスは箱から取り出した服をたたむ手を止めた。


　そう言えば、とアイリスは思う。


「──最近なかなか一緒の時間がないなあ……」


「アイリス様、感情が口からだだ漏もれですよ？」


　今は構わない。聞いているのもノイルだけだ。


　怪け我がの報告を受けた時、メイド服はともかく心配したのは本当だ。


　それは以前の、出会った時の戦いでの危なっかしい姫也と、さらにトーラーとの戦いを思い返して余計に強まった。


　強いけど、弱い。


　それがアイリスの、今の姫也への印象だ。トーラーとの戦いでも、彼は全力で自らの身を賭として戦ってくれた。


　だが──。


　自己犠ぎ牲せい。そんな言葉がアイリスの脳のう裏りを過よぎってしまう。


　……危なっかしい。


　自らの傷に手を当てアイリスがそんなことを思っていると、ノイルが微笑のまま、


「あまり奥手なばかりだと、誰だれかに横から搔かっ攫さらわれてしまいますよ？」


「何言ってるのノイルッ──」


　が、そこでアイリスは違い和わ感かんを得た。


　ノイルが遠くを見るように、なにか含ふくみのある笑みを浮うかべたように見えたのだ。


「ノイル？」


　が、瞬またたきの間に、彼女の表情はいつもどおりの微笑に戻もどっていた。


「どうかなされましたか？」


「あ……いえ、いいの。なんでもないわ」


　そんなこちらの不安もよそに、ノイルは手をひとつ打つ。


「それではアイリス様、ご一緒に交流祭へと誘さそわれてはどうでしょうか？　せっかくですし、なによりアイリス様の晴れ舞台もございます。お二人の関係をぐっと進めるいいチャンスではありませんか。ぐっとですよ！」


　チャンス、関係、ぐっと、と提示されたワードを並べて、順を追って思い浮かべてしまい、


「～～ッ！」


　何を思っているの私は！


　手近にあったクッションに顔を埋うずめ、アイリスは行き場のない恥はずかしさを放った足でばたばたと発散させた。


「アイリス様？　一体どこまで思い浮かべました？」


　余計なことを問うたノイルにクッションを投げつける。が、身を倒たおすだけでそれも簡単に回かい避ひされてしまう。妙みようなところで高性能なメイドだ。


「ななな何言ってるのよノイル！　私はなんとも思ってないんだからね！」


「薄うすっぺらいツンデレをありがとう御ご座ざいます。アイリス様」


　笑顔のままのノイルの方に赤面の睨にらみを向け、アイリスは思い出したようにその場から立った。


「…………」


　アイリスは傍はたから見てもあまりにわざとらしく、まさしく今気付いたかのようにはっとした仕草をして、


「ちょ、ちょっと用事思い出したから行ってくる！」


　そのままアイリスは大おお股またで部屋のドアに辿たどり着く。


「姫也様のところでしょうか？　でしたら今夜はお帰りになられないということで──」


「帰ってくるわよ！　バカノイル！」


　向かう場所への否定はせず、恥じらいの感情まかせにドアが勢い良く閉じられた。





　　　　◆





「しっかし賑にぎわしいな」


　言いつつ歩くトマスの姿は、外にあった。


「そうでしょうよ」


　トマスの横を行く夕が、トマスに対して声を放った。


　彼らは両手にドラッグストアやスーパーマーケットのビニール袋ぶくろを提さげ、騒さわがしさがまっすぐ続いている道どう路ろ脇わきの歩道を行く。


「逆にうちの学校で祭りと聞いて、無反応だったら一周回って正気度疑うわよ」


　そうだな、と夕の言葉にトマスが笑い返す。


　翌日に控ひかえた交流祭を前に、学園は数日前の開かい催さい宣言の日よりも落ち着いていた。本番こそ騒ぐためのモノであり、前夜祭などはやりたい奴やつがやればいい。


　準備に追われる者たちは屋台や出店の最終調整に余念がない。


　一いつ般ぱん生徒全員ではなく、今回はあくまで合同な上に緊きん急きゆうだったため参加は半ば純利益目的とも言える。学内に存在する商店やヴァルハラ側のものが率そつ先せんして参戦、サークル、研究室、部活動などが活動資金を求めて、営利目的の営業を行う。


　翌日に控えた営業競争を前に嵐あらしの前の静けさといった様相だ。


　そんな祭りの骨組みとも言えるものを横目に、二人は行く。


「悪いわねトマス。付き合わせて。アイリスの日用品、あの娘こったらけっこう色々と準備してなかったみたいで」


　やや目め尻じりを下げて言う夕に、トマスは仕方ないと言うように笑う。


　明らかにトマスの方のビニールの方が大きく、重そうであったがそれに文句を言うことも出来ないのだろう。トマスは重さに負けた前ぜん傾けい姿勢で歩を進める。


「いいさ姫也が捕つかまらねえ、一ひと色いろはとんずら。嬉うれしいことに俺が行くしかないでしょ」


　諦あきらめ半分、恨うらみ半分と言った様子でトマスは手荷物の重みに下がった肩かたを持ち上げ直す。


　二人は買い物を済ませ、学生寮への帰り路についた所であった。


　左右に延びる喧けん騒そうの波を縫ぬって、二人はただ歩く。


　ふと、夕が口にした。


「……大だい丈じよう夫ぶかなあ」


　彼女としては誰にともなく言った言葉であったのだが、


「そりゃあどっちへの心配だよ？」


　横のトマスはその意を汲くみ、聞き返してきた。


「強いて言うのなら姫也の方だけど……まあ、どっちもよ。危なっかしさは折り紙付きねあの二人」


　困ったものね、と夕が漏らすと、ちげえねえ、とトマスも苦笑いを浮かべる。


「でも、いいんじゃね？」


　トマスの答えは、夕にとってすれば若じやつ干かん意外な答えだった。


　前回の戦せん闘とう時姫也を助けようと、分隊の皆みんなは話すでもなく集まった。そして一人で行こうとしていた姫也を止めたのもトマスだ。


　トマスはふざけた様子もなく、歩を緩ゆるめることもなく言葉をさらに続けた。


「この間は頼たよれって姫也には言ったけど、あれは時間がないからだ。今はゆっくりと悩なやむべき時間だろ。そうすることで出る答えも俺はあると思うね」


「────」


　呆ぼう然ぜんとしていた夕に、トマスが不思議そうな顔をする。


「どうした？」


「いや……あんたも一応いろいろ考えたりしているんだなー、って」


「ひどいこの娘！」


　夕は眉まゆを浅く立てて、


「でもそうね。姫也は相変わらず悩んでいるみたいだしね……そこに何があるかはわからないけど──」


　夕は覚かく悟ごをひとつ決めるように前を見る。


「何かあったとき、私達がすべきことはそこで答えへ至るための道の邪じや魔まを排はい除じよすること」


「そうだな。ま、あんま肩かた肘ひじ張はりすぎるなよ。お前も、俺も大変だなあ……」


「うん、私は大変だけど、あんたはそんなでもないと思う」


「……ひどいわ！」


　オネエ言葉のトマスを無視しそれをまたトマスが抗こう議ぎし、二人は寮りようへの帰り路を行く。


「まあ一色はともかく、姫也のいる場所なら見当がつくんだけどね」


「どこだよ、ってクイズにもならんか。アイツが一人になりたがったら──」


「「訓練室」」


　だよなあ、そうよねえ、と相あい槌づちを互たがいに打つ二人の足取りは学園へと向かって行く。





　　　　◆





　使用中とランプのついた訓練室で姫也は一人息を切らしていた。


　外で行われている祭りの準備のおかげで、一室を個人で使用できるほどに余よ裕ゆうがあるというのは、今は純じゆん粋すいにありがたいと姫也は思った。


　姫也が試ためしているのは、自分自身であった。


　ただ動く。姫也は思いの任せるままに体を動かす。


　それは蹴けりであり、掌しよう底ていであり──ただ自分の本能のようなものに任せるまま、思うままにただただ止まらぬ動きを続ける。


　連動連れん舞ぶ。止まらぬままに肉体を行使し続け、姫也は動く。


「まだ行ける……」


　自分の限界はまだ先。だがそれはこの体での限界。所しよ詮せんは人の身であっての限界だ。


　人が扱あつかうからそれは力ではなく武であり、それを繰くる術が武術であり、それを用いるための心の在り方が武道と成る。


　能力を解放すれば人の体とは呼びがたいスペックを有する八や劍つるぎには、およそ武道・流派なんてものは存在しない。同時、型なんてものも。


　制圧し場合によっては殲せん滅めつする、そんな純粋な制圧術。軍隊格かく闘とうが近いのだろうか。自分の戦う近接戦闘の技は母の教え導きと我が流りゆうだ。


　思い出すのは、母の教えの下にあったヴァルハラでの日々。


　八劍の先代当主でもある姫也の母親は、純粋に強かった。


　しかしそれは八劍としてではなく、あくまで一兵士として。すくなくとも姫也は母が八岐ヤマタの自然操作の力を使ったところを見たことがない。


　自分の力の制せい御ぎよ法クシナダ。金の簪かんざしのような美しいあの術式は母から習いこそしたものの使ったところは一度たりとも見たことがない。


　教えてくれたものは、法式だけだ。


　習うより慣れろ、とそれが一番の教えだったかもしれない。


　拳こぶしで空を叩たたき、足で宙を斬きる。


　振ふり回す体は人のようであり。


「はっ……──」


　しかし駆く使しする力は神のもの。


　行き着く連動の果てに、姫也は一段と深い息を吐はき出した。


「ここからどうすべきかーー……」


　呼気とともに盛大にたまった疲ひ労ろうを吐き出し、姫也は立ちすくむように天上を見上げる。思考はまとまらずとも、体をがむしゃらに使えば、ほどよい疲労感が体を支配する。


「この程度は──……当たりまえだな……」


　ただ近接戦闘を行うならば、このままでも出来ないことはない。


　だがそれは所詮、人の域での格闘戦だ。術式であり武装であり、そういったものを相手にするには頼りなさすぎる。


　姫也が武装を持たないのも、必要ないからだ。というのも自然操作があるからと、使う必要がないのではない。使えないから必要ないのだ。


　逆に術式を組もうとしても術素アトモスフイアを喚かん起きし術式を発動させるまでの、行程は理解出来ても使えないのだ。術式は人が扱うことを前提として用いるものだからだ。


　人の身のようでありながら自分はそういった面で、人ではない。


　結果的に一色や夕のような術式兵装で武装するという選せん択たく肢しも排除される。単純な術式を使用しないものならば可能だが、それでは役に立たないことの方が多い。


　結果的に力を使うことが大前提になる。


「力は力──だが、どうしてもな……」


　アイリスへの後ろめたさはなくなった。


　力を信しん頼らいしたい。しかしながら自分が世界へと与あたえてしまう影えい響きようを考えると、気持ちに躊躇ためらいが出てしまう。


　本当に使うべきなのかどうか。


　どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱな自分自身。


「悪あく竜りゆうの御み子こ──か……」


　大層なご身分だ。本当の悪竜もまだ見たことがない癖くせに。自分がそうだという。


　今の自分の眼は、赤くないだろうか──。


　天てん井じように備わった照明の光を見つめ、眩まぶしさに姫也が呆ぼうとしていたときだ。


　部屋の自動ドアを開き、入ってくる者の姿があった。


「一色……」


「準備の方に行かなくていいのか？」


　顔色ひとつ変えず、一色は姫也を見つけると開口一番そんなことを問うて来た。


「……任務のある奴は免めん除じよって決まっただろう」


「訓練時間は別に今消化しなくとも──いや、そうじゃないな」


　自らの肩に担った武装ケースから、訓練用の大たい剣けんを取り出しながら、彼は首を振った。


「俺も大概口下手だから、はっきり言っておく」


　彼は姫也のほうを見て、


「何のことだ──」


「……お前が訓練の相手も連れず一人で訓練室に籠こもるのは、大概がなにか思いつめているときだろう」


　一色はこちらの真意など知らないはずだ。


「何を悩んでいるかは知らんが、思うのならばやればいい」


　だが、姫也は悩んでいる自分をバカだと言われているようで、その言葉に真っ向から相対していた。


「……一いちか八ばちかに賭かけろと？　力の在り方も解わからないままに……」


「やってできそうならやればいいじゃないか──」


　二人の間の空気がわずかに硬かたくなる。


「──足を止めるか、先へ進むためのものかの差だ」


　そこで彼は何事もなかったかのように、ケースに大剣をしまい始める。


「……ここにいると邪魔になりそうだな。俺は他に行こう」


　そのまま姫也の方へと背を向け、一色は訓練室の入り口へと向かって行く。


「お節せつ介かいが多いな……俺の周りは……」


　苦笑か、はたまたそれは自じ嘲ちようか。


　姫也は考えることを止め、また無心に体を動かし始める。





　訓練室を後にした一色は一人廊ろう下かを歩いていた。


「……力の在り方なんて大層なものを考えているようじゃ、先は長そうだな……」


　そこで、彼は自らの胸ポケットに収まった携けい帯たい電でん話わを探る。


　なかなか互いにこういったものを使いあう機会が珍めずらしいが、分隊の皆の連れん絡らく先さきぐらいなら入っている。電話帳を呼び出し、五十音順で一番上に来ている少女の名前を選せん択たくし、


「……アイリスか？　一色だ」


　大層なおせっかいだと思いつつ、彼は本部の廊下を歩いて行く。


　訓練室のドアの前に立ち、去り行く彼の背を見つめる者がいるのも、気付かぬまま。





　　　　◆





　再び訓練室のドアが開いたのは一色が去って数分と経たずのことであった。


　体を動かすことを一時止め開くドアの方へと体を向けた姫也は、素す直なおにそこに来たのは忘れものでもした一色だと思っていた。


「一色か？　忘れ物でも──」


　だが、その予想は大きく外れた。


「──残念でした。私ですよ」


　声は一色の声ではなかった。おどけた様子で笑う女性ノイル・アテンドが開かれたドアの先に立っていた。


「ノイルさん……本当に神しん出しゆつ鬼き没ぼつですね。あなたは……」


　姫也の表情に険の色が戻もどる。


「ええ、私も自分の興味の赴おもむくままに動いていますので……」


　彼女は何気ない様子で部屋に入り、そのまま姫也の方へと一歩二歩と出る。笑えみを崩くずさぬまま、ただただ姫也を見つめるだけのノイルに耐たえ切れず、姫也は口を開く。


「……何か御ご用ようでしょうか？」


　ノイルはやはりいつもの優やさしげな笑顔を崩さぬままに、


「いえいえ、大したことではありません。悩なやんでいらっしゃるのでしょう？　自らの力に……」


　なにもかもお見通しだと言うように、ノイル・アテンドは続けた。逆に異常に感じられるほどに彼女は笑顔を崩さない。ただ動くことすらせず、姫也の次のアクションを見守るように笑みの表情しか浮うかべない。


「あんた……何者だ？」


　姫也は笑みしか返さぬ相手にそれでも問うた。


「何者でもありません。何者でなく、私は私以上の存在じゃない。あなたがあなた以上の存在じゃあないように」


「……なんだっていうんだ……!!」


　姫也は吐はき捨すてた。なにかを知っているかのように自らの前に現れ、試すようにほのめかして煙けむに巻まく、そんな相手に自分の怒いかりをぶつけていた。


「あんたは！　知ったような口を!!　あんたに俺の何が分かるっていうんだ！」


　しょうがないというように、ノイルは言う。


「あなたは求められた場で、求める力を使えばいいのです」


　それだけを言って彼女は室内に、姫也にまた背を向ける。


　本当に何がしたいのか分からない。


　だが、彼女が一体何をした。そこで自分が彼女を殴なぐりつけでもしようものなら、今度こそ姫也は自分の力を許せなくなる。


　胸の内でのたうつ憤いきどおりに、姫也は呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを睨にらみつける。


「使う場所のない暴力は、一体どこで求められると言うんだ……!!」


　見上げた天井の光が、自分だけを刺さし貫つらぬいているような気さえした。





　　　　◆





　一色からの極ごく秘ひのタレコミを受け本部の訓練室にアイリスが辿たどり着いたのは、ほどなくしてだった。


　居る、とそう思うだけで心躍おどる。そんな気持ちでドアの前に立ったアイリスだったが、


「────」


　開かれた自動ドアの先には、部屋の中央に考えこむように空を睨みつける姫也がいた。いつもの姫也なら、こういうときはちゃんと気付くし、それなりの反応をする。だが何の反応もしない姫也を前にしてアイリスは声を掛かけるのを躊躇った。


　姫也の様子がおかしい。それは分かる。


　だが分かってはいても、何に起因しておかしいのか分からない。


　──自分がいなかった分の空白の時間からか。


　それでもだ。


「…………」


　何も言わない姫也は放っておけば、そのままアイリスが入ってきたことなど、気づかぬまま過ごしていそうだった。


　沈ちん黙もくのままでは何も変わらない。ならば話そう。


　思い、アイリスは意を決して、声を上げた。


「姫也……」


「────アイリスか……」


　じろりと、怒ど気きを抑おさえ切れないような姫也の視線がアイリスへと注がれた。光の加減だったのだろうか、こちらを射い貫ぬくような姫也の視線、それを送る眼が赤く染まっているようなそんな気がした。


　獰どう猛もうな彼の眼。トーラーと戦ったときの戦せん闘とうを行うための彼の眼だ。


　その目に見られ、アイリスはどうしようもなく怖こわくなった。


「──どうした、何か用か？」


　ひどくぶっきらぼうな物言いで、姫也は言う。


「ううん、特に用事ってわけじゃあないんだけれど……いや用事はあるのだけれど……」


　噓うそだ。本当はひとつだけ伝えたいことがあった。


　ともに行きたい、巡めぐりたい場所があった。


　だが今の姫也にそれを言うのは、とてもふざけているだとか、馬ば鹿かにしているだとかそう捉とらえられてしまいそうな不安が過よぎった。


　そんな心情が災わざわいしてか、アイリスははっきりと自分の意志を伝えられなかった。


　姫也は、そんなアイリスの心情までは汲くんでくれはしない。


「なら、早く帰って寝ねたほうがいいんじゃないのか？　明日あしたは朝から交流祭の来らい賓ひんとして挨あい拶さつの役があるだろう。お前には」


　役、という言葉を、姫也は強めて言った気がした。




[image: ]


　こちらを突つき放はなそうとする。


　そんな姫也を引き止めるためアイリスは問うた。


「何か……あったの？」


「……お前が気にするほどのことじゃない」


　気き遣づかいに応えることもなく、しかし姫也に確実に何かを思っているというのは分かる。


「でも一人で訓練なんて、珍しいね姫也」


　離はなしちゃダメだ。


　突き放そうするのは、姫也が自分の問題だからと抱かかえこもうとしているからだ。


　だがそこから先、自分でもどうしていいか、どう話をすればいいのか分からないまま、アイリスは自分の拳こぶしを握にぎりこんだ。


「ほら、一人で訓練しなくたって皆みんなで──」


「俺の力は皆を巻き込みかねないだろう……使うにしても場所を選ばなくてはならん……。だというのに皆は言う無責任に選べ、選べ使うも使わないも決めるのは俺だと言う──」


　そこで姫也は抑えられなくなったというように、吐はき出した。


「──言われずともわかってるさ！　黙だまってろよどいつもこいつもッ!!」


　喉のどの奥で溜めていたものを堪たえ切きれなくなったように、堰せきを切って姫也の口から放たれる。姫也の怒りが怒ど号ごうとして室内を満たした。


　姫也にしては珍しい光景だった。誰だれかに当たり散らすよりも彼は自傷に走るような、他人に罪を求めないそういう人間だ。


　得た力の大きさからだろうか。


　無い力は外に欲ほつするものだ。内に在る力はそこに責任や意識が伴ともなう。力で他者を──アイリスを傷つけてしまった過去を持つ姫也であればそれは尚なおの事だろう。


　姫也の叫さけびがしんと呑のまれて消えて行くのを待って、アイリスはなお言う。


「──姫也の力のことだって頑がん張ばればっ……」


　きっと詰つめた視線を姫也はアイリスに向けた。


「自分の力も抑えられないお前が何をっ!!」


「──ッ!!」


　言い返せない。だが、力の使い方に悩み、しかし自らここで頑張っていこうとそう決めた矢先に、姫也にそう言われたことにかっとなったアイリスは止まらなかった。


「何よ──……」


　躊躇ためらいが噓のように、言葉は素す直なおな怒りをアイリスに紡つむがせた。


「何よ何よ！　姫也はいつもそう！　自分で抱え込んで自分一人で自分だけでそうやって！　不幸ぶって他者に関かん与よされたくないって突っぱねる！」


　姫也もそこで止まらなかった。


「それで何が悪い!!　関かかわってくれと誰が頼たのんだ！」


　彼は自分の拳を握りしめ、アイリスに浴びせるように声を張った。


「使わねば役立たず、使えば何か影えい響きようを周囲に及およぼすかもしれない！　他者に迷めい惑わく掛かける力に何の意味がある！　お前だってそうだろう。扱あつかい切れないのなら、さっさとヴァルハラに帰った方がいい。他の誰かを──」


「────」


　ヴァルハラに帰れ。


　そうまで言われ、一気にアイリスは突き放された気分だった。


　心配して、思い、でも側に寄ろうとして近くにいたくて──。


「姫也の──……」


　不安定な心臓が空から咳せきでも漏もらすように、はっと自然息が漏れる。どうしようもない気持ちに視界がゆらりと歪ゆがんでくる。


　潤うるむ目め尻じりを泣いてやるものかと無理矢理抑え、


「姫也の姫也のッ──大バカッ!!」


　一番言い慣れた、今の気持ちを代弁する台詞せりふを残しアイリスは走り出す。


　その場にそれ以上留まることは出来なかった。


「──ッ……」


　整理の付かない気持ちは足をがむしゃらに回し、アイリスは後ろも見ぬままに走る。





　　　　◆





　残された空間で、姫也は一人包帯の巻かれた右拳を見つめる。


「バカ、か──…………」


　姫也は情けない気持ちのまま、


「──!!」


　姫也は右拳を全力で自らの右頰ほおに叩たたき込んだ。


　硬かたい打だ撃げき音が一発、室内に反はん響きようする。


　耳に残る残ざん響きようはひどく脳に沁しみた。


　だらりと頰に埋うめていた、拳を落とす。


　拳の包帯に滲にじんだ血も、口に滲む血の味も姫也の体にとっては大したものではない。すぐに治ち癒ゆし収まり始める。


　それでもなお先程まで以上に、姫也の身を染める怒りは収まらない。


　自分の中に住まうもう一人の自分。


　自らの力に、それ以上に自分自身を罵ば倒とうするために、


「バカかお前はッ……[image: ]」


　姫也は吠ほえた。




　第四章．二人、思うままに。







　交流祭初日──。


　幸いにも天気は快晴に見み舞まわれ、街並みを埋め尽つくすかのように、人がごった返していた。


　普ふ段だんは学園内に収まっている生徒たちが、外に出ているのだからそれも当然と言えば、当然なのだろうが。ある者は仮装して、ある者は友人や恋こい人びとと、親子連れまで多様な種類の人々が学園の構成する一市街を往来する。


　人混みの中には警備としてD.S.T.の戦闘服を身に纏まとった生徒や職員の姿も見受けられた。


　その姿は祭りということもあり街中を重々しい戦闘服で練り歩くのもなんだということから巡じゆん回かい警備にあたっている者は装そう甲こうを減らし、代わりに鎖くさり飾かざりなど装そうし飾よく品が付いた式典仕様のものに切り換かえられていた。


「いや、こちらは今現在異常なし。このまま担当区域の巡回警備を続行する──」


『了りよう解かい。引き続き巡回警備をお願いします』


　本部の情報管制に報告をしながら、姫ひめ也やは雑ざつ鬧とうの中を行く。


　だがその手には紙コップに収まった飲みものがあり、時折コップから伸のびたストローを口に運びながら、姫也は歩を進める。


「……いいの？」


「水分補給だ。お前だって買い食いしているだろう」


　声を上げたのは横にいた戦闘服姿のゼナイドであった。姫也と同じく式典仕様の戦闘服にその身を包んだゼナイドはその手に持ったクレープを咀そ嚼しやくしながら、横を歩く姫也を見上げた。


「そうじゃない」


　後ろに引き連れたグラン・ギニョールが人ごみの中では邪じや魔まそうであったが、祭りの中にあればその姿は仮装か何かと思われるらしく、好意的に道を譲ゆずってくれていた。


「じゃあなんのことだ」


　問いの真意がわからない、と言うように姫也は顔を背けるが、そのままゼナイドはじぃっと姫也の顔を見続ける。


「買い物終わってアイリスの部屋に戻もどった夕ゆうが言っていた……夕お怒いかり、隊長お怒り、アイリスお怒り……謝あやまらないなら私もお怒り」


　それで、何を言われているのか姫也は否いやが応おうでもわかった。


「……わかっている。謝る。謝るよちゃんと謝るさ──」


「誠意大事第一……ちゃんとしないとダメ」


　降参だと、そう言うように姫也は肩かたを落とした。やはり怒りを多分に含ふくんだ目線をゼナイドから浴あびせ掛かけられ、姫也は珍めずらしいと思った。


「お前がそんな風に怒おこるところ、俺初めて──」


「罰ばつとして、その手に持ったジュースをぷりーず」


　前言撤てつ回かい。ゼナイドさん通常運転であった。


「……自分で買ってこいよ」


「姫也のものだからこそ価値がある、これぞ新世紀リサイクル──!!」


　聞かなかったことにして無視しようとした姫也だったのだが、


「ヱーファと間接キス」


「……双そう方ほうにやましい気持ちはなかったし、あれは俺にとっては不ふ可か抗こう力りよくです」


「事実を認めた。学園のネット掲けい示じ板ばんで、すべて五割増で拡散を──」


　先日のノイルの一件での男たちとの闘とう争そうを思い出し、


「欲ほしけりゃやるよ」


　ヤケクソ気味に突つき出したジュースのコップを受け取り、ゼナイドは喜んでいるのだろうが、感情の乏とぼしい彼女の代わりに後ろについてきているグラン・ギニョールが右手を天に掲かかげ、上半身だけをぐるぐると壊こわれたおもちゃのように回転させ、ひどく不気味だ。


　そんなやりとりを、いつもよりも気落ちしたままで姫也はやっていたが、前方にいる人物に目を奪うばわれた。


「先生──」


「姫也ーゼナイドー二人してデート？　清く正しい男女交際しか先生ゆるさないぞー。破ったらファラリスの雄お牛うしに放ほうり込むからなあ。男だけー」


　わかりやすい酔よっぱらいが学園の正門、その片方の柱に身を預けて立っていた。


　ゼナイドがデートだなんて、と横でやっているがそれは少なくとも今日三度目で、これはれっきとした仕事だ。


　アーデルハイトはいつものラフなスーツ姿そのままに３５０竓缶かんを掲げて見せる。


「アーデ先生祭りとは言え、土曜の真っ昼間から教員が学内でビール缶片手に往来歩いていいと思っているんですか？」


「よぉーし姫也ー歯ァ食いしばれ」


　いつもより数段厄やつ介かいな担任は、いつもより数段飛ばして暴力に到とう達たつしそうであった。


　恐おそろしいので、姫也はそれ以上何か言うのをやめる。


「まったく──……」


　言って呆れるように頭を振る姫也はふと顔を上げた。


　雑鬧の中で、姫也はまた〝色〟を見た。


〝異色〟とそういう意味で、だ。


　だがおかしい。彼女はアイリスの式典挨あい拶さつのため身の回りの準備をしているはずだ。こんな所をのこのこと出歩いているわけがない。


　姫也のそんな思考を容易に否定しノイル・アテンド、その人の姿が祭りの雑鬧に紛まぎれ、確かにそこに居た。


「……なにを」


　群衆に紛れても嫌いやに目立つその服装。だが今は周囲も仮装をしているせいか、彼女の格好に目を奪われる者がいてもそれは一いつ瞬しゆんだ。


　確かに姫也の方を見て目線を交かわした上で、ノイル・アテンドは口だけで言った。


『さあ、力を見せてください』


　唇くちびるを読み解く姫也は、一体何のことかと思うが、ノイル・アテンドはなおも笑えみ、言う。


『──悪あく竜りゆうの御み子こ』


　言って彼女は踵きびすを返し、祭りの人ごみの向こう側へと消えようとする。


「──すまん、ゼナイド……俺はちょっと用出来た」


「……用？」


「ヤボ用だ。先に戻っておいてくれ。あと夕に『頼たのむ』とだけ伝えといてくれ」


　首を傾かしげるゼナイドをおいて、姫也は足早に人ごみの中を走って行く。


　何かを知っているのかもしれない。


　では何をお前は知っている？


　焦しよう燥そうにも気持ち悪さにも似たものを胸中に沈しずめ、姫也は追う。


　ノイル・アテンド、ただの侍じ女じよであるはずの人物を。





　　　　◆





「…………」


　姫也はまだ悩なやんでいる、か。一教師として、指針のひとつでも示せればいいのだが。


　姫也が去って行った方を見つつ、アーデルハイトは思うが、


「そう簡単にいく問題でもないか。で──」


「いいのかい？　教師が、こんなところで一人酒なんて」


　背を預けた壁かべ。彼女の横のスペースがいつの間にか埋うまっていた。


「何しに来たのよ高等部を統すべる管理職様」


　アーデルハイトは正面を見たまま、横にいる男に多分に敵意を含んだ応対の声を上げた。


　細身のスーツ姿のよく似合う細ほそ面おもての男。


　学園長たる男、東あずまは鋭するどく切れ長の目をアーデルハイトの方には向けず、目の前の群衆へと向けていた。


　群衆の中にいれば彼を高等部の学園長だと気付く者はほとんどいない。


「ご挨拶だなアーデルハイト。給きゆう与よ減らしたことまだ怒っているのなら、それは君の自業自得であり、そして我々の世代なら僕はこれで大出世した方だと自負しているのだがな」


　東は先日姫也と話していたときよりもずっと砕くだけた口調で言う。


　アーデルハイトは眉まゆ根ねを寄せ、表情を見せ付けるように濁にごしながら、


「で、何よ。私に何か用事？　学園長先生様？」


「相変わらずキツイなあ、アーデルハイトは……」


　苦笑の色が見て取れるようなおどけた仕草をして、東はなお言葉を続けた。


　彼の顔が向かうのは、先ほどまで自分の生徒が消えていった方向だ。


「……彼は、自分の力を選べるだろうか」


「姫也は姫也よ。どれだけ背せ伸のびしても自分以上にはなれないのだから。きっと選ぶわよ。自分の生徒を信じなさいよ」


　東は自らの懐ふところを探ると、そこからタバコの紙箱を取り出し一本を口に咥くわえ、火を灯ともす。


「……それは擁よう護ごかな？」


「贔ひい屓きよバーカ。私の教え子だもの。当たり前でしょう」


　断定して言い放つ直すぐ様さまの応えに、男は見せた口元に微び笑しようを浮うかべた。


「まったく、この教師ときたら……それだけじゃあないだろう？」


　くく、と笑い彼は再度口元にタバコを運ぶ。


「お前にとっては大恩人に当たる八あ劍の先ひ輩との息子むすこだ。気に掛けるのも当然だろうが──」


　一呼吸、深く吸って口から煙けむりを吐はき出す。


「──まあ選せん択たく肢しをどう選ぶも、それが彼の選択だ。我々にはそれを後押ししてやることしか出来はしない」


　懐から新たに携けい帯たい灰皿を取り出し、東は吸い終わったタバコを放ほうり込む。


　ため息を吐き出し、アーデルハイトは正面を見た。


「私は教師である以上、あの子を信じるわ。術式は大なり小なり、たとえ小さくとも世界に干かん渉しようしてしまう力」


　世界が混じったことで、その在り方はさらに変わっていった。


「だが科学世界フイロソフイアと混じって無力な者と有力な者が入り混じり、混こん沌とんとした世界で強すぎる力に悩む者も出てくる──いや、より自分とは何かとアイデンティティの確立をしようと足あ搔がく時期なんだから」


　自分にもそんな時期があっただろうか。


　そして誰だれもが、そこから答えを得て行くしかないのだと。


「私のような一教師だって力を使う責務というものが必然的に発生する……彼らが背せ負おったものを確かく認にんするには、立ち止まって悩む時間が必要になるわよ」


「──色々と考えてるなあ……お前も」


　どういうことだ、とアーデルハイトは横の男に半目を向ける。


「なによそれ。褒ほめるくらいなら給料上げなさいよ」


　そこで東は、背を預けていた壁から背を離はなすと、


「まあいいさ。何事もない、なんてふざけた日々はないんだ──日々は往々にして何かしらが起こり、何もかもが起こりうる。我々はそこで常に立ち向かわなくてはならない」


「そうね──じゃあ道すがらに女教師に、飯を奢おごらせられるハメになることもあるわよね」


「……え？」


「さあ行きましょうか。あんたまだ独身だったわよね？　貯めこんでるんでしょ？」


「いや、これとそれとは……!!」


「さあ現実に立ち向かいなさい！」


「半強制な気がするんだが……」


　東の抗こう議ぎの声を無視して、アーデルハイトは屋台の品定めを始める。





　　　　◆





　特設ステージが設置された京みやこ学がく園えんのグラウンド。アイリスは校舎の一階に位置する教室を準備室がわりに使用していた。


「アイリスさまっ」


　そこでようやくアイリスは自らが呼ばれているという事実に気づいた。


「アイリス様っ！　もう呆ぼけて……緊きん張ちようしてらっしゃるんですか」


　装いも新たに、彼女が身に纏まとっていたのはD.S.T.の式典仕様装そう甲こう服。ヴァルハラの皇族がこれを着て、世界の平和を前に戦う。ＰＲというのも大事なものだ。


　これはD.S.T.の広報部に頼まれたことであるし、また自分の方でも快かい諾だくしたことだ。


「ああ……ごめんなさいノイル」


　意い気き消しよう沈ちん。ここまで今の自分の心情を指し示す言葉があろうか。無理矢理にでもテンションを上げなければ、やってられなかった。


　くやしさに腫はらした瞼まぶたの腫れは一晩のうちに引いた。


『ひどい』とか『姫也が悪い』とか自分の中で叫さけぶ言葉が無限に回り、だが心臓をじわじわ締しめ付けるような罪悪感があるというのは、自分としても後ろめたいと思うところがあるということで。


「ダメだ。どうしよう……」


　朝からこればっかりだ。


　がっくりと顔を胸に付ける勢いでアイリスは項うな垂だれた。


　通らぬ喉のどに反して、腹が減ったと鳴く腹の虫がまた自分の情けなさを助長する。


　罵ば倒とうして泣いて逃にげて。八つ当たりに売り言葉に買い言葉。


　恥はずかしくて頰ほおに熱を得る。


　仕方ないと思うし、さらには姫也も悪いと思う。


「……ダメね」


　やっぱり何巡じゆん目めかもわからない思考の堂どう々どう巡めぐりに、アイリスはため息をつく。


「ダメだなあ……私は……」


「姫也様と喧けん嘩かでもされましたか？」


　後ろで化け粧しよう道具の準備をしているのは、いつもどおりと寸分たがわぬ侍女服姿のノイル。そして不意に投げかけた質問は実に直球ど真ん中なもので──アイリスはわかりやすく頭こうべを垂れる。


「そうね……どうしようか……」


　胸に溜たまったものをため息と一いつ緒しよに吐はき出せてしまえばいいのに。


　相手に思いを伝えるというのはそれがどんな感情であっても難しいものだ。


「いやいや大だい丈じよう夫ぶです。大丈夫ですよ！」


　ノイルは鏡越ごしに励はげますように胸を張って、


「私はお二人の関係をずっと見守っていたわけではないですが、きっと仲直りできますよ」


　そうね、とアイリスは答え、今は自分の仕事に集中しようと意識を向けた。


「ええ、姫ひめ様──」


　だから彼女は気付かなかった。


　アイリスの背後で、彼女の体に手を伸のばすノイル・アテンドが冷れい酷こくな微笑を浮かべていることを。ノイル・アテンドという女性は今姫也が外で追いかけていることも。


「──ステージの幕はすぐに上がりますよ」


　誰が何で。何が誰なのか。


　虚きよ実じつの狭はざ間までノイル・アテンドは笑う。





　　　　◆





「こっちに来たはずだが……」


　姫也は祭りの喧けん騒そうから外されたかのような自然公園にいた。


　一人の人物を追ってやって来た姫也は、石いし畳だたみの道を行く。図らずとも、アイリスが辿たどり姫也と再会するまでやって来た道のりだ。


　だが、と姫也は考えなおす。


　図らずとも、そうであって欲しい。


「そこに思おも惑わくがあるのなら謀はかった上で、か」


　嫌いやな予感とともに周囲をしきりに見回しながら、姫也は道を辿って行く。


　並ぶ木々が途と切ぎれ景色が開ける場所。


　そこは公園の通りの交わる場所。


　アイリスと再会を果たしたあの時は、自分が待つ側であった。


　だが今は、今その噴ふん水すいの場所に姫也を待ち受ける者がいた。


「ようこそ、ようこそいらっしゃいました姫也様」


　笑顔えがお。こちらの名前に、敬けい称しよう。先日初めて出会ったときから一向に変わらぬ優やさしげな笑みも。洗練された彼女の一挙手一投足も。


　いつもどおりの彼女である。そのはずだ。


「……ノイルさん、あなたは一体何者だ？」


　向い合って姫也は開口一番、そう問うた。


　侍じ女じよ服を纏まとった女性ノイル・アテンドに。目の前に立ち、こちらが怒いかりすら込めそうになる、そんな強い語調だというのに、なおそんな姫也の様子を楽しむように笑うこの女性が、姫也にとっては、ひどく不気味であった。


　相手は笑みを崩くずさぬままに姫也を見て、


「「何者でもないですよ」」


　その言葉を姫也も言う。


「ここまで来てそう言い張るというのか、ノイル、ノイル・アテンド！」


　姫也に名を呼ばれ、ノイルは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろくような表情を見せる。彼女はそのままよく通る声でゆっくりと、身を正すようにスカートを一度はためかせ、


「お初にお目にかかります」


　ノイルは改めてそう言った。


　今までの自分は違ちがうと言うように。


　これから初めて、本当の自分を見せるとそう言うように。


　どこか演者ぶった様子で深く腰こしを折った。そんな相手の様子に姫也は一人の敵を思い出していた。ひと月前かき回し、破は壊かいを欲ほつした一柱の悪あく魔まのことを。


「先日はベリアルがお世話になったようですね」


　訝いぶかしむ相手からその名が出たことで、姫也の不安は確信に変わる。


「ベリアルの仲間か──」


　答えに満足するように、頰肉を吊つり上げ彼女は笑った。


「まあ私の方はいいのですが──あちらはどうなるでしょうね姫也様？」


「──あちらだと？」


「あなたの大事な、お姫様の方ですよ」





　　　　◆





　教室内でアイリスは着き替がえた礼服のまま、身動きが取れないでいた。


　四し肢しを縛しばるように、手首、足首には円形の拘こう束そく術式が展開されている。


「……これって！」


「拘束術式です。しかし解かい呪じゆだとか、そういったものも姫様はまだまだ使えていないようですので、これで十二分ですかね」


　ノイル・アテンドは笑っていた。囚とらえられ、動けなくなったアイリスを前にして、


「どうしてっ……！」


「何を今いま更さら──ヴァルハラ内でベリアル、いやトーラー・ブランシェット、とそう呼んだ方がアイリス様にはわかりやすいでしょうか。彼の手引きをしていたのは──」


　ノイル・アテンドは笑みを強めた上で、


「私ですよ。アイリス様」


　四肢の縛り付けに悶もだえながら、それでもアイリスは強い意志を宿した目をノイルへと向けた。


「そう──やはり内通者は国内にも居たのね……」


「あら意外です。予測されていたのですか？」


「一人二人は覚かく悟ごしていたけれど……まさかあなたもその一員だったなんてね……」


　彼女が俯うつむくように顔を下げ、


「正直……ちょっとだけショックだわ」


「落ち込まないでください。さあ会いに行きましょう──あなたの大切な人へ。舞ぶ台たいは繰くり返し見ても面白いものです。新たな発見がありますから」


「そうかしら。舞台っていうのは何度も見るものじゃない。一度行き、そこで心に動くものがあるからこそ、人はそれを心中で何度も思い返すの」


　笑うノイルに、アイリスは言う。


「あなたのシナリオは最悪よ。ノイル」


「役者アクトレスは監かん督とくの指示にしたがってくださいなアイリス様」


「ごめんなさい。私そう何度も捕つかまっているほど品のいい女じゃないの──」


　彼女は伏ふせるようにしたまま、


「──夕、お願い」


　アイリスの声にすぐさまの反応は来た。


「なあにが『頼たのむ』よあの馬ば鹿かっ、けど張っておいて正解だったわね──!!」


　高い声とともに廊ろう下か側の扉とびらから、夕が教室内に飛び込んできた。


　彼女はその手に彼女自らの術式兵装、戦せん槌つい・月げつ判ぱんを振ふりかぶり、


「どきなさい！」


　縦たて振ぶりにアイリスとノイル・アテンドの間に割って入った。


「本ほん性しよう現したわね、ノイル・アテンド」


　言いつつ、夕がアイリスとの間に立つように構えた。


　ノイルは片手を自らの頰に添そえ、困った表情を浮うかべる。


「あらあらまあまあ、私どこか粗そ相そうでもしましたでしょうか？」


「悪いわね。初対面で男の身体からだに平気で触さわったりする肉食系女子は信用しないことにしているの──で、あんた何者？」


「私は私、誰だれでもなく誰でもないノイル・アテンドですよ。夕様？」


「そう、じゃあ、私は何者でもないアナタをここで拘束するだけ」


　言って、夕がノイルの方へと飛び出そうとした。


　だが、それよりも早くノイルが動いていた。


「それは困ります。私はまだ彼に会いに行かなければいけません」


　誰かの力を借りているかのように、ひとりでに開け放たれた教室の窓から突とつ風ぷうが吹ふき込んだ。


「くっ──」


　アイリスを護まもるようにして風をこらえていた夕。二人が風の収まりとともに、教室内を見ればすでにそこにノイル・アテンドという名の侍女の姿はなくなっていた。


　まるで最初からいなかったかのように、姿を消したノイルの声がその場にまだ響ひびく。


『最後に、私の本当の名前をお教えしましょう──』





　　　　◆





「「　ダ　ン　タ　リ　オ　ン　」」





　　　　◆





　噴き上がる水を背に、二つの場所で真ま名なを名乗った女性。


「ノイル・アテンド──悪あく魔まとしての真名はダンタリオンとそう申します」


　座したまま名めい刺しでも差し出すかのような気軽さで、ノイルは悪魔だとそう名乗った。


　姫也は思い出す。相手の実力は、ベリアルにまさしく比ひ肩けんするものだ。


　ダンタリオン。悪霊の書ゴエテイア曰いわく、ソロモン七二柱の魔ま神じんに挙げられる魔神の一柱、地じ獄ごくにおいて三六の軍団率いる序列七一番の大公こう爵しやく──。


　老ろう若にやく男なん女によの様々な顔を持ち、右手に書物を持った状態で出現する。学術に関する知識を教えてくれる他、人間の心を読み取り意のままに心を操る力を持ち、他者の秘密を暴あばく。望む場所に幻げん覚かくを送り込む力を持つ。


　自らのうちの知識を反はん芻すうして、姫也は前の相手をあらためて見る。


「なるほど、潜せん入にゆうや情報操作には打ってつけとそういうことか──……」


　ノイル・アテンド、いやダンタリオンは姫也の言葉に首を横に振って、


「悪霊の書ゴエテイアがすべて正しいとは限りませんが──。ソロモン王が従えた悪魔を示したものだけあって、あれはあれで流通したというだけあって正しい知識でして。姫也様も読みなおしておいて損はないですよ？　私のはもっとアレンジ入っていますけれども」


「……ベリアルの戦車チヤリオツトのようなものか」


　トーラー・ブランシェットは自らの影かげを、ひとつの生命体か自らの肉体の延長のように扱あつかい攻こう防ぼう一体の動きをしてみせた。


「まあそんなものです。彼とひき比べれば戦せん闘とう向きとは言いがたいものですが」


「お前の説明はいい」


　聞きたい所はそこじゃない、と姫也は苛いら立だちを隠かくさずに言った。


「お前は一体何の為ために、わざわざ俺の周りをうろついた」


「ええ、目的は破壊──なんてどこかの戦闘狂きようと同じ事は言いません」


　ノイル・アテンドの姿のまま、ダンタリオンはその手に一冊の本を取り出した。


「これは実験ですよ──究明する。究きわめ明らかにするための」


　彼女は説くように、はらはらと自らの右手に収まった一冊の本を眺ながめながら、


「医学の進歩も、科学の進歩も、すべては戦いくさ場ばから生まれた。それは科学世界フイロソフイアでも、術式世界テウルギアでも、どちらの世界でも起こった戦争たちが証明してくれている──智ち慧えは戦場に在るんですよ」


　だから、と。


「私は常に智慧の最前線にいたいんです」


　そこで初めて姫也が口を挟はさんだ。


「延々スマンが──」


　はっきりと姫也は聞こえる声で告げた。


「他よ所そでやれ」


　いやいや、とそこで初めてナンセンスだと言うようにダンタリオンは首を振った。


「その今の対象が──アナタというだけです」


「俺を？」


　姫也は眉み間けんの皺しわを深くして、ダンタリオンを見た。


「いつでもそれだな。お前たちは……」


　相手との間合いを詰つめ、姫也は相手を睨にらみつけた。


「勝手に自分の悦えつ楽らくのために関係のない他人を弄もてあそんで、喜んで──いい迷めい惑わくだ」


「ベリアルよりはマシだと思っているんですが……助けは呼ばないんですか？」


「──これは俺の問題だろうが」


　姫也はその時点で、力を解放し始めた。


　彼の周囲に、最もわかりやすい力として、姫也を起点にするように風が吹き荒すさび始める。


　まるで姫也を取り巻くように。姫也の赤く染まり始めた目、その色に感心したようにダンタリオンは言う。


「ハハッ、それとも助けてくれと言わない強がりでしょうか？」


　いいですね。とダンタリオンは表情の笑えみをより強くした。その表情にあるのは憎にくしみだとか、そういったものじゃあない。新たな実験対象が手に入った狂科学者が実験対象の被験体モルモツトを歪ゆがんだ愛情で慈いつくしむような、そんな表情だ。


「どこかの戦闘狂を思わせますね姫也様」


「お前の狂くるった感じだって似ているさ」


　理解出来ないのは、コイツがそれこそ前にわざわざ立つこと。


　奇き襲しゆうが当たり前のこの時代において、決けつ闘とうなど無意味だ。


「なぜわざわざ出てきた」


「フィールドワークだって大切な仕事ですよ。私は自分自身の実体験を信じますね。誰かの学術書に書いてあることでも試ためしてみないと気が済まないのです」


「さあ、あなたを見せてください」


　彼女は手に持った本を開いた。金の刺し繡しゆうが装そう飾しよくとして施ほどこされた分厚い洋書。


「旧代が持っていたとされる、獣けものの言葉で書かれた書物か」


「これは私のオリジナルですよ。言ったでしょう？」


　再度自らの言葉を練り上げるように。


「私の見て聞いて触ふれたものが真実なのです。私は非常に興味があります。人の身に収められたドラゴンが、現あら人ひと神がみたるあなたがどういった生物なのかが！」


　ぎり、と姫也は剝むくように犬歯を嚙かみ合わせ、歯は嚙がみする。


「お前に俺のことを教えてやる必要も、義理もないだろう」


　ダンタリオンは立ち上がる。腕うでを肩かたの高さまで、持ち上げるとカカシのような真まっ直すぐな姿勢で、彼女は指揮者の如ごとく天に手を広げる。


「さあまずは我々二人の戦場をつくりましょう！」


　叫さけびに、周囲にすぐさまの反応はなかった。


「まさか──……」


　だが姫也は彼女が何をしたか、それを悟さとる。


　五感全すべてを動員して感じ取るのは、異常。


　身が震ふるえを寄よ越こし、びりびりと痺しびれるような──、その不快な感覚に姫也は覚えがあった。思い出すのはアーデルハイトの台詞せりふだ。


　気が大気を鳴動させる。


　そしてそれを司つかさどっているもの。


「逆結界ジェネレータ!!」


「ようやく分かりましたか？　誰が何をしたのかを！」


　ダンタリオンの掲かかげた右手に収まる本。


「残念ですが、問題があるのはジェネレータ本体ではないのです！　それが、人が作ったものである以上入り込み、改良して思うままに使う余地は十二分にあるのですよ！」


　その見開きページから天へと登る黒の川のように、文字列たちが登り始める。


「さあ二人きりの舞ぶ踏とう会を始めましょう姫也様」


　それぞれは空に広がったかと思えば、四散し、方々に真っ直ぐ飛んでいく。


　都市を護る逆結界へと。





　　　　◆





　それらは顕あらわれた。


　呼び起こされたのは、なにか大きなものが動いたからであり。


　醜みにくい軀からだを得たのは、与あたえた者がいるからだ。


　しかし彼らは物思うことはない。そんなことは彼らにとって些さ細さいなこと。


　重要なのは自らの動く体たい軀くがあるということ。


「……──ォオ!!」


　咆ほう哮こうを上げ、彼らは顕けん現げんする。


　四し肢しを大地に伸のばし、顎あごを天に開く。


　ただただ自らに従う。本能たる、魂たましいに。


　得られた肉体に心の底から歓かん喜きすることもなく。


　自分の魂の渇かわきを潤うるおすものを欲ほつす。


　黒犬の群れは、ただ行く。


　獲え物ものがいる。





　　　　◆





　咆哮。さらにその場に響ひびいた警報音に、姫也は空を見上げた。


「……何の声だ……まさかこの間の」


　姫也のつぶやきに、答えたのは目の前のダンタリオンであった。


「近きん隣りんをさまよっていた犬の霊れい魂こんに術素アトモスフイアで構成された仮かり初そめの肉体を与あたえてみました。この国では犬神とか天てん狗ぐと言うのが近いでしょう。犬は大小合わせて五〇〇体──」


　どうだ、とそんな表情だ。


「彼らは生前の魂に従い獲物を求めるでしょう。しかしそれを行っているのは、私です」


　姫也は思い出す。先日ノイル・アテンドと出会った場所のことを出会ったときのことを。


「俺を襲おそったあの霊れい体たいの……!!」


「姫也様にけしかけたのは、両者に対する実験です」


「外の空間でさまよっていた誰だれでもないさエまニよーえバるデ魂イに、術素アトモスフイアで体を与えてあげたんです。あれの根幹にあるのは、生への執しゆう着ちやくと満たされない空腹。そしてそれを呼び醒さましたのは、おそらくアナタですよ姫也様？」


「────」


　黙だまる姫也に、ダンタリオンはさらに声を続けた。


「アナタだってわかっているはずです、アナタのその力が与える影えい響きようを！　私が見たいのはそれです！」


「──戦場を創つくる、とはそういうことか……他の誰にも邪じや魔まされないように──ッ」


　相手の目的が、本当に自分を解明することだと悟さとり、姫也は今度こそ飛び出した。


「さあ人が死ぬ前に、私を止めた方が懸けん命めいではないですか？」


　数秒で到とう達たつする距きよ離りにあるダンタリオンの顔に姫也は右拳こぶしを振ふり被かぶり、殴なぐりかかる。


　女性だろうと関係はない。


　思いきり飛び込んだ姫也の右拳は、しかしダンタリオンまで届いていなかった。


　阻はばまれた。ダンタリオンの周囲五〇センチほどの位置で、姫也の拳は縫ぬいつけられたかのように止まっていた。


「──!?」


　姫也が拳を引き、一歩、二歩と後ろへと下がる。


「……なんだ……」


　姫也は、拳を防いだものを見る。


　仮面。人を模した仮面。


　とはいっても愛あい嬌きようも悲ひ哀あいもそこにはなかった。


　オペラかなにかに登場するような何ものでもない、何の装飾もない型を取るためだけの石せつ膏こうのような白さ。


「言ったでしょう。ベリアルと同じで、私とて能力はそのままではないと──」


　仮面はひとつではなかった。ダンタリオンの周囲に不意に浮うかぶ。


　踊おどり踊るように仮面は六枚。


　それが彼女の周囲で鬼おに火びか何かのように漂ただよっていた。


「仮面舞踏会マスカレイド。情報媒ばい体たいであると同時、術式媒体のカワイイ私の守り手たちです」
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　言葉とともに、仮面ひとつひとつの口が縦に開き、その口に術素アトモスフイアの集束が始まる。


「私の辞書の一ページに刻ませてください。アナタと言う名の神を!!」


　言葉とともに、口から細い術式砲ほうが仮面の数だけ放たれ、姫也の周囲を掠かすめていった。


「あ、被験体として身を捧ささげてくださっても結構ですよ？」


「──断る!!」


「さて我々と同じく時代の、否いな、次代の鍵かぎを担になう神殺しの神よ。アナタはどんな神を私に見せてくれるのですかっ!?」


　余よ裕ゆうを崩くずさぬ相手に、姫也は正面へと向かった。





　　　　◆





　祭りを投げ出し、人々が逃にげ惑まどう街。


　京学園は騒そう乱らんに陥おとしいれられていた。


　西の山側から出現し、学園へと駆かけ下りて来た巨きよ大だいな犬の群れに、京学園全体がD.S.T.全体が厳げん戒かい態勢で迎げい撃げきを強しいられていた。


　中等部や一いつ般ぱん客きやくは後方に誘ゆう導どうされ、一般職しよく員いんだって迎撃に出ているはずだ。


　日本本部とは言え、迎撃するだけの人員はいる。


　しかし戦せん闘とうを行うというのとは、また別の話だ。


　学区内の建物はアパートやマンションなど大型建築物が多く、一いつ軒けん家やなどそれらに比べれば背の低い建物が少ない。さらにそういった建物は得てして長方形の箱型。均一に整理された区画は道路によってのみ空間が開かれ、建物の向こう側の状じよう況きようなどが把は握あくしにくい。


　だが、今回ばかりはそれが功を奏した。


　戦場を直線に構えることができるからだ。


　異変と警報に招集されたD.S.T.は道路にバリケードによる防衛戦を構築。銀弾だんと術式砲ほう撃げきによる中・遠えん距きよ離りによる砲撃戦が戦せん端たんを開いた。


　学生やD.S.T.隊員も交え、彼らは口々に相手に対する情報を交こう換かんし合う。


「生命活動を止めた瞬しゆん間かん、星に還かえる──」


「化物っていうより怪かい異いや妖よう怪かいって言った方が的確だろうな……！」


　新世界が始まって以降、霊魂という存在が確認され、世界はずっとオカルティックになった。地じ獄ごくや天国といった曖あい昧まいな魂の至る場所、というのは相も変わらず、死なねばわからないと同意義な場所だが、長年使ってきたものが意思を得る精せい霊れい化、付つく喪も神がみとなることも、死んだものの魂が居場所を求め、より世界に感化しやすくなったため、術素アトモスフイアを集めて自らの身をなす、といった事例も確認されている。


「それにしたって──面めん倒どうくさい犬っころだ！」


　純じゆん粋すいに数が多い、そこに尽つきる。


　隊員の一人が手持ちの小しよう銃じゆうの銃じゆう口こうを構え、駆けてくる犬の群れに向け、引き金を絞しぼる。


　実行された銃じゆう撃げきが走る犬たちにカウンターとして入るが、それも敵がすばしっこいせいか、百発百中というわけでなく銃撃の飛礫つぶてを抜ぬけてくる個体もある。


「純粋に数が多い！　物量で押し切られるぞ！」


「あれが皆みんな、ケモ耳美少女だったら大だい歓かん迎げい俺たち総ウケなのになあっ!!」


　同感だ、と周囲の男性隊員が同意の笑みを見せながら、現実に襲おそいかかってくる犬に向かって引き金を引く。


「この間から忙いそがしくて嫌いやになるわね！」


「まったくだ！　非常時招集だから時間外勤務手当も出やしねえ！」


　D.S.T.全体が訓練を積み、実際に任務で術式生物との戦闘を止やむ無く強しいられる場面も当然ある。


　しかしそれが毎日というわけではない。


　経験が十二分かと言われれば、そこは否めない。


　世界戦争やその後の立て直しから所属していた上の世代の職員たちから、様々な体験を聞く他、様々な状況を知ることができない。


　訓練は積んでいるものの、それが実じつ戦せんにつながるかと言えばそうでもない。訓練によって基き礎そを積み上げ体験によって裏付ける、これしかないのだ。


　経験豊富な者もいれば、不安を募つのらせる者もいる。


　集団戦になればその様子はさらに顕けん著ちよなものになってくる。


　一対一ですら、そんなに本気の戦闘はない。


　だというのに、それ以上の、こんな対異種族の市街戦など、そうそうあるものではない。


　その時だ。引き気味だった防衛戦から一人突とつ出しゆつし、犬の群れに向かう者がいた。


「掩えん護ごしてくれ……背中を撃うつなよ」


「一ひと色いろッ!?」





　　　　◆





「怖おじ気けづくな……!!」


　重くも後ろの皆に聞こえる声で、一色は自ら前へと踏ふみ込んだ。


　正直な話をすれば、自分とて集団戦は得意ではない。


　大たい剣けんという集団戦向きでない武装を備えているというのも理由のひとつであるが、それ以上に大規模な戦闘時は大体──、


「一対多か……一対一だしな」


　だが、目の前の相手は敵としては十分だ。


　犬というのはわかりやすくて助かると一色は正直思う。たとえサイズが、すこしくらい大きかろうと、だ。


　身を低くして一色は走った。


　前から来るのは二匹ひき。どちらも直線ではなく、互たがいの侵しん入にゆう経路を予あらかじめ決めたかのような曲線軌き道どうで走る。疾しつ駆くする彼らの目はこちらを捉とらえ離はなすことはない。


　応こたえるように、一色は速力を強めた。


　犬という生物が獲え物ものに襲いかかる以上、引っ搔かくなんて選せん択たく肢しはない。唯ゆい一いつにして最大の武器はその口に生え揃そろった牙きばだ。


　どれだけ訓練された犬であろうと、あるのは嚙かみ付きと跳とびかかり。


　故ゆえに人間であっても軍用犬相手では押さえつけられるし、犬だからと甘く見ていては銃じゆう器きを装備していたとしても不用意に安心してはいけない。


「やはり犬であって、犬以上でも犬以下でもないか──」


　犬がゲシュタルト崩ほう壊かいし始めたので、一色はそこで意識を前へと戻もどした。


　犬であろうと敵であると認識してしまえば、あとは相手の装備を確認して、それ相応の行動を取ればいいだけだ。


　一色はすでにその手に呼び出した緋ヒ々ヒ色イロ金カネ之ノ剣ツルギを腰こしだめにため、身を低く飛び込んだ。


　身長が大きいというのは、相手に嚙み付くことができる場所を与あたえてしまうため、この場合はナンセンスだ。


　前方右、十分な距離へと入り込んだ一匹が一色に向かって飛びかかった。


　後ろ足で軽かろやかに跳ちよう躍やくした一匹は顎あごを開き、一色の首筋を狙ねらう。


　来る、そう思った瞬間、一色は、


「────」


　足を止めた。


　待つ。それが一色の選せん択たくであった。


　そしてあとは簡単だ。


　軽く跳ぶように、一歩を下がる。


　すでに跳躍を果たした相手が、ましてや霊れい体たいとはいえその動きは現実の犬に準じゆん拠きよしているのならば、空中で何かできるわけでもなく、あとは無防備になった腹があるだけだ。


　下がって一いち撃げき加える。一歩後方へのステップを踏むと同時、後ろへと移った重心に任せて剣を上へとかち上げた。


「────ッ[image: ]」


　跳はね上がりの斬ざん撃げきは犬の腹部を捉え、悶もん絶ぜつする暇ひますら与えず、そのまま術素アトモスフイアでかたどられた本体を真っ二つに切り裂さいた。


　だが、もう一匹がそこに続く。


　やはり跳躍して来る犬に対し、一色は剣を逆手にする。


　自分の前に盾たてのように斜ななめに構かまえると、片手を剣けん身しんの裏に添そえる。


　そのまま、一色は飛び上がった犬に向かって身を押し込んだ。


「！」


　驚おどろくように何も出来ず、二匹目は盾たてとなった大剣に弾はじかれ、


「残念だったな……さっさと還れ」


　そのまま崩した体勢を整えるまもなく一ひと太た刀ちのもとに切り裂かれた。


「化物と呼ぶにはほど遠い存在だ」


　そして、一色は接近する犬がないことを確認すると、後ろの防衛戦の皆に向かって、


「所しよ詮せんは犬だ──今までの訓練で十二分に対応可能だ」


　言った。だが、そこで一色は気づく。


　皆がこちらの後ろを指さしていた。


　戦線を維い持じするため、接近戦主体の連中を鼓こ舞ぶするためぐらいの気持ちで前に出たのだが、もうすこし違ちがった反応をよこすと思っていた一色にとっては、いささか予想外の反応でもあった。


「……？」


　彼らの指差す方向はこちらの後ろだ。


　ふと自分の足元を見れば、いつの間にか自分は影かげの中にいるではないか。


　それはつまり──自分の後ろに何か影を落とすほどの大きさのものがやって来たということであり──そこで一色は無警けい戒かいに後ろを振ふり返った。


「──犬だ……」


　そうとも、いま自分が所詮とまで形容したものだ。


　つまり犬だ。だが、それはその巨きよ軀くの先についた大顎だけでも、一色の体を丸まる呑のみできそうなほどに巨大であり、頭の高さは建物の二階に相当しそうであった。


「ォオオオオオッッ──!!」


　顎が開き、そこから放たれるのは、空気を叩たたきつける号ごう砲ほうのような遠とお吠ぼえ。


「……でかいな」


　瞬間、大型の犬の右前足によるフックが一色に向かい、べしと羽虫を叩くような情けない音とともに、一色が隣となりの建物の壁かべに叩きつけられた。





　　　　◆





「「…………」」


　その光景を後ろで見ていた皆みんなが一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、


「「ひ、一色──!!」」


　横の建物に潰つぶされた虫のごとく張り付いた一色がゆっくり崩くずれ落ちていくさまを見ながらD.S.T.の学生たちは皆が皆、


「そんなっ、あんな死に方ありかよっ……!!」


「クールぶってるキャラのくせに、あんな……かっこつかない死に方なんて」


「だ、だっせえだっせえ……あんなドヤ顔きめてまでいたのに……」


　隊列中央に陣じん取どっていたトマスが噓うそ泣きをしていると、首元の通信機に件くだんの男から通信が入り、


『俺は……死んでない……ぞ』


　声に、奥を見ればよろけながらも立ち上がる一色の姿があった。


　おお、と皆が感かん嘆たんの声を上げるなか、


「ひーちゃん、そのまま避よけていてね！」


　隊列の中で砲ほう撃げき支し援えんを行っていたヱーファが声を上げた。


『どうする気だヱーファ』


　声に、うん、とヱーファは笑顔えがおひとつで頷うなずき、


「一いつ掃そうする！」


『……物ぶつ騒そうな』


　一色だけでなく周囲の隊員たちからも同様の感想が来るが、そんな声は無視して、ヱーファは横を見た。


「ゼーちゃん、行くよ！」


　こくりと小さく頷きを見せ、彼女の横に立っていたゼナイドが腕うでを振るう。


「グラン・ギニョール今週のハイライト──」


　ゼナイドの指示に皆の頭上を越こえて、グラン・ギニョールが防衛戦の前に立つ。


「技術者コンビで……」「──行きまっしょい！」


　二人の声に合わせて肩かた幅はばに足を開き、力を溜めるようなポーズをグラン・ギニョールがとると同時、ヱーファが右手を前へと突つき出し、


「Witch craft-Arms起動ッ!!」


　ヱーファの右手にすでにはめられた手て甲こうが輝かがやきを得る。


「地上掃そう討とう戦用六砲ほう身しんガトリングキャノン──!!」


　叫さけび、彼女は右手のデバイスを使って武装を呼び出す。


　術式陣じんがグラン・ギニョールの背後左右にそれぞれ展開。円形の紋もんがスライドすることで、左右の空間に武装が喚かん起きされる。


　六連装の砲身をひとつの銃じゆう身しんとして纏まとめた巨きよ大だいな砲身、そしてグラン・ギニョールの後方に弾だん帯たいを格納した円えん筒とう状の塔とうのような物体がそそり立つ。


「米軍でも採用されている対地掃討用のバルカン砲──当然術式稼か働どうに完全換かん装そう済みだよ!!」


　一つの銃身の口径自体、子供なら収まるのではないかという太さをしたものを六本束ねた砲身を、左右に二門。それを、


「構えなさい。グラン・ギニョール」


　ゼナイドの言葉とともにグラン・ギニョールが砲身横についた持ち手をグリップ、一度大きく上に振り、二つの砲身を頭上で交差させ水平に構え直す。


　砲身が高速で回転を始め、射しや撃げき可能回転数まで上じよう昇しようをはじめる。


「いつもより多めに回しておりまぁーっす」


「躾しつけのなっていない犬には……躾が必要」


　グラン・ギニョールの躰からだの両側に展開された双そうのガトリング砲、その下に備え付けられた固定用のアンカーが地面に打ち込まれ、射撃態勢を確固としたものにし──、


「先せん端たん部に銀を配合した実体弾、これなら除じよ霊れい効果もバツグンッ！」


　双の砲身を敵側に突き付けると同時、ヒ──、とシリンダーの高速回転する音とともに


「打ち方……」


「はーじめー♪」


　ゼナイド、ヱーファ二人の声とともに、虫の羽音をもっと重じゆう厚こうにしたような音と盛大なマズルフラッシュで制圧射撃が開始される。


「フハハハハッ──!!」


　ヱーファの高らかな笑い声が戦場に延びる。





　　　　◆





　戦せん槌つい・月げつ判ぱんをその肩かたに担にない、夕は戦場を走っていた。


　火薬や術式の爆ばく発はつに見向きすることもなく、足を止めぬまま彼女は駆かけていた。


　学校を出るときにゼナイドとしたやりとりによって、進むべき場所はわかっている。


「どこに向かったかまでは……でも自然公園の近く、か──」


　学園からならば直線距きよ離りにして二〇分とかからない。


　だが、そこから先姫也がどこに進んだかという確証が得られない以上、そこから先は足を使って探す他ない。走り出してまだ五分足らず、目的地まではそれなりに距離がある。


　時間はかなり惜おしいところだが、


「あっちまで行ってみるしかないか……」


　横目で窺うかがうのは、やや遅おくれて付いてくるアイリスだ。


　はっ、と息を切らしながらも、彼女は懸けん命めいに付いてくる。


「夕！」


　アイリスの声に、夕が前を見た。


　そこで前方、建物群の角から新たに道にゆるりと入ってくるものがいた。


　動きは、緩かん慢まん。だがそれは獲え物ものを探す動きだ。


「このタイミングでッ──」


　夕が舌打ちとともに表情を濁にごしたと同時、黒い巨きよ体たいがこちらに気づいた。


「ォオッ──!!」


「あーあーあー咆ほう哮こうまであげちゃって、自己主張激しいなあ……アイリスそのまま道沿いに直進すればっ──」


　そこでアイリスが夕、と名を呼んだ。


「……姫也はあそこにいる」


　声に夕はアイリスを見る。彼女が見つめるのは、自分が指し示した方向、その向こうにある空だ。確信を伴ともなった言葉と同時、アイリスが見る方向、そこに動きがあった。


　盛大に巻き上がる土。戦せん闘とうに伴う大規模破は壊かい。


「多分あそこだ。あそこに姫也はいる」


　夕はすこし考えるように一歩二歩とゆっくりと足を止め、


「……ここは食い止めておいてあげるから、アイリスは行きなさい」


「夕！」


　驚く様子を見せたアイリスに夕はさらに続けた。


「ハイ急ぐっ。王子を攫さらいに来た魔ま物ものなんて見たことないけど、現に目的は姫也って相手は言っているんだし──」


　夕は身を返し、アイリスに近づくと、


「決めたんでしょ。行って来なさいお姫ひめ様。王子を奪うばおうとする魔物をぶん殴なぐる権利を持っているのは、それに並ぼうとする者だけでしょ」


　言って、夕はアイリスの額にでこぴんを一発叩きこむ。


　反射的な動きでアイリスは


「痛ッ──～～」


「ああ、ゴメンね？　強すぎた？」


　くすり、と笑って涙なみだ目めになりながらのアイリスの背を押す。


　アイリスも笑い返し、


「ありがと夕、帰ったら皆で盛大に遊びましょう！」


　アイリスはそれ以上振り返ることもなく、髪かみを風に流すようにしながら、駆けていく。





　　　　◆





　去って行くアイリスのその背を見ながら、


　まったく──。


「世話が焼けるわね！」


　言いつつ、彼女は正面を見み据すえる。


　相手は三匹びき。どれも頭まで二〇メートル近くある巨大な犬いぬ神がみだ。


　霊れい体たいに近い存在というのは、それだけ自己の大きさを思うままにすることが出来るということだ。形は魂たましいに準じゆん拠きよしている以上、変化可能な範はん囲いは限られているだろうが肉体の制約から解き放たれた状態のまさにさまよえる魂と言ったところだ。


「さて──」


　手の内で月判をくるりと回すと、夕はそのまま身を低く落とした。


　何事かとやや窺うかがうように、見ている大型の犬神たちにも構わず、そのまま彼女は地面に両手をつくと指を立て、身を支える。


　片かた膝ひざを地面につくと、尻しりを高く突き上げる。


　クラウチングスタートの構えだ。


「悠ゆう長ちように待っている義理もない──ッ!!」


　同時、彼女は獣けものの如ごとき加速で飛び出した。


　弾だん丸がんのように飛び出した夕の身が、身体強化術式によって人を容易に超えた速度を生み出す。距離にして一〇メートルほどに差し掛かかったところで、先頭の一体が左前足を振ふり上げた。


　振り下ろされるスピードは巨きよ軀くに見合ったものでなく、俊しゆん敏びんな獣らしい動き。


　だが、と夕はそれを回かい避ひはしなかった。


「このままっ──」


　夕は走る速度を落とさず、そのまま足の落ちる地点を走り抜ぬけたのだ。


「よっしゃあ！」


　歓かん喜きの声を置き去りにする夕の躰からだはそのまま犬の顎あご下したに差し掛かる。


　夕は手に持った戦槌を一いつ瞬しゆん手放す。


　そうすることで、柄えの持ち位置を変える。


　空中に置いて行こうとした月判の長なが柄え、そのハンマーヘッドとは逆の後こう端たん部分を片手で摑つかむと、


「引っ掛ける……!!」


　彼女はそのハンマーヘッド部分を、犬神の下した顎あごに引っ掛けた。


　それによって、犬は顎が引かれ、自らの意図せぬ方向へと頭を引っ張られることになり、


「!!」


　それを嫌いやがり、大きく首を上に振るう。


　引っ掛けられていた夕はその勢いに乗り、


「上をもらうわよ……!!」


　弾はじかれたように空へと打ち上げられることになる。


　空中で姿勢を制せい御ぎよするため、夕は身を回し、そして、


「私に上を与あたえたことを後こう悔かいなさいなっ──」


　言葉とともに、彼女は己の武装を天上に向けて高々と構えた。


　眼下で、獲物を見失い戸と惑まどう動きを見せる犬神三体に、夕は戦槌を構えながら、


「重力打だ撃げきッ!!　一いち撃げきで決めさせてもらうわよ！」


　狙ねらいすまし、振るう。


「っあ──!!」


　上空から飛来した不可視の面打撃に、犬たちは対応することもできず、


「!?」


　ただ抗あらがおうとし、


「ッ──!!」


　抗こう議ぎの咆哮だけを空に放ち、叩たたき潰つぶされた。


　巨軀が地面にぶつかる音、断だん末まつ魔まの声に、それに続き地面のコンクリートを破壊し、周辺の建物も含ふくめ、盛大に土つち煙けむりが舞まった。


　そして、土煙の中に夕が軽々といった様子で降り立つ。


「ふぅ……まあこんなところかしら」


　思いのほか早く片付いたのはいいことだ。


　夕がアイリスを追うために、自然公園のほうへと足を向けようとした時だった。


「ォオッ!!」


　土煙中から、五割ほどのサイズにスケールダウンした犬神が飛び出してきた。


　それでも建物二階分の半分だ。大きさとしては十分大きく、


「──まだっ!?」


　焦あせりすぎたと確かく認にんを怠おこたったことを内心で後悔するときには、すでに遅おそい。


　肩かた口ぐちから斜ななめに嚙かみ付かれ、そのままぶん投げられた。
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　空に飛ばされた先ほどの力に比べれば、はるかに弱いものの、ソレは夕の体を壁かべへと叩きつけるには十分であった。


「かっ──ハッ……!!」


　背から叩きつけられ、夕の口から空気が漏もれる。


　壁を擦こするようにそのまま、地面に落ちた。


　土煙が晴れる。


　その中から、まだ出てくるものがいた。


　夕の攻こう撃げきを受けきったのは、一いつ匹ぴきではなかった。


　二匹、三匹とサイズは小さくなったものの、それでも生き残った犬神が出てきた。


　三匹はゆっくりとした足取りで昏こん倒とうした獲物に近寄ろうとしたところで、


「──この間から、よく壁に叩きつけられるわね……」


　その声に一瞬にして戦闘態勢に身を縮め直した。


　だが、彼女の身は装そう甲こう服が引き裂さけただけで、まるで傷ついてはいなかった。


「やってくれるじゃない──……」


　犬たちは声に反応し、さきほど仕留めたはずの獲物の方を見る。


　だらりと身を揺ゆらすようにして、彼女ははだけた自らの身も気にせず、正面の犬の群れの前へと出た。


　伏ふせるようにした顔、かかる前まえ髪がみの奥では、


「こんのぉ──犬畜ちく生しようがっ!!」


　金色に光る目が激げき昂こうに燃え、睨にらみつけていた。


　夕は二転三転自らの手の中で月げつ判ぱんを回しながら、よく通る声で、


「月判・広域稼か働どう──」


　犬たちは戸惑うように周囲からたじろぐ。


　何が起こっているのか、わからない、とそういった様子だ。


「顕けん現げんせよ──月げつ天てん宮きゆうッ!!」


　応じの光が月判から紐ひも解とかれるように溢あふれ出した。


　それは細い白光の線。閃ひらめくと同時、空間を走り始めた線は折れ曲がり、高速で交じり合いながら夕の周囲にひとつのものを象かたどっていく。


　３Ｄで作られた、建物のモデルのように、彼女の周囲を囲って出来上がるもの。


　それは宮きゆう殿でんを模したような、巨きよ大だいな広間であった。


　夕を中心にして、王座が据すえられ、彼女の前には数段の短い階段があり、円柱に支えられた高い天てん井じようをもった広間が形成される。


「限定力場を精製完かん了りよう。戦場を我わが領域で確定」


　言って夕は、眼前に戸惑うように身を寄せる犬神を睥へい睨げいした。


　はらりと光風に揺れる夕の額には、ひとつの色が浮うかび上がった。額に浮かび上がるのは半径の違ちがう半はん弧こを二つつなぎあわせたかのような、偃えん月げつ。


　彼女の頭の両側から、長くたわむような術素アトモスフイアの流れが溢れる。


　兎うさぎの耳のように。彼女は自分の周囲に漂ただよう術素光を羽は衣ごろもかなにかのように身にまとわせ、ふと表情を崩くずす。


「なに、そう力むな獣。我とて愚かな畜生の命まで無闇に取ろうとはせぬ」


　いつもとまったく違う口調で言い放った彼女は、はっと気づいたように、


「ああいけない。カッとなってやっちゃった……このクセまだ抜けてないなんて……」


　金色の眼はさらに輝かがやき、妖あやしさを増したように見えた。


「重力打撃程度じゃあ、なんとも無いって言うのに……」


　自じ嘲ちようするように言うと、自らの服を正しながら、軽い足取りで、夕はさらなる獲え物ものを叩き潰しに向かう。


　泳ぐかのように、夕は光の宮殿内を走った。


　それはまるで、重力を無視しているかのように、空を走る。


　何が起きているかわからぬまま、しかし走り接近する夕に犬神の一匹が飛びかかる。


「ごめんね」


　月判を横よこ薙なぎに振るう。先ほどまでとは、破は壊かい力の桁けたが違う重力打撃が、もはや犬神の術素アトモスフイアの体を千々に消し飛ばす。


　それを隙すきと見たのか。さらに一匹が夕へと横から襲おそいかかろうとする。


　だが、


「諦あきらめなさいな」


　彼女の腕うでの一ひと振ふりだけで不可視の力に叩き潰される。


「月判の重力操作、一段階目が広域の重力打撃なら、二段階目のこれは重力力場の精製。その主導権は全すべて私にあるから、囚とらわれた時点で絶対的優位がこちらにある」


　だがそこで、はっ──、と夕は息を漏らした。


　さらにそれを補うように大きく息を吸い込み、


「でもやっぱキツイわね。防衛戦なんて制約がなかったら、死んでも使わないわ……っと！」


　眉まゆ根ねを下げ、彼女は疲つかれたというように戦せん槌ついを一振り、彼女の支配する王宮を消し、最後に残った一匹を見る。


「ここら一帯殲せん滅めつして、早く合流しますかっ!!」


　月判を携たずさえ、夕は一匹残った犬神に前ぜん駆くする。





　　　　◆





　学区内の自然公園。森や芝しばの緑が、晴天の元に冴さえ渡わたる。


　だがそんな場所で行われているのは、砲ほう撃げきとそれを撃うち落とす打撃の応おう酬しゆうだった。


　細い術式砲撃が走れば片方がそれを回避し、炎ほのおや雷かみなりが走れば打撃がそれを撃ち落とす。


「ハハハどうしました姫也様っ！　それで本気なのでしょうか!?」


「ッ──バリエーション豊富だな!!」


　決して賞賛で放たれたものではない。


　姫也は走った。走り回っていた。


　しかしその行動が攻こう勢せいに移ることはない。


　戦せん闘とう開始からこちら、姫也はダンタリオンを自らの射程範はん囲い内に捉とらえられないでいた。


「まったく──」


　呆あきれるように、ダンタリオンは自らの頰ほおに手を添そえ、困ったものだというふうにため息をついた。自らの周囲に展開させた、仮面を模した武装〝仮面舞踏会マスカレイド〟といったか──それを名にふさわしく自らの周囲でふわふわと躍おどらせる。


「あなたは友人たちの周りでは、能力を使わない。周囲への影えい響きようを気にしているようだったからこうして戦場を選んであげているものの」


　ダンタリオンを取り巻くように走っていた姫也がダンタリオンに向かい、


「巻き込んだくせに、いい言い草だな！」


「巻き込まれた以上、振ふり回されるのは覚かく悟ごしてください！」


「──しかしどうしたものか……」


　姫也は話しながらも飛び込む。だが、話半分でもダンタリオンは十二分に姫也の動きを把は握あくしているようであった。


　それは姫也の動きに合わせ、すぐに移動経路を断ちに走った仮面舞踏会マスカレイドのひとつの動きで明確だ。


　決して、気を抜ぬいて戦闘をしているという相手ではない。


「相手に対して、純じゆん粋すいに相あい性しようが悪いと諦あきらめたくはないが……」


　姫也は今こそそれを痛感していた。


　姫也の能力は八岐ヤマタの自然操作。それは穢けがれを得ることになり、はては暴走に近づくもの。攻撃は大小問わず三発限定だ。


　対して、相手の仮面舞踏会マスカレイドと言ったあの仮面。それぞれに術式が仕込まれているものか。はたまたダンタリオンの能力になぞらえるならば、彼の顔のひとつなのか。


　それぞれが独立して攻こう撃げき砲ほう台だいとして機能し、先ほどから一つ二つと躱かわしても、すぐに他の仮面が攻撃をバックアップすることで、姫也はダンタリオンに一定距きよ離り以上近づけずにいた。防ぐに手て一いつ杯ぱいでそれ以上は進行が出来ない。


　相手は典型的な接近戦タイプではなく、術士のタイプだ。


　……あの余よ裕ゆうっぷりから見ると、そのようだな──。


　次々と手数を緩ゆるめずに繰くり出だされる遠えん距きよ離り攻こう撃げき。


　射程も段数も違う。彼ひ我がの武装差は歴然だ。


「もうすこし、使いやすいものなら良かったものの！」


　叶かなえられることがないだろう希望を口にしながら、姫也は距離を詰つめさせようとしないダンタリオンを見た。


「姫也様はもうすこし冷静な人かと思っていましたが、怒いかりやすいのはその身に流れる悪あく竜りゆうの血脈のせいなのでしょうか」


　そこにあるのは失望の色であった。彼は周囲の仮面舞踏会マスカレイドに攻撃を任せきり、自らはこちらを注視して離はなさなかった。


「人が手を動かすべくして動かす、そういったものと同様に術を使う。故ゆえに心、感情といったものに左右されやすく、アナタの力もまた感情の発はつ露ろに依い存ぞんする部分も多い」


　改めて対たい峙じし、姫也は目の前の強敵を再認にん識しきする。


「もうすこし本気で来てくれると私は嬉うれしいのですが……」


　無茶を言う……!!


　純粋な感想としては、とらえどころがない、だ。


　こちらがどこに居ても、ダンタリオンの後ろを攻せめようとも、仮面舞踏会マスカレイドで追つい随ずいする。


　距離が開けば、術式砲撃が来るし、接近したとしても、やはり仮面が防ぼう御ぎよに回ってくる。このままではジリ貧だ。


　戦闘の意義。ただ相手に力を使うことを求められ、また自分はその相手に力を使うべきか思い悩なやんでいる。


　甘いな俺は──。


　だがそれ故に姫也はこれ以上、戦闘を長続きさせることに意義を感じなかった。


　何を考えているのかは知らない。だが、相手があのトーラーの仲間というだけで危機感を以もつて接して十二分だ。


「──いいだろう」


　言葉に反応し、ダンタリオンが喜ぶように顔をほころばせた。


「本気を出す気になってくれましたか！」


　姫也は走りながら、自らの頭の左、そこにひとつのものを喚よび出す。


「クシナダ──第一段階起動……」


「それがそうなのですね！」


　歓かん喜きする悪あく魔まを前に姫也は応じ、身を沈しずめる。


　姫也の赤く染まった瞳ひとみに、剣けん呑のんな色が強まる。


　前へとすでに駆かけ出した姫也の頭にはひとつの色が差されていた。


　金の色を宿した平打簪かんざし。そう見える力の制せい御ぎよ用よう術式だ。暴走しがちな力を制御し、自らの身にかかる八岐ヤマタの力の過負荷や悪竜の穢けがれを禊みそぐための統とう御ぎよ術式クシナダ。


　その最初の一本目を出現させ、姫也は行く。


「狙ねらうは本丸のみ！」


　走り出した姫也の出で鼻ばなを挫くじく一発目の砲撃が来る。それを叩たたき落とし、さらに来る砲撃を姫也は迎げい撃げきし、回かい避ひする。


　加護を受けている姫也にとって、単純な術式砲撃は意味を成さない。


　加護とはもはや本能レベルでの身体強化術式。単純な運動能力の強化とともに身に一枚薄はく膜まくのようにまとわれた術素アトモスフイアの領域が、姫也の攻こう撃げきに霊れい体たい的な破壊能力を上乗せし攻撃力増加に繫つながる。


　回避の間を使い姫也はゆっくりではあるが先の攻こう防ぼうとは違う、たしかな前進でダンタリオンへと向かっていった。


　その様子を見て、ダンタリオンの笑い声は加速する。


　想像以上だと、そう言うように。


「さあっ来てもいいですよ！」


「無論、遠えん慮りよなく行かせてもらう……!!」


　姫也は構えた。右みぎ腕うでを身の横に。


　肘ひじを引くと同時、姫也の周囲の風が彼からダンタリオンまでの道を創つくり出す。


　だが、それはすでに後追いの風だ。


「──!?」


　ダンタリオンの顔に、初めて驚おどろきが生まれた。


　一歩でダンタリオンの前へと出現したかのような、そんな錯さつ覚かくすら覚える加速。


　トーラーとの戦闘時は、周囲一帯に術素アトモスフイアが充じゆう満まんしていたから、大技を連発できた。


　だが、今はそうはいかない。


　そして出来うるなかで姫也が選んだのが、ダンタリオンの仮面舞踏会マスカレイド、その知覚を上回る速度での急速接近であった。


「くらえ！」


　姫也は加速任せに突つっ込こんだ躰からだごと、右拳こぶしでダンタリオンの腹部を殴なぐりかかった。


　加速のままに放たれた右拳は、たしかに、鈍にぶい肉を打つ感かん触しよくが姫也の右手を介かいして伝わり、ダンタリオンの足が地面から離れる。


　だが、ダンタリオンは吹ふき飛とばされてなお、しゃべることを止めなかった。


「なるほど！」


　いや、そうではない。


　姫也は見る。自分が一いち撃げきを加えたダンタリオンが、霧む散さんしていく。


「どういうことだ──……」


　はっとした姫也が気配に振り向けば、すぐ後ろにもう一人、ダンタリオンが現れていた。


「どういうことだ。そういう顔ですね。犬共に身を与あたえたのと同じ能力です」


　タネを明かすマジシャンのように、ダンタリオンは手にした本の背を叩きながら、茫ぼう然ぜんとする姫也に嬉うれしそうに言う。


「旧代のダンタリオンで言うところの〝幻げん覚かくを送り込む〟です。術素アトモスフイアによる肉体を形成した変わり身、といったところでしょうか。変身よりも体力食うから、これあまりやりたくないのですけど──まあ、時間は稼かせげましたか」


　そこでダンタリオンが動いた。


　自らの右手に携えた本、その見開きページを彼は開くと、


「観察は十分でしょう」


　本を手に、ダンタリオンの言葉に応じるかのように、手元の本のページがめくられていきあるページで止まると、


「精製開始──」


　言葉によって今度は新たな動きを始める。


　開かれたページから、あふれだすように術式のものであろう文字列が流れだした。黒い文字は蟻ありの群れか何かのように隊列を維い持じしたまま、遺伝子のように互たがいを交わりあわせていく。


　姫也にも、イメージとしてその文字列の意味するところはわかった。


「まさかそれは……」


　文字が一つの形を象かたどり終えると、黒一色だった色は真白くその色を変じさせ、その作られたものの姿を顕あらわにした。


　仮面だ。新たに作られた七枚目の仮面を見て、ダンタリオンはそれを興味深そうに手元で見て、頰ほおの曲面をなぞり、さらに二度表面を叩き、具合をチェックすると。


「これがあなたですよ姫也様」


「どういうことだ……」


「別に驚おどろくほどのことではありません。私はダンタリオン。千の顔を持つ、６６６教団きっての看板役者です。私はわりと多た彩さいでして──」


　言うと、ダンタリオンは精製したばかりの仮面を自らの顔に重ねる。


「さあっ見せてください！」





　　　　◆





　姫也は見た。


　仮面をかけたダンタリオンの姿が変じ始め、その姿がよく知った姿になっていく。


「それは──……」


　愕がく然ぜんとする姫也をよそに、目の前で変身を終えたダンタリオンは確かめるように身を回し自らの新たな姿を見る。


　黒くろ髪かみ琥こ珀はく眼、東洋人らしいどこにでもいるありふれた、しかしその容姿は──。


　試ためすように、ダンタリオンはその姿で腕うでを振ふるった。


「なるほど──これが自然操作」


　言葉とともに振るった腕の延長線上から走った風が、破は壊かいの力として近くの地面を抉えぐり、そのまま一直線に近くの森へと走り木々をなぎ倒たおした。


「……精せい霊れい術とかに近いのでしょうか。否いや、それは私から見た感想であって正しくはないですね」


　新たな手足の感触を確かめるように、放たれた力の具合を確かめ──。


　姫也の姿を借りたダンタリオンが、そこに立っていた。


　姫也はその手に風を生み出したり、周囲に風を送ったりするダンタリオンの姿を見て、絶句していた。


「……俺より力の扱あつかい上う手まいってどういうことだよ……」


　風を繰あやつる自らの姿をした相手に苦笑いを浮うかべた姫也を、姫也が見る。


　だがそこにあるのは、自分の顔をしているはずなのにダンタリオンの笑えみを見事に再現しているようであった。


「さあどうでしょうか。姫也様は制せい御ぎよ用の術式を使っていたところを見ると、その簪はフィードバックですね？」


　敢あえて、姫也の真正面に立ってみせながら、


「アナタの言うところの八岐ヤマタの力というのは、人の身には余る力です。贄にえ、とそういうことでしょう？　制御不能な力を制御しやすくするためのものであると同時、力を使うことによって体内に、精神に溜たまる八岐ヤマタの狂きよう気き、毒といってもいいものを祓はらう」


　姫也の真正面、一〇メートルほどの位置で足を止めると、両者は向かい合った。


「あまり無理は出来ないが──無茶はできますね！」


　一段と強まった風が、殴なぐりかかる濁だく流りゆうのように姫也に叩きつけられる。


「ッ──!!」


「すごいですね姫也様！」


「こんなにも身が砕くだけそうなのに！　なるほど。面おも白しろいっ！」


　ははは、と声まで同一にして、ダンタリオンは笑った。


「術式とも違ちがう感覚だ。実に面白いです！　腕を振るうように、暴力を振るういいじゃないですか！」


「どっちが化物だ。お前、最強じゃないのかその能力──」


「所しよ詮せんは劣れつ化か。でも今のアナタには十分でしょうか？」


　姫也と姫也。向かい合う二人が戦せん闘とうを始めようとした、その時だ。


「「!!」」


　姫也の姿をしたダンタリオンと本物の姫也の間を、一本の光条が走った。


　それは術式砲ほう撃げき。だが、ダンタリオンの仮面舞踏会マスカレイドの放つものよりも数段階破壊力の違う大出力のものであり──、


「姫也──!!」


　戦場に新たに現れたアイリス・リンドヴルムは、声とともに駆かけ寄ろうとして──


「ひ、姫也が二人……」


　驚きよう愕がくの表情をするのだった。





　　　　◆





　何よりもそれに戸と惑まどったのは、姫也とダンタリオンだった。


　姫也がダンタリオンの方を見れば、やや困こん惑わくしている自分の顔があった。


　アイリスは二人をそれぞれ見て、


「どっちが本物なの……」


　本当にテンプレートな反応をするのであった。


　仕方ない、とひとつ頷うなずき、姫也はアイリスの方を向くと、


「「アイリス！　俺が本物だ！」」


　声がハモったことに、本物の姫也がダンタリオンを見る。


「お前ッ!?」


「何を言っているんですか、やらないとどうしようもないでしょう」


　様式美だ悪の美学だと言わんばかりにダンタリオンの姫也が胸を張る。


　姫也二人のやり方に、なにか悟さとったような笑顔えがおをしたアイリスは手を打った。


　彼女は肩かた幅はばほどに足を開くと。


「二人共撃うってみればいいんだわ──」


　アイリスが、その手に術素アトモスフイアを集め始める。


「「アイリス待て！」」


　やはり二人して、同様の応答をする姫也二人に、アイリスは砲撃の姿勢を崩くずさぬままに、言った。


「言い訳をなさい──」


「昨日のことはイライラして、八つ当たりをしてしまいました！　すいませんッ!!」


　アイリスの術式砲撃の威い力りよくを知っている本物の姫也は、即そく座ざに腰こしを深々と折る。


　だがそれを知らないダンタリオンの方の姫也は、


「??」


「ああ、そっちが偽にせ物ものね」


　口こう端たんを吊つり上げアイリスは言い訳をしなかった方に、その手を向け術素アトモスフイア砲撃を見み舞まった。


　アイリスの手元から放たれた砲撃は姫也の姿を借りたダンタリオンの方へと向かう。


　地面に生えそろった芝しばを宙に舞まわせながら飛来する砲撃を、ダンタリオンは躱かわした上で、


「──悪の様式美とは言え、なぜバレましたか！」


　舌打ちとともに、自分の前方に仮面舞踏会マスカレイドを展開する。


　姫也の顔のままダンタリオンは声を放つ。


「だが、アイリス様僥ぎよう倖こうです！　姫也様の解かい析せきに役だってもらいましょう！」


　そして、彼は笑えみの矛ほこ先さきを姫也からアイリスへと変える。





　　　　◆





「クソッ！」


　仮面舞踏会マスカレイドの口元に集束した術式砲撃が、


「甘い甘い甘いですよ！」


　アイリスに向かって放たれた。


　姫也がアイリスと砲撃の間に割って入る。


　その髪かみにはすでに二本目のクシナダが差し込まれ、


「水鏡の盾たてと化せ！」


　姫也が両の掌てのひらを前へ向かってつき出すと同時、その手に文字通りのものが来た。


　水の塊かたまりだ。


「空気中の水分を取り出す……そんなことも出来るのですか！」


　砲撃が姫也の前方に展開させた大量の水すい塊かいにぶつかり、


「!!」


　水が水蒸気となり雪崩なだれの如ごとく一帯に渡わたったかと思うと、周囲に立ち込めた。


「水蒸気爆ばく発はつ──目くらましのつもりですか？　八や劍つるぎ姫也──」


　姫也の姿のままのダンタリオンが羽虫を払はらうようにその手を振るった。


　蒸気を含ふくんだ重い風が、薄うす白じろい蒸気のベールを吹ふき飛ばせば、


「逃にげるつもりですか？　まったく……どこに行きましたか……」


　そこに姫也とアイリスの姿はなくなっていた。


「逃がしませんよ。アイリス様、姫也様──」





　　　　◆





　ダンタリオンの位置からさほど離はなれていない、公園内の森中、大木に背を預ける形で、二人は一時身を隠かくしていた。


　はっ、と息を切らして、姫也はアイリスに言う。


「まったく──無茶をする……」


「無茶はどっちよ──……また一人でこんな……」


　水を吸った戦闘服は重く、二人は身を預け合うように木こ陰かげに隠れていた。


　姫也は、横のアイリスを見て、


「お前はこんなところに、一人で来て！」


　姫也は、だがそこではっと荒あららげそうになった声を呑のみ込んだ。


　アイリスの瞳ひとみが、まっすぐに姫也に視線を返していたからだ。そこにあるのは、逡しゆん巡じゆんだとか迷いだとかそういったものではない。


　逆に、迷っていた自分を映し出していた瞳から姫也は顔を背そむけてしまった。


　アイリスの方を見ないまま、姫也は木の陰かげからダンタリオンを窺うかがう。どうやらまだこちらには気付いていないらしい。


「──姫也」


　アイリスに呼ばれ姫也はため息をついた。それも大きく今の彼の心中に溜たまったものをすべて吐はき出すように。諦あきらめ、姫也は小さく口を開いた。


「………………悪かった」


「誠意がこもっていないわね」


　すぐさま放たれたアイリスの言葉に、大人しく姫也はアイリスの方へと体ごと向き直り、


「さっきの言い訳の通りだ。八つ当たりしてしまい……その……俺が悪かった」


　今度はしっかりと彼女の方を向いて、姫也は頭を下げた。


「────あの、アイリスさん？」


「──……いいよ。もう怒おこってない。私もほんのちょっと……ゴメン……」


　でも、とアイリスはいつもの笑みで姫也を見た。


「いい？　でも全部が全部許したわけじゃないんだからね！」


　確認するようにアイリスは前置きそこで彼女はつい、と顔を逸そらし、


「一日……姫也は私に付き合いなさい……どこか一いつ緒しよに……付いて来なさい」


「────」


　何が来るかと身構えていた姫也は、くっと笑みを漏もらすと、


「私で良ければ、同道させていただきましょう姫ひめ」


「そのための障害は──目下あいつね……」


　あのね、とアイリスは姫也を見て、


「みんなの言うとおりだと思うよ。やっぱり」


　言い聞かせる母親のようにその手を摑つかんで、


「私の力もそう、怖こわいから怖いからってやらないままだったら、いつまで経たってもそのままだもの」


「……そのまま、か。それは……嫌いやだな」


　姫也はひとりごちるように、つぶやいた。


　一いつ瞬しゆんという間を置いて、姫也はアイリスと視線を交かわす。


「手を──手を貸してくれアイリス」


　意志をはっきりと姫也はアイリスに伝えた。


　それに、アイリスも首を振ふらない。


　確かに頷きを返し、二人は互たがいを確認するかのように、握にぎった手をもう一度握り返す。


「俺一人じゃダメでも、お前と俺なら、出来るはずだ」


　言って二人が見つめ合った瞬間だ。


「そこですか御お二人とも！」


　ダンタリオンの喜ぶような声とともに、細い光条が木々をなぎ倒たおした。


「行くぞアイリス──」


「ええ！」


　二人は行く。もはやそこに笑えみすら浮うかべながら。





　　　　◆





　ダンタリオンは見た。


「決心は付きましたか？　御二人とも」


　今一度、ダンタリオンの前に立つ二人を。


「ああ、この馬ば鹿かげたお前の実験を終わらせ、その上でお前をなんとかする」


「ノイル、ノイル・アテンド……」


　そこでアイリスの表情が憂うれいの色に陰かげる。


「楽しかったわ。すくなくとも私の知っているノイル・アテンドと過ごした日々は──」


　その声を合図に、姫也は自らの姿をした自分に向かってかけ出した。


　速度を胸の高なりに合わせるように、姫也は前へと踏ふみ込んだ。


　──どうやら難しく考えすぎていたようだ。


　八岐大蛇ヤマタノオロチの血を引こうと。


　俺が何者と見なされようと。


「俺は俺だ……!!」


　前方、自分の顔をしたダンタリオンが風を放つ。


　かつて、一人の少女を救おうとしたとき、誤った自らの身をも切りつけた力だ。


　だが、


「弱いな！」


　姫也は来らい迎ごうする風を振り込んだ右手の甲こうで弾はじいた。


「所しよ詮せんはまがい物だ！」


　姫也の駆かけるその横を、アイリスの放った術式砲ほう撃げきが通過して行く。


　光条は仮面舞踏会マスカレイドの姫也に対する攻こう撃げきを弾き落とした上で、止まらず、その仮面を破は壊かいしにかかる。白の仮面の表面に罅ひびが走り、その防ぼう御ぎよ力が明らかに下がる。


「感謝しよう、感謝するぞ！　ダンタリオン！」


　そして姫也は行く。今までのような、怯おびえを孕はらんだものではない。


　力強い、荒あら々あらしい神の力に支えられ、姫也は駆けた。


「俺はおお前れを超こえていく!!」





　　　　◆





　ダンタリオンは前を見る。


　適当な砲ほう撃げき魔ま術じゆつを織り交ぜても。


　後ろのアイリス様が邪じや魔まをしますか……!!


　時に、その攻撃ですら撃うち落とせないものが姫也に届くが悉ことごとくを突とつ破ぱしてくる。


　鍛きたえられているとは言え、お世辞にも戦せん闘とう向きとはいえない人の肉体。


　ここまでの身体能力も加護があってこそだ。


　しかしその加護を備えた以上、獣けものはもはや止まろうとはしない。


　ダンタリオンは内心で確信した。


　この獣は、この竜かみは──。


「まだまだ進化していると、そういうのですか悪あく竜りゆうの御み子こ！」


　ははは、とダンタリオンは笑い、しかし刹せつ那なという時に、


「黙だまれ！　俺をそう呼ぶんじゃないっ!!」


　姫也が叫さけびとともに来る。


　仮面舞踏会マスカレイドをダンタリオンは自身の前面へと展開。


「俺は俺ッ、俺の思うままにっ──」


　だが、彼の声に合わせるように、仮面には砕くだけの線が幾いく本も走り──。


「俺の思う俺の成すべきことをやる！」


　最後の防御を破って自分の顔に、少年の拳こぶしが突つき刺ささる。


　姫也の仮面をも割り砕くだき、ダンタリオンの素す顔がおに姫也の拳が届いた。





　　　　◆





　おもしろい。おもしろい相手でした。


　十二分に楽しめまし────。


　いや──。


　否いな。


　在る。在るではないか。


　今の自分を、さらに超える力が。


　自分という枠わくを外す力が。


　ならばどうすべきだ？


　試験は始まっている。


　問題はすでに提示された。


　その問題を解くための方程式はすでに──。


　我が手中にある。


　ならば答えは簡単だろう。


　単純明快にして至し極ごく真まっ当とう。


　実た験めそうではないか。


　己の根幹に巣くう能も力のすら、己の中の悪あく魔ますらっ！


　試ためしてみようではないかッ!!





　　　　◆





　姫也は見る。視線の先、倒れ伏ふしていたダンタリオンが、よろける身を起こしそれでなお止まらない。


　その姿は既すでに解かれ、姫也のものではない。


　ノイル・アテンド。その女性としての姿で彼女はよろけながらも立ち上がる。


「ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ[image: ]」


　突とつ然ぜんの哄こう笑しようとともにダンタリオンは自らの右手、そこに持った本を天高く掲かかげる。


　はらはらと風まかせのようにページがめくられ、とあるページでその動きが止まる。


　ダンタリオンはそのページに、手を突っ込んだ。


　蜈蚣むかでか何かのように、触しよく手しゆのようにのたうつ、わずかにはみ出たページ内の文字、そのイメージが姫也たちにも伝わる。


「【鍵かぎ】──……鍵だと!?」


　そしてダンタリオン、彼女の細い指に握にぎられ本から取り出されるもの──。


　それは姫也にとっては見覚えのあるものであった。


「激竜の気吹ドラゴンブレスの鍵……!?」


「フフフ世界をっ、世界すらっ──!!」


　彼女はそれを手の内で回し、逆手に持ち替かえると、


「試しましょう！」


「何を──!?」


　ダンタリオンの胸に突き刺さった、短たん剣けんのような術式の結けつ晶しよう。


　アイリスと姫也にとって二度と見たくはなかったそれを自らの胸に突き刺し、ダンタリオンは二人を見た。


「フフフこれは本来、激竜の気吹ドラゴンブレスのために作られたものではありません」


「どういうことだ──!!」


　姫也の声に、ダンタリオンは答えなかった。


「見ていればわかりますとも！」


　ダンタリオンの勝ち誇ほこるような笑い声が一帯に爆ばく発はつするかのように、響ひびき渡わたった。


「力の解放ッ──それこそがこの鍵の本来の使用法なのですからっ!!」





　　　　◆





「……何──？」


　黒犬をあらかた掃そう除じし終わり、アイリスたちに合流しようと自然公園の方へと走った夕は、空にあるものを見た。


　黒々とした闇やみを煙けむりにしたかのような、雷かみなり雲ぐもをもっと濃こく黒くしたかのような靄もやが公園から噴ふき出していたのだ。


　それは公園の上空に停てい滞たいすると、


「なに……あれ──」


　夕はその光景に絶句した。


　だが、と彼女は通信機に手を掛かけ、求めるべき相手に声を放った。


「ヱーファ！　姫也とアイリスを!!」





　　　　◆





　異い形ぎようは空へと身を伸のばす。


　漏ろう斗との円えん錐すい形たる部分を繫つなげ天と地へと細長く刺とげが伸びているような、異形。


　黒くろ漆うるしで塗ぬり固めたかのような、ぬるりとした光こう沢たくを放つ本体。


　その表面にはマーブル模様かドットのように、白い仮面が埋うめ込まれていた。


　さらにその周囲にも黒こく煙えんが燃え上がるように靡なびき、煙をまとった仮面が、浮かぶ。


『ハハハッ！　これガッ、コの姿こそガ！　原初のスガタですか!?』


　ダンタリオンの声を響かせ、巨きよ大だいな異形は声を放った。


『サあ、戦闘はっ実験はっマだ、終しゆう了りようしていませんよ！』





　　　　◆





　巨大なダンタリオン、おそらくそうなのであろう異形の足元に姫也とアイリスの姿があった。


「ッ──なんなのこれ！」


「わからん！」


　だが、と姫也は見る。


　ダンタリオンであろう巨大な異形は地面から浮ういた、一本足が空を滑すべるように移動しているという事実を。


「移動している……？」


　しかし、この巨大なものが市街地に入ればどうなるか。


　仮面ひとつひとつが、さっきまでの仮面舞踏会マスカレイドと同じ能力を持つとすれば──。


　そのおびただしい数から幾本もの砲ほう撃げきが伸び、一帯を破は壊かいするだろう。


「くそっ！　何考えてやがる」


　姫也が悪態をついた時であった。


「アーイちゃーん！　姫ちゃーん！」


　上から響いた声に、二人は同時に見上げた。


　箒ほうき型飛ひ翔しよう機Shooting Starに跨またがり、降りてくる魔ま女じよの姿があった。


「ヱーファ！」


「とりあえず避ひ難なんだね。なんとか二人ぐらいなら私一人でも運べるからっアイちゃんも早く──」


　そこでいや、と姫也が巨大な姿になったダンタリオン、京学園の都市部へと行こうとするその背を見ながら、


「──あれを止める」


「姫ちゃん本気っ!?　あのサイズだよ！」


　目を見開き、ヱーファが姫也に問うた。


「……策がないわけじゃない。ヱーファ、俺とアイリスをアイツの前ま──」


　そこで、姫也ははっとして横のアイリスを見た。


「行くわよ。大だい丈じよう夫ぶ」


　アイリスは笑いながら姫也に言う。


「お前となら出来るはずだ、でしょ？」


「──ああ」


　そんな二人の様子を見つつ、ヱーファは呆あきれるようにため息をついた。


「……何かあったときは、私は止めたってことで。んじゃ、行くよ！」





　　　　◆





「な……」


　学園前、自然公園からの町並みをなぎ倒たおし、


「なんじゃこりゃあああああ！」


　巨大なダンタリオンは進行した。ようやく黒犬の軍勢の処理が終わったD.S.T.の皆みんなは、その大きさに呆あつ気けに取られると同時、それに攻こう撃げきを仕し掛かけるが、


「ギャ──!!」


　攻撃を行うごとに、仮面部分の口から放たれる術式砲撃が、雨のように殺さつ到とうし、攻撃したものをえぐる。巨大なそれの進行を止めるものは誰だれもいない。


　そう思えた──だが。


「!?」


　皆は見る。巨大なソレが横っ面に、不可視の打だ撃げきを受けその身をよたらせるのを。





　　　　◆





『今日は無理ッ──本当に無理よ私は!!』


　ぐらり、とダンタリオンの体勢が崩くずれ傾かしぐ。


　夕からの通信を耳に、


「そうだ。ここに欲しかった！」


　車道の真ん中を駆かけ抜ぬけながら、一色は構えた緋ヒ々ヒ色イロ金カネノノ剣ツルギの柄つかに込める力を強める。


「緋々色金之剣、展開──」


　射線に入った敵を叩たたき切るべくして、


「全開！」


　緋々色金ノ剣の剣けん身しんが割れくだけ、噴き出したアフターバーナーの余よ剰じようとなった増ぞう槽そうをパージするかのように、刃は片へんは弾はじけ飛ぶように一色の後方へと広がっていく。


　だがそこで刃たちは捨てられない。火柱の制せい御ぎよ器として、後方に広がり絞しぼるように無む闇やみに放出されていた炎ほのおを調整していく。


「走れ、篝かがり火び！」


　その掛かけ声を合図にするかのように、一色の後方に炎が伸びる。


　腰こしだめほどで溜めていた剣を一色が担かつぎ直す。


　右みぎ肩かたに柄を乗せ、両の掌てのひらで握にぎり込み。


　一度そらすように身を弓なりにし、


「叩ッ──斬きるッ……[image: ]」


　轟ごうと唸うなる。炎えん剣けんは半円を描えがくように走り、そのまま目標に天上からの一撃を見み舞まう。


　切る、というより、放射された炎をそのまま縦たて薙なぎに振ふるわれるように、相手に襲おそいかかった炎柱。


　空中に躍おどった一色は横に一回転。そのまま炎剣を消し、一色は地面に着地する。


　コンクリートの地面を疾しつ走そう、靴裏でブレーキを行いながら停止。


　そして動作の終了として、剣を一ひと振ふり。


　最後の動きと同時、緋々色金の外れていたパーツたちが集まり、剣身を再結成する。


「ふぅ──……」


　それを確認。さらに一振り、剣身に残る炎を消すと、緋々色金ノ剣は己が役目を果たしたというように、自然と消えて行く。


『ちょっと一色!?　止まらないわよ!?』


　通信を送った夕の言葉通り、後方から一色に迫せまるダンタリオンは炎にその身を焼け爛ただれさせてなお、進行しようとしていた。


　仮面が口を開き、その中に術素アトモスフイアの発光が点ともる。


『一色……!!』


　そこで、ダンタリオンの仮面たちの口に異変が起きた。


　口に灯ともっていた術素アトモスフイア砲ほうの光にすら、身を覆おおっていた炎が延えん焼しようしたのだ。


「術素アトモスフイアを糧かてに燃え盛る、霊れい体たい生物用の浄じよう炎えんだ。足は止めた」


　だがダンタリオンはそれでもなお進行を止めようとしなかった。


「なんだと──!?」


　一色の驚きよう愕がくもつかの間。


『!!』


　だが目の前に現れた人物を前にして、ダンタリオンは進行を止めざるを得なくなったのだ。眼前、学園の前の道路に出現した、一人の漢おとこによって、


「まったく……ダンタリオンか。どうりで私とて感知できぬはずだ」


　声を放つのは、スーツ姿の一人の男。


　後ろにD.S.T.による防衛戦が築かれているというのに、敢あえて一人そこを飛び出し、相手の大きさなどまるで意に介かいしていないような様子で、鋭するどい眼を持つ男は歩を進める。


　学園長である男、東は古い知人を出で迎むかえるような気安さで、巨大なダンタリオンの前に歩み出た。


　燃える体を焼け爛れさせながらなお、ダンタリオンは相手に向かって声を放った。


『一体何者です？』


「さあ、何者だろうか──」


　しばし睨にらみ合うように、一体と一人は互たがいを観察するように向かい合い、


『ククク……』


　先に声を発したのはダンタリオンの方であった。


『──ハハハハハハハッ!!　アナタほどの人が来てくださるとは！　否いな、アナタほどの人が何な故ぜここに居るのです!?』


　笑っているだけで、それでも十二分に怒ど号ごうのような笑い声が空を覆った。


『あなた自らの悪あく魔まに殉じゆんじて、東方の支配でも行っておいでですか!?』


　うるさいと言うように、耳を押さえながら東が声を重ねた。


「支配と呼べるかは知らないが。統制と管理は行っているかな。今は東とそう名乗っているから、お前もそう呼びならわすがいい」


『アナタほどの人が出て来てくださるとはっ、ここに来た意味があると言うものです！』


「いやあ、こっちとしてもそんなに若くないから、君みたいなテンション高めなのはご遠えん慮りよ願った上にお引き取り願いたい限りなんだが」


『ひとつ、質問をお許しいただけますか東様？』


　どうぞ、と手を差し伸のべることで合図とする。


『アナタほどの人がいながら、何な故ぜ私を看過しておいたのです？』


　その問いに、東は一いつ拍ぱくを置いて、


「ハハハハハハハハッ!!」


　やり返すように笑い声を上げた。


「何故？　何故だと？　逆に問おうかダンタリオンッ!!」


　くくくと彼は収まっていく笑いに、目め端はしに涙なみださえも浮かべながら、


「何故私が力を使わねばならない」


『────』


「私が本気出せば、正直お前など瞬またたく間まに微み塵じんにして、星に還かえしてくれよう」


　掌てのひらを返し、おどけるような振る舞まいで彼は続ける。


「それが面おも白しろくないから俺はここで教育者をしているんだよ」


『理解が出来ませんね……戦いに飽あきたから一いつ介かいの学園の長として、隠いん居きよするようになったと？』


　違ちがう、と彼は化物に自分の持論をひけらかすように、友人に自分の夢を語る少年のように目を輝かがやかせて言う。


「いずれ来る次代を待っているのだよ！　神話の神々が最強で在り続けたことなど一度たりとてないのだから！」


「俺を喰くらう者を俺は待っているんだよ！」


『フフフ……いえすみません。私としたことがアナタという存在はすでに隠居して一線から引いたと決めつけて話していました。中々どうして、自らの悪魔たる部分に殉じゆんじて生きておられるようだ』


「私とてそんなに表立って出る気はないさ。ここは次代を担になう者を育成する場所。そんな場所なのに、わざわざ大人が前面にしゃしゃり出たりしたらさ、経験の邪じや魔まになるだろう」


　ちらりと後ろの生徒たちを一いち瞥べつして、彼はさらにダンタリオンを見上げ直す。


「でも今回のはすこし荷が重い。私としても少し、生徒たちに良い所を見せといてもいい？　かな、と思うわけだよ」


　それともうひとつ、と指を立てて東は言う。


「悪魔に殉じるなどと、自分への力を悪魔のものと見ているような奴やつが、私の前に立つな」


　なにが起きたか、その場にいた誰もが知覚できはしなかった。


「力は扱あつかう本人のものであり──それは本人によってのみ振るわれるものだ」


　ただ、彼が指揮者のごとく振るった右みぎ腕うでの動きに合わせ、ダンタリオンの身体が袈け裟さ斬ぎりに、真っ二つになっているということだ。


　その開始点と結果しかわかりはしなかった。


『流石さすがですね！　やはりあなたはっ──素晴らしい!!』


　巨きよ体たいの全部にまっすぐに走った傷から、喀かつ血けつするかの如ごとく肉体を構成する黒の液体を噴ふき上げる。


　その姿にさほど興味もないように東は身を翻ひるがえしながら声を放った。


「──よく覚えておけ。私の領土あそびばを、私が築いた砂の城を踏ふみ荒あらせば次はないぞ、悪魔」


　誰にも聞こえない声で彼はつぶやくと、獰どう猛もうな笑えみを浮うかべる。


「さて悪あく竜りゆうの御み子こ、いや八劍姫也。それに竜を継つぐ少女アイリス・リンドヴルム」


　挑ちよう戦せん者を待つように、彼は後方を見た後、自らの生徒たちのほうへと歩む。


「神を継ぐ者たちよ。君の、君たちの力の答えを示してくれ」





　　　　◆





『ハハハハハハッ──!!　ここは面白い！　面白いですね！』


　まさかこんなにも巨きよ大だいになりながら、殴なぐり飛ばされ、焼かれ、断たたれるとは──。


『此こ処こは面白い場所だ！』


　身は既すでに満まん身しん創そう痍い。


　だがまだ動く。


　まだ動け。


　崩くずれようとする自分の身にまだ指示を送り、ダンタリオンは見下ろした。


　自らの予想以上に面白い京学園というこの学園を。


　そして、ダンタリオンは見た。


　自分の先、道路の中央に立つ少年と少女を。


　どろりとした、瞳ひとみの中にすら血が通っているかのような赤。獲え物ものを欲ほつする獰猛な目線が、こちらを捉とらえて離はなさない。それとは対照的に、意志で必死に自らを奮い立たせ臨のぞむ健けな気げと言っていい、少女の姿があった。


『最後はやはりっ……やはりあなた方ですか……!!』





　　　　◆





　道の中央に姫也とアイリスはいた。


　二人は、姫也がアイリスを背中側から抱だきしめるような二人羽織の状態で立っていた。


　まるで剣の指導でもするかのように、姫也はアイリスの手を外側から握にぎる。


　姫也の髪かみに三本目、最後のクシナダが展開される──。


「いいか、アイリス……チャンスは一回。一いち撃げきに全すべてを込めろ」


　姫也の策、いや策と呼べるかどうかも疑わしい。


　一撃必殺、乾けん坤こん一いつ擲てき。アイリスの術式砲ほう撃げき。その集束を最大出力で行い、それを姫也がクシナダを使って制せい御ぎよする。


「わかってる──」


　前に来るダンタリオンに向かっていたアイリスであったが、その表情に不意に笑みが生まれた。真しん剣けんな表情の姫也にアイリスが笑いかける。


「どうした？」


　いえ、とアイリスはやはり笑い、


「力に悩なやんで不器用な自分に悩んで、そんな二人が、最後はこうして力を合わせているっていうのがね──」


「──そうだな」


　釣つられるように、姫也も笑った。


　二人は迫りくる、ダンタリオンの巨体を見み据すえ、


「お前はありったけの力で、お前に集められるだけの力を集めろ」


　姫也は腕うでの中のアイリスに言う。


　彼女の手を、外側から包み込むように握にぎり、尚なおそこに思いを込めながら。


「制御は俺がする」


「──頼たのんだわよ。姫也」


　声と同時、アイリスの周囲に燐りん光こうのように、蛍けい光こうのように青の粒りゆう子しが集束を始める。


　姫也に支えられたアイリスの手の中に定量を超こえた力が、ひとつの形を示した。


　それはアイリスの術式砲撃を剣にしたかのような、光の剣だった。


　芒ぼうと、ゆるい光の剣けん身しんは、だがそこで成長を止めない。


「まだ行けるでしょ姫也！」


「当然だアイリスッ……!!」


　二人の声に応こたえ、二人の力に応えるように真白の輝かがやきは白光に到とう達たつして尚、光を増して行く。


　尚光れ。まだ光れ。


　輝きの段階を経へて光の剣は成長を続け──姫也とアイリス二人は合わせた手で剣を掲かかげる、頭上から延びる光の大剣は直径数十メートル、距きよ離りにして数キロに及およぼうかというもの。


　もはや剣などと言うよりも、神が天上から地上へと降り立つために敷しいた光の柱のように、二人の創つくりだした力が天地を貫つらぬいた。


「自分の求める、自分の力を！　思うがままに使え！」


「──ァアッ!!」


　歌うように魂たましいを震ふるわせ、アイリスは声を上げる。


　伸びるような声は慟どう哭こくのように。術素アトモスフイアに呼びかけ、喚かん起きすることで集積し、それを震わす。まさにそれはドラゴンブレスを指向化したような、破は壊かいの瀑ばく布ふ。


　振ふり下ろされる神の裁きの光。


　一いつ閃せんの光条は、まっすぐに伸びる車道を砕くだき満たし、光の剣はまっすぐにダンタリオンの頭を切り裂さいた。




[image: ]


　光の大剣は今まで力を抑おさえていた二人が力を解放したことを示すかのように盛大に力を行使する。


　縦に走り、まっすぐに断たれたダンタリオンの身は犬神のように霧む散さんを始め──。


　逆巻きの破壊の光風が周囲に撒まき散らされ、世界を震わすような大たい震しんを起こす。


　ダンタリオンの黒の体は、光に灼やけるなどと言うに甘く、もはや粒子に還されるかのように破壊が実行される。


『ハハハハハハ────』


　それは一体何に向けての笑みか。


　大笑を空に途と切ぎれさせながらダンタリオンは霧散していく。


　もはや新たな肉体を残すこともなく、一帯に残ざん響きようのみが爆ばく音おんに呑のまれ、消えていく。


　尽つくされた力。放出しきり手の中からも消える光、


　散りゆく光と闇やみと、その中でアイリスは力なく後ろへとよろめいた。


「っと──アイリス？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　そんな彼女の身を後ろにいた姫也が支える。


　彼女が見上げれば、そこには髪からクシナダを金の散さん華げとして空に躍おどらせながら、優やさしく笑う少年の姿があった。


　姫也の表情は憑つき物ものが落ちたように、とまさにそんな様子だ。


　彼は彼で、自らの答えを見つけたのだろうか。全力というものを初めて出し切ったアイリスの胸中には充じゆう足そく感にも似たものがあった。


　力を必要とされるべき場所で使う。


　それは幸せで幸福なことだ。


　自分を支えてくれる少年のことを思いながらアイリスはそんなことを思った。


「つかれた」


　わかりやすい四文字を放ちアイリスは言って、完全に自分の全体重を姫也に預けた。


「でも──」


　それでも彼はしっかりと支えてくれる。


「私は自分の力の求められる場所にいるんだって──そう思える……」


　白と黒とかが霧散しきった空。ほどなく姫也のクシナダも散り切り、完全に学園の空が戻もどってくる。


　──高い空。


　落ちるような感覚はない。少なくとも今は、後ろで支えてくれる人がいるから。


「俺は──どうだろうな……」


「姫也は姫也、なんでしょう。自分の役なんて大それたことを考える前に、もっと努力しなさい。そしたら役目なんてあとからいくらでも付いてくるものよ」


　そうだな、と姫也もつぶやく。


　こちらの肩かたに置いた姫也の手にぐっと力が入る。


　そんな手にアイリスもまた触ふれる。


「──お疲つかれ様さま、だな」


　そうね、と二人はしばし光舞まう空を見上げたまま寄り添そう──。




　終章．二人のスタートライン







　京みやこ学がく園えん高等部、その正門に掲かかげられた交流祭・改とある看板を前に、一組の男女がいた。いつもよりも、賑にぎやかしいという意味で騒さわがしい京学園。


「……待った？」


「あ、ああ……」


　どちらともなく、お決まりのような挨あい拶さつを二人は交かわした。


　姫ひめ也やとアイリス。しかし二人の服装は式典用のD.S.T.の隊服のままであり──、デートとそう呼ぶには、いささか抵てい抗こうがあった。だが、照れくさそうにする二人は、そう言う意味でカップルに見えたのかもしれない。


「──行くわよ！」


　先に声を上げたのは、アイリスの方であった。


「どこに？」


　質問を返す姫也に、


「どこでもよ！」


　わずかに頰ほおを赤くしたアイリスは声を上げた。


　先を行くアイリスのあとを、焦あせり姫也が追いかけた。


　雑ざつ鬧とうを二人は行く。その会話はどうしようもなく、しかし姫也は罪悪感を覚えてしまっていたことで──。


「すまなかった悪かったよ。イライラしていたんだ。許してくれ」


「──ダメ許さない」


　あらためて許したはずのことをきっぱりと言い放ちアイリスは膨ふくれながら、顔を背そむけた。


「せっかく来たばっかだって、私だって自分のことで色々手て一いつ杯ぱいだったのに、姫也ったらまーた自分のことでうじうじしているんだもの」


「仕方がないだろう。大っぴらにするものでもないんだ。やはり今回のことで良くも悪くも思い知らされたよ。特に、相手方に容易に披ひ露ろうするものじゃない」


　ふう、と可お笑かしく厄やつ介かいな相手を思い出し、姫也は言った。


「その力の根源を知ろうとするものが出てくるとは、まるで思わなかったが、俺という存在はやはり世界というものに対し、大なり小なり影えい響きようというものを与あたえているらしい」


　だが、と姫也は続けた。


「それでも俺は此こ処こにいる」


　そこで姫也は横のアイリスに笑いかけた。


「お前の力もそうだろ？　制御出来ない、とは言え見方を変えれば大切な才能だろう。


　まだお前は訓練もさほどしていないんだ。遠えん慮りよせず胸を張はればいい。ヱーファのやつだって、お前専用の装備を整えてやるって張り切ってたしな」


　顔を背けたままのアイリスは、一向にこちらを向く気配がなく、姫也もそれを構わず、そのまま言葉を紡つむいだ。


「これからどうなっていくかなんて、俺がどう思おうと、世界が勝手にそういう流れにするんだからしょうがない。ただその流れのなかで、俺は俺の選せん択たくをしていくだけだ。そこに力が必要ならば、そうする。使わずにすむのなら、またそうする」


　清すが々すがしい表情で告げ、姫也はふっと表情を和やわらげた。


「とりあえずはそんな指針で行こうと思う」


　確認を取るように、横のアイリスを見れば、


「いいんじゃない。結局なすがままに成すとそういうことでしょう。アバウトね」


「人間、ゆとりが大事だ」


　ふくれっ面をほころばせアイリスはそんなことより、と声を続けた。


「まあそれはいいとして、今日呼んだのは、そんな話をするためじゃないわ──!!」


　突とつ然ぜんのことにびっくりする姫也を置いて、


「さあ、姫也！　やることはいっぱいあるし、やるべきことだってあるわ！」


　張り切るアイリスに姫也が問うた。


「……例えば？」


「まずは屋台の制せい覇は！　お好み焼き、焼きそば、たこ焼き、かき氷に、リンゴ飴あめ？　いっぱいあるわ！」


　両の手を握にぎり、抗こう議ぎするようにアイリスは姫也を見上げた。


　はっ──とその様子を見て、姫也は息を吐はき出した。


「な、なにがおかしいの！」


　くく、と笑いをこらえながら、姫也は横目でアイリスを見やる。


「いいじゃない！　あるのよ!?」


「思ったよりも落ち込んでいないからな」


「ウジウジしているばかりじゃダメだし、ジメジメしてばかりもいられないでしょ！」


　そうとも、ここはそういう場所だ。最近となっては特にそうだ。


　日常は騒そう々ぞうしさをまして賑やかしく日常はなお、華はなやぐようだ。


「今日はそんな暇ひまがないくらい遊ばせなさい！」


「はいはいお姫ひめ様？　だがこの国には夏祭りというものも存在するぞ？　焦あせって回らなくってもいい」


「それはそれ！　これはこれよ！」


　並ぶ屋台に目移りしながら、アイリスは声を上げた。


「今は今！　未来は未来！　今日のお好み焼きは今日しか手に入らないの！」


「んじゃ行くか──どうした？」


　見れば、横にいるアイリスが左手を姫也につきだしていた。


「手は貸して、くれないの？」


「──ハイハイ」


　言いつつも姫也はアイリスの手をとって二人の姿も、祭りの雑鬧の中に呑のまれていく。





　　　　◆





　監かん視し室。祭りの喧けん騒そうも知らず、ただ画面の並ぶ部屋ではD.S.T.隊員が黙もく々もくと──、


「ああああ俺も上行きたいのにぃいいい!!」


「今日彼女とデート約束だったってのに……先せん輩ぱいに騙だまされてシフト変えさせられて……チクショウ！」


「黙だまれ諦あきらめろ。それは監かん察さつ室の皆みんなの総意で絶対阻そ止しに決まった！」


「フハハせいぜい帰って頭下げて説明するがいい！」


　はは、と皆が笑い声をあげるなか一人の隊員が立ち上がった。彼はなにか皆とは違ちがった微び笑しようを口元にモニターの操作端たん末まつの前に立つ。


　その様子を妙みように思った、室長である中年隊員がその背に声を掛かけた。


「オイ……どうした？」


「いやなに、ここに居るのも飽あきましたのでね」


「──？」


　言って周囲の人間から向けられた奇き異いの視線も無視し、彼は端末に触れ、プログラムを走らせる。それが何をどうするためのものか──それを察知した周囲の隊員が声を放った。


「おいっお前なにやって！」


「どちらにしても、部長もしくは局長以上の生体認にん証しようコードが必要──……!?」


【解除認証には実働部長及および局長権限を持つ者が必要です】


　しかしそれも、青年が目を赤外線に当て、さらに右手を認証用の枠わくが出たウィンドウに乗せることで


【──Clear】


「貴様何な故ぜ！」


「擬ぎ態たい能力ってのは、中々レアスキルですから。私の能力というのは、本来であればこういったことをするほうが本職なんですが。秘密暴いたりするほうが得意ですので」


　虹こう彩さいだけを、指先だけをコピーするなど、彼女にとってはお手のものだ。


「私、ダンタリオンにとっては」


【yes/no】


　画面に表示された問いに、彼は笑え.みで応こたえる。


「もちろんイエスです」


　端末のタッチスクリーンに触ふれれば、認証が完かん了りよう。囚しゆう人じんの一人、最奥の最高レベルの拘束室に捉とらえられた者が解放される──。


「貴様ッ──」


　室長の声に、皆が抑おさえようと飛びかかろうとしたその時だ。


　動こうとした誰だれもが何もできぬまま、その場に昏こん倒とうした。


「なに殺しはしません。〝死〟というのは偶たま々たま偶ぐう然ぜん運悪く遭そう遇ぐうしてしまうもので、誰かに与あたえられるべきではありません」


　彼は、ひとり残った室長の方を見ながら、


「──それがたとえ取るに足りない命であっても、ね」


「一対一で誰かが殺そうと思い、抗あらがう相手に死を押し付けることこそ、殺しなのです。


　彼らは一時的に何もかもが動かせぬようになっているだけです。あそこの彼に与えていたものと同じですが、この部屋に仕し掛かけるには手間がかかりました」


　言い放たれている最中も、室長はしきりに身体からだを動かそうとするが、身体は微び動どうだにしない。それどころか、縛しばる力はさらに強さを増して行った。


「本当にこうして生きているのが噓うそのようですよ。瀕ひん死し、というのはああいうときに使うのでしょうね。生命あっての物もの種だねです。生きているというのは素す晴ばらしいですね──」


　何を言っているのかわからないと言うように表情を歪ゆがませる室長を前に、その様子を見ていた室内で唯ゆい一いつ動ける者は、


「残念ながら捕ほ縛ばくさせてもらいましょうか？　あなたにそっちの趣しゆ味み嗜し好こうがなくともね」


　それから、とダンタリオンは告げる。


「あなたとのおしゃべりほど僕にとって無意義だった時間はありません。ではでは──」





　　　　◆





　久々に身が活性化するのがわかる。しぼんでいた身が、水分を取り戻もどすようだ。


　ゆっくりと重たげに瞼まぶたを開けば、まぶしさに目が眩くらむ。


　白い部屋。気色悪くなるほどに、白い部屋だ。


「──ったく、食えねえ野や郎ろうだなお前は」


「何？　いいましたよ？　助けを寄よ越こすと」


「お前が来るとは思っても見なかったさ」


「さて、どうします？　本部の方はカンカンですよ？　あいつは何をやっているんだ、と」


「さて、どうしてやろうか！」


「大人しく逃にげますよ？　上のD.S.T.本部の実働こそこのあいだの戦せん闘とう、ああアナタは知りませんでしたね。消しよう耗もうしてますが、本部だけでこれです。すぐに支部の方から増ぞう援えんが来ます。私も今の変へん幻げんで今日は体力のほうが売り切れです。あなたとて万全ではないはずだ。」


「逃げろと？」


「戦略的撤てつ退たい、とそう言うんですよ」


　けっ、と吐はき捨すてながらも、トーラーはダンタリオンの持ってきた制服に袖そでを通し始める。


「だが、テメエがここにいるってことは、アイツは生きているってことか」


「さあ？　何な故ぜそう思うんです？」


「勝っているなら、お前はそこで探求を終えない。今度は早々にここを実験場にするか──。はたまたアイツを持って帰って解かい析せきするか。お前は俺以上に遊ぶクセがありやがるからな」


　やれやれ、とダンタリオンが手を挙げる。


「私たちは計画的に十分な役を果たした。そこについて文句は言わせません。次代の歯車を、真実の時まで我々の手で少し進めたのですから」


「さあどこへ行く？　戦線の欧おう州しゆうか、騒そう乱らんの中ちゆう華かか、対立の米国か。はたまた余人の知らぬ神々の元へか」


「あまりはっちゃけすぎて、追手を出されてもかないません。報告に一度戻りましょうか。私たちは生きていく以上、安あん寧ねいはいりませんが、後ろから斬きられるのはゴメンです。建前は大事ですよ」


「面めん倒どうなことだ。神を巡めぐる神を魔まが殺し、魔を人が滅めつし、人を神が屠ほふる。三みつ巴どもえの最終戦争がずっと続くような、そんな時代が目の前で待っているというのに……」


「さて静かに行きましょう」


「……なぜだ？」


「ここで警報のひとつでも鳴ると、上のお祭りを楽しんでいる方々にもうしわけないでしょう？」


「…………」


「束の間の平和。謳おう歌かするのは彼らの権利です。負けた私は往おう生じよう際ぎわ悪くアナタを拾いに来たのですから」


「そりゃあ勝利したっていうのか？」


「私が敗北を認めたのですから、必然的に彼らが勝者ですよ。それに、コレ以上ここで我々が遊ぶと、絶対に怒おこらせてはならない人が怒り出しますから」


「……まあいい。お前は理由なく怖おじ気けづくようなタマじゃあるまいしな。今回は従っておいてやる」


「ええ道中、面おも白しろい話をしてあげますよ」


　二柱の悪あく魔まは、嬉き々きとして己の赴おもむくままに歩を進める。






　　あとがき







　作者の懺ざん悔げタイムが始まるぞおッ──!!


　筧かけいミツルです。無む駄だにテンション高めなコーヒー大好き作者です。


　二巻ですね！　勿もち論ろん人生初ですね!!


　喜びも一ひと入しおです。携たずさわってくださっている関係各所に深く御おん礼れい申し上げ、そして、今回も拙せつ作さくながらご購こう入にゆういただいた読者の方々にありがとうございます。


　あとがきまで読んでくださっているそこのアナタ、引き返すなら今のうちです。


『双そう界かいのアトモスフィア』二巻、ええ今回も難産でした。


　前巻で得たものと、残ったものを拾い根こん幹かんに据すえ、書いたのがこの二巻になります。


〝物語の二巻〟と言いましょうか〝続き〟を書いたことがなかったので、二巻はプロット段階から悩なやまされることになりました。既き刊かんを参照して決められたルール上でキャラクターを動かせばいい、というのと、そのルールをどう利用し悪用していくか、これが続刊を書くということなのか、と考えさせられたりしました。





　そんななか生まれたのが、今回のキャラクター陣じんです。


「トーラーと肩かた並ならべ仕事を行う＆彼に舐なめられない敵の仲間って……オッサンかっ!?」


　プロット段階ですぐに自分でダメだなと気付くのは数分後。


　人の心を逆なでして引っかき乱すのは、トリックスターな感じのキャラだよなあ、と。


　そんなこんなで出来たのが、マッドサイエンティストなノイル・アテンドという敵キャラクターです。しかし彼女は腹黒いのではなく自己の欲求に素す直なお、という意味では純じゆん粋すいです。自分の頭の中の悪あく魔ま辞典を開いたとき、幸い情報悪魔＝ダンタリオンとキャラクターに該がい当とうする悪魔はすぐに繫つながりました。


　ヱーファと並んで二人で〝クックック……〟と笑っていそうなイメージ。


　続いて東あずま学園長。学園のトップという存在はどこかで出す予定だったのですが、ここで出してしまおうと登場させたキャラクターです。


「おかしな学校の統治者は可お怪かしくないといけない……可お笑かしくするともうトマスとで飽ほう和わ状態になるし……女性にするとアーデルハイトいるし……ならばもうビジュアルはカッコイイ青年だな！」


　と創つくられた東のキャラクタービジュアル。いろいろと書きたいところではあります。彼もまだまだまだ曝さらけ出せるものがあるのですが、ここでは語らぬままで。


　キャラたちに戦せん闘とうさせたがりの作者ですが、なかなか万人に公言できないこの仕事の、よき理解者である友人に、第一巻について言われたこと、


「トーラーは[image: ]お前で脳内再生されたわハハハ」


　作者そっちに感情移入かよ、と自分にツッコミ入れる始末。


　あんなヒャッハーヒャッハー戦闘狂きようしてっかなあとか思いましたが……一巻の作者近況で顔文字までつけてヒャッハーって戦闘狂発言しちゃっていました。都合の悪いところは見て見ぬふりということでひとつ。


　前回がトーラーと姫ひめ也やの二人で、ブッ殺すだのなんだのと物ぶつ騒そうですね大好物でゲフンゲフン──すこし暗くなってしまいましたので、今巻はすこし戦闘時からそういったブラックな部分を削けずって、日常の中、自分の力の在るべき姿に悩みながらも少年少女は──とそんな第二巻に仕上げようと思いながら認めました。


　すこしでも楽しんでいただければ幸いです。


　戦闘を通じ、姫也たちは勝利だけではない何かを勝ち取って行きます。


　自分もそうありたいものです。





　そして今回もスペシャルサンクスといった感じで各方面に感謝を。


　一巻に引き続きまして、表紙・挿さし絵えを担当してくださったrefeiaさん。また未熟者にお付き合いいただき、ありがとうございます。絵に関してはまったくの門外漢ですが、一巻のカラー表紙の可愛かわいらしいアイリスを見た時の反応は、


「肌はだ色いろ多めだけど大だい丈じよう夫ぶかなっ!?」


　と、悪いことをしているわけでもないのに挙動不ふ審しんでした。今回も色々とお任せしているのですが、私としても手元に届くのを大変楽しみにしております。


　他にも相も変わらずくだらないやり取りを続けてくれる友人連中、いつもお世話になりっぱなしの担当編集さんを始めとして、皆みな様さま今回もありがとうございました。





　自分にとってもこの『双界のアトモスフィア』は挑ちよう戦せん的な処女作ではありますが、読んで頂けるということ、書かせていただけていること。感謝と初心を決して忘れず頑がん張ばっていこうと思いながら、アトモスフィア第二巻のあとがきを締しめさせていただきます。




──蒸し暑さに夏を思う六月。





双そう界かいのアトモスフィア２





筧かけい　ミツル
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